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安全上のご注意
この取扱説明書では、誤った取り扱いによる事故を未然に防ぐため
の注意事項を、マークを付けて表示しています。マークの意味は次
の通りです。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が
死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示して
います。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が
傷害を負う可能性、または物的損害のみの発生が想定さ
れる内容を示しています。

本製品を安全にご使用いただくために、つぎの事項にご注意くださ
い。

電源について
●ACアダプターは、必ずAC15V、1.5A(ズ－ム AD-
0012)をご使用ください。指定外のACアダプターをお
使いになりますと、故障や誤動作の原因となり危険です。

●ACアダプターの定格入力AC電圧と接続するコンセント
のAC電圧は必ず一致させてください。

●ACアダプターをコンセントから抜く時は、必ずACアダ
プター本体を持って行ってください。

●長期間ご使用にならない場合や雷が鳴っている場合は、
ACアダプターをコンセントから抜いてください。

●ACアダプターのコードに重いものを乗せたり、ドアには
さんだり、無理に曲げたりしないでください。

使用環境について
G7.1utをつぎのような場所でご使用になりますと、故障の
原因となりますのでお避けください。

●温度が極端に高くなるところや低くなるところ
●暖房器具など熱源の近く
●湿度が極端に高いところや、水滴のかかるところ
●砂やほこりの多いところ
●振動の多いところ

通風のため、機器の周囲に隙間を確保してください。ま
た、通風孔を紙や布でふさがないでください。

取り扱いについて
●G7.1utの上に、花瓶など液体の入ったものを置かない
でください。感電などの原因となることがあります。

●G7.1utの上に、ロウソクなど火気のあるものを置かな
いでください。火災の原因となることがあります。

●G7.1utは精密機器ですので、スイッチ類には無理な力
を加えないようにしてください。必要以上に力を加えた
り、落としたりぶつけるなどの衝撃は故障の原因となり
ます。

●G7.1utに異物（硬貨や針金など）または液体（水，
ジュースやアルコールなど）を入れないように注意して
ください。

接続ケーブルと入出力ジャックについて
ケーブルを接続する際は、各機器の電源スイッチを必ずオフ
にしてから行ってください。本製品を移動するときは、必ず
すべての接続ケーブルとACアダプターを抜いてから行って
ください。

改造について
ケースを開けたり、改造を加えることは、故障の原因となり
ますので絶対におやめください。改造が原因で故障が発生し

ても当社では責任を負いかねますのでご了承ください。

音量について
G7.1utを大音量で長時間使用しないでください。難聴の原
因となることがあります。

使用上のご注意
他の電気機器への影響について
G7.1utは、安全性を考慮して本体からの電波放出および外部から
の電波干渉を極力抑えております。しかし、電波干渉を非常に受け
やすい機器や極端に強い電波を放出する機器の周囲に設置すると
影響が出る場合があります。そのような場合は、G7.1utと影響す
る機器とを十分に距離を置いて設置してください。
デジタル制御の電子機器では、G7.1utも含めて、電波障害による
誤動作やデータの破損、消失など思わぬ事故が発生しかねません。
ご注意ください。

お手入れについて
パネルが汚れたときは、柔らかい布で乾拭きしてください。それで
も汚れが落ちない場合は、湿らせた布をよくしぼって拭いてくださ
い。クレンザー、ワックスおよびアルコール、ベンジン、シンナー
などの溶剤は絶対に使用しないでください。

故障について
故障したり異常が発生した場合は、すぐにACアダプターを抜いて
電源を切り、他の接続ケーブル類もはずしてください。
「製品の型番」「製造番号」「故障、異常の具体的な症状」「お客様の
お名前、ご住所、お電話番号」をお買い上げの販売店またはズーム
サービスまでご連絡ください。

保証書の手続きとサービスについて
保証期間は、お買い上げいただいた日から1年間です。ご購入され
た店舗で必ず保証書の手続きをしてください。
保証期間内の製造上の不備による故障は無償で修理いたしますの
で、保証書を提示して修理をご依頼ください。
ただし、つぎの場合の修理は有償となります。

1. 保証書のご提示がない場合。
2. 保証書にご購入の年月日、販売店名の記述がない場合。
3. お客様の取り扱いが不適当なため生じた故障の場合。
4. 当社指定業者以外での修理、改造された部分の処理が不適当

であった場合。
5. 故障の原因が本製品以外の、他の機器にある場合。
6. お買い上げ後に製品を落としたり、ぶつけるなど、過度の衝

撃による故障の場合。
7. 火災、公害、ガス、異常電圧、および天災（地震、落雷、津

波など）によって生じた故障の場合。
8. 消耗品（電池など）を交換する場合。
9. 日本国外でご使用になる場合。

保証期間が切れますと修理は有償となりますが、引き続き責任を
持って製品の修理を行います。

このマニュアルは将来必要となることがありますので必ず参照し
やすいところに保管してください。

※MIDIは社団法人音楽電子楽器協会（AMEI）の登録商標です。

安全上のご注意／使用上のご注意 
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特長

このたびは、ZOOM G7.1ut（以下“G7.1ut”）をお買い上げいただきまして、まことにありがとうござ

います。G7.1utは、次のような特長を備えたマルチエフェクトプロセッサーです。

● 時代の最先端を行くハイパフォーマンス

96kHz／24bitサンプリング（内部プロセッシングは32bit）による高音質処理を実現。40kHzまでフ

ラットな周波数特性、入力換算ノイズは120dB以上という驚異的なスペックを誇ります。また、コン

ピューターと直結できるUSB端子を搭載。G7.1utをコンピューターのオーディオインターフェースとし

て利用し、付属のDAWソフトへのダイレクト録音が行えます。

● 92種類の多彩なエフェクト

92種類のエフェクトの中から、最大9系統のエフェクト（ZNRを含む）を同時使用可能。名器と呼ばれ

た往年のアンプ／コンパクトエフェクターを再現する歪み系エフェクト、6バンドのギター用EQなど、ク

ラスを越えた高品位エフェクトを網羅しています。

● 即戦力のパッチ

エフェクトの設定内容を“パッチ”として保存／読み込み可能。読み込み専用のパッチ（80種類）と、

書き換え可能なパッチ（80種類）の合計160種類が利用できます。また、パッチ切り替え時の無音時間

を7msec以下に抑えることに成功。シームレスなパッチチェンジを実現しています。

● ライブ演奏とダイレクト録音に両対応

2チャンネル仕様のプリアンプセクションでは、歪みのタイプごとにライブ演奏用とダイレクト録音用の

アルゴリズムを用意。アンプの箱鳴りやマイクの収音特性を再現するCABINETエフェクトの有効／無効

に応じて、自動的に最適なアルゴリズムが選ばれます。また、ご使用になるアンプに合わせてG7.1utの

特性を最適化するアンプセレクト機能を搭載。状況に応じて常に最良のサウンドが得られます。

－10dBm/＋4dBmスイッチを＋4dBmに切り替えれば、アンプのパワーアンプ入力端子に接続するこ

とも可能です。

● 変則チューニングに対応したチューナーを搭載

標準的なクロマチックチューナーに加え、変則チューニングにも対応したチューナー機能を搭載。ステー

ジ上で音を出さずにチューニングすることも可能です。

● エクスプレッションペダルを標準装備

エフェクトの音色やボリュームをリアルタイムでコントロールするエクスプレッションペダルを標準搭

載。表現力豊かな演奏が行えます。また、リアパネルのCONTROL IN端子にオプションの外付けエクス

プレッションペダル（FP01/FP02）を接続すれば、ボリューム専用ペダルとして利用できます。

● 真空管を使用したエナジャイザーを搭載

アナログの出力信号を真空管で加工するエナジャイザーを搭載。真空管ならではの迫力と暖かみのあるサ

ウンドが得られます。

● 機能を選択可能なファンクションフットスイッチ

お客様ご自身が機能を指定できるファンクションフットスイッチを搭載。プリアンプのチャンネル切り替

え、ディレイタイムの指定、ホールドディレイのオン／オフなどの機能に利用できます。

G7.1utの機能を十分に理解し、末永くご愛用いただくためにも、このマニュアルをよくお読みくださるよ
うお願いいたします。 
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マニュアルで使用する用語について

ここでは、マニュアルで使用するG7.1utの用語について説明します。

■ エフェクトモジュール
G7.1utのエフェクトは、下の図のように効果の異な
る複数の単体エフェクトを組み合わせたものと考える
ことができます。これらの1つ1つの単体エフェクトを
“エフェクトモジュール”と呼びます。G7.1utには、
コンプレッサー系モジュール（COMP）、アンプシミュ
レーター／ディストーション系モジュール（PRE -
AMP）、変調系モジュール（MOD ／EFX2）などのモ
ジュールに加え、ZNR（ズームノイズリダクション）
が内蔵されており、モジュールごとに効果のかかり具
合を調節したり、オン／オフを切り替えることができ
ます。なお、ZNR、PRE-AMP、EQ、CABINETの連
続した4つのモジュールは、仮想のプリアンプとして
動作し、パネル上のプリアンプセクションにあるノブ
やキーを使って操作できます。

■ エフェクトタイプ
多くのエフェクトモジュールでは、効果の種類を切り
替えることが可能です。この効果の種類を“エフェク
トタイプ”と呼びます。例えば、変調系（MOD/EFX2）
モジュールでは、コーラス、フランジャー、ピッチシ
フター、ディレイなどのエフェクトタイプの中から、
いずれか1つを選択して使用できます。

■ エフェクトパラメーター
すべてのエフェクトモジュールには、効果のかかり具
合を決定するさまざまな要素が含まれています。これ
らを“エフェクトパラメーター”と呼びます。パラメー
ターの値を調節するには、パネル上のパラメーターノ
ブ1～4を使用します。これらのノブを回すと、ちょ
うどコンパクトエフェクターのツマミを回したときと
同じように、音色や効果のかかり具合が変化します。

■ パッチ
G7.1utでは、“パッチ”と呼ばれる単位で、エフェクト
を呼び出したり保存したりします。パッチは、エフェ
クトモジュールごとのオン／オフ状態、使用するエ
フェクトタイプ、エフェクトパラメーターの設定値を
記憶したものです。その他、エクスプレッションペダ
ルの設定やパッチごとのテンポ設定などもパッチ単位
で保存されます。

■ バンクとグループ
パッチの保存場所は、読み出し専用のプリセットグ

ループ（A、b）と読み書き可能なユーザーグループ（U、
u）に分けられます。1つのグループには40のパッチ
が格納されているので、グループA、b、U、uを合わ
せて160パッチが利用できます。
G7.1utでは、パッチを4つ1組で呼び出し、パネル上
に並ぶ4つのフットスイッチで切り替えます。このよ
うに4つのパッチをひとまとめにしたものを“バンク”
と呼びます。1つのグループにつき10のバンクがあ
り、0～9の番号で区別します。

■ モード
G7.1utは、動作によって次のような“モード”に分
けられます。

●プレイモード
パ ッチを選んで演奏する基本のモード です。
G7.1utの電源を入れた直後は、必ずプレイモード
になります。

●マニュアルモード
演奏しながら、フットスイッチを使って特定のモ
ジュールのオン／オフを切り替えるモードです。

●エディットモード
パッチのエフェクトパラメーターなどをエディット
（編集）するモードです。

●ストアモード
編集後のパッチを保存したり、パッチの順番を入れ
替えたりするモードです。

●バイパスモード／ミュートモード
G7.1utをバイパス状態（エフェクトをオフ）また
はミュート状態（エフェクト音＋原音を消音）にす
るモードです。どちらのモードに入った場合も、
チューナー機能が利用できます。

グループU

ユーザーグループ

グループu グループA

プリセットグループ

グループb

BANK 9
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 1
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 9
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 1
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 9
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 1
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 9
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 1
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK 0
PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4
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各部の名称

フロントパネル

リアパネル

■ コントロールセクション ■ チューブセクション

■ プリアンプセクション

BANK [▼]／[▲]
フットスイッチ

[FUNCTION]（CH A/B）
フットスイッチ

エクスプレッションペダルフットスイッチ1～4

INPUT端子 POWERスイッチ
－10dBm/＋4dBm

スイッチ
AC IN端子

OUTPUT R端子
MIDI OUT端子

OUTPUT L/MONO端子

MIDI IN端子

PHONES端子
CONTROL IN端子

AUX IN端子

LEVELノブ
USB端子

各部の名称 

ZOOM G7.1ut
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■ コントロールセクション

■ チューブセクション

■ プリアンプセクション

[TYPE]ノブ

[AMP SELECT/SYSTEM]
キー

[EXIT]キー[BYPASS/TUNER]キー
[STORE/SWAP]キー[PAGE]キー

[BOOST]コントロール[TUBE]コントロール

[AMP TYPE]ノブ

[PRESENCE]ノブ

[LEVEL]ノブ
[BASS]ノブ

[MIDDLE]ノブ
[TREBLE]ノブ

[GAIN]ノブ

エフェクトモジュールキー

[PRE-AMP A/B]キー

[GROUP/BANK]
インジケーター

ディスプレイ

パラメーターノブ
1～4

[PEDAL SETTING]
キー
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ACアダプター

エクスプレッションペダル

ギター

ギター

－10dBm/
＋4dBmスイッチ

－10dBm/＋4dBmスイッチ

ギターアンプ

ヘッドフォーン

リズムマシン

MIDIインターフェース

パソコン
MTR

ギターアンプのリアパネルにあるパワーアンプ入力端子に接続
するときは“＋4dBm”に設定します。G7.1utは、現在接続して
いるアンプに合わせて特性を最適化できます（アンプセレクト機能）。
詳しくはP52をご参照ください。

モノラルのシールド
ケーブルを使って
ギターを接続します。 モノラルケーブルを使ってギターアンプを接続します。ギターアンプを1台

のみで使用するときは、OUTPUT L/MONO端子のみに接続します。

オプションのエクスプレッションペダル
（FP01/FP02）を接続します。

ステレオのY字ケーブルなどを使って、リズムマシン
（ZOOM RT-223など）やCD/MDプレイヤーを接
続します。AUX IN端子に入力された信号は、内蔵
エフェクトには送られず、未加工のままOUTPUT 
L/MONO端子とOUTPUT R端子から出力されま
す。また、この信号はUSB端子にも送られます。

G7.1utのパッチ切
り替えやペダル操作
をMIDIメッセージと
して送受信できます。

G7.1utのUSB端子とパソコンを接
続すれば、G7.1utをオーディオイン
ターフェースとして利用できます。

接続例①

接続例②　アンプのパワーアンプ入力端子に接続する場合

ギターアンプのフロントパネルにあるギター用の入力端子
に接続するときは“－10dBm”に設定します。

ギターアンプ（リアパネル）

接 続

次の例を参考にG7.1utの接続を行ってください。 

ZOOM G7.1ut
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電源を入れる

ここでは、G7.1utの電源を入れる手順について説明します。

1111.... 接続するギターアンプの電源が切れている

ことを確認してください。

このとき、ギターアンプのボリュームは絞りきっ

ておいてください。

2222.... ACアダプターをコンセントに差し込み、も

う一方のプラグをG7.1utのAC IN端子に
接続してください。

3333.... モノラルケーブルを使って、G7.1utの

INPUT端子とギターを接続してください。

4444.... モノラルケーブルを使って、G7.1utの

OUTPUT L/MONO端子またはOUTPUT
R端子に、ギターアンプを接続してくださ

い。 

HINT
ヘッドフォンを使ってモニターする場合は、
G7.1utのPHONES端子にヘッドフォンを接続し
てください。

5555.... G7.1ut→ギターアンプの順に電源を入れ

てください。 

NOTE
ギターアンプの電源が入っている状態でG7.1utの
電源を入れると、お客様の耳やスピーカーを痛め
るおそれがありますのでご注意ください。

6666.... ギターを鳴らしながら、ギターアンプ、ギ

ターのボリューム、G7.1utのリアパネルに

あるLEVELノブを調節して、最適な音量に
設定してください。 

HINT
G7.1utには、ご使用になるアンプの機種に合わせ
て特性を最適化する“アンプセレクト”と呼ばれ
る機能があります。必要ならば、最初にご使用に
なるときに、アンプの機種を指定しておくといい
でしょう（→P52）。

7777.... 電源を切る場合は、電源投入時と逆の手順

で操作してください。 

HINT
リアパネルにある－10dBm／＋4dBｍスイッ
チを－10dBmに合わせ、LEVELノブを最大に
したときに、G7.1utがユニティゲイン（入力と出
力が同じレベル）になります。

LEVELノブ

リアパネル
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クイックガイド1（プレイモード／マニュアルモードの操作）

ここでは、すぐに使ってみたいお客様のために、G7.1utの基本操作を説明します。

ÉBpmTp       BpmTp       
AmpDrive AmpDrive ™LVL100LVL100

U0U0

パッチを選ぶ（プレイモード）

HINT [TYPE]ノブを回して、グループ
／バンクを切り替えることもでき
ます。

NOTE
マニュアルモードでは、フットスイッチを使ったパッ
チ選択は行えません。ただし、[TYPE]ノブ（グルー
プ／バンクの選択）とパラメーターノブ1（パッチの
選択）は、プレイモードと同じように操作できます。
なお、パッチを切り替えると、マニュアルモードを抜
けてプレイモードに戻りますので、ご注意ください。

HINT

グループ名／バンク番号

【プレイモードの表示】

パッチ名

パッチレベル

電源を入れた直後は、パッチを選んで演奏するプレイモードになります。

マニュアルモードでは、フットスイッチ1～4を使って
モジュールのオン／オフを切り替えることができます。

足元でモジュールのオン／オフを
切り替える（マニュアルモード）

ファンクションフットスイッチの機能

・ パラメーターノブ1を回して、同じグルー
プ／バンク内でパッチを切り替えること
もできます。

・ パラメーターノブ2を回せば、パッチレベ
ル（パッチごとの出力レベル）が調節でき
ます。

1. パッチを選ぶには、フットスイッチ
　 1～4を踏んでください。

G7.1utがマニュアルモードになります。

1. プレイモードでBANK [▼]フットスイッチを
 1秒以上踏み続けてください。

2. 別のグループ／バンクのパッチ
 を呼び出すには、BANK [▼]／
 [▲]フットスイッチを踏んでグル
 ープ／バンクを選び、続いてフッ
 トスイッチ1～4を踏んでくださ
 い。

クイックガイド1（プレイモード／マニュアルモードの操作） 
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ÉBpmTp       
AmpDrive ™LVL100

U0 HINT [FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチを使って
A/Bチャンネルを切り替えることも可能です（→
P34）。

NOTE 変更したパッチの内容は、パッチを選び直したときに
失われます。変更したパッチを残しておきたい場合は、
保存をしてください（→P13）。

プリアンプを操作する 【プリアンプセクション】

プリアンプセクションを使
えば、2系統（A/B）のチャ
ンネルごとに歪みの種類
や深さ、およびEQを個別
に設定できます。

現在選ばれているチャンネルは、キーの点灯で確認で
きます。

1. プリアンプセクションの[PRE-AMP A/B]キーを
 使って、操作するチャンネルを選んでください。

2. オン／オフを切り替えたいモジュールに対応するフットスイッチを踏んでください。

手順1で選択したチャンネルの音色が変化します。

各ノブを操作すると、調節した要素（パラメーター）や設定
値がディスプレイに表示されます。プレイモード（またはマ
ニュアルモード）に戻りたいときは、[EXIT]キーを押して
ください。

2. プリアンプセクションのノブを回してください。

3. プレイモードに戻るには、BANK [▼]フットスイッチを踏んでください。

[PRESENCE]ノブ[LEVEL]ノブ

[BASS]ノブ

[MIDDLE]ノブ

[TREBLE]ノブ[GAIN]ノブ

PRE-AMP
モジュール
通過後のレベル

[AMP TYPE]ノブ
歪みの種類

歪みの深さ 低音域のブースト
／カット量

中音域のブースト
／カット量

高音域のブースト
／カット量

超高音域のブースト
／カット量

【各スイッチに対応するモジュール】

WAH/EFX1モジュール

PRE-AMPモジュール

MOD/EFX2モジュール

DELAYモジュール
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クイックガイド2（エディットモード／ストアモードの操作）

ここでは、呼び出したパッチを作り替える方法や、作り替えたパッチを保存する方法を説明します。

[TYPE]ノブ

パラメーターノブ1～4

¡Depth    =100 Depth    =100 é
MOD:ChorusMOD:Chorus

™STORE?åU0-1   é
NEWDrive £:PATCHU0

パッチをエディットする（エディットモード）

HINT
・ PRE-AMPモジュールのエフェクトタイプ（歪みの

タイプ）は、プリアンプセクションの[AMP TYPE]
ノブで変更します。

・ PRE-AMP／EQモジュールの主要なパラメータ
ーは、プレイモードと同じように、プリアンプセクシ
ョンのノブでエディットします。

NOTE
変更したパッチの内容は、パッチを選び直したとき
に失われます。変更したパッチを残しておきたい場
合は、保存をしてください。

NOTE

【エディットモードの表示】

モジュール名

パラメーター番号／パラメーター名

エフェクトタイプ名

パラメーターの値

PRE-AMP／EQのモジュールキーを押し
たときは、表示が異なります。詳しくは
P24をご参照ください。

1. エディットしたいモジュールに対応するエフェクトモジュールキーを押してください。

エディットモードに入ります。エフェ
クトモジュールキーを繰り返し押す
と、対応するモジュールのオン／オ
フが切り替わります。

2. [TYPE]ノブやパラメーターノブ1～4を回してください。

エフェクトタイプを変更します。

各種パラメーターを変更します（それぞれのノブに割り
当てられているパラメーターについては→P55～67）。

クイックガイド2（エディットモード／ストアモードの操作） 
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¡Depth    =100 é
MOD:Chorus

™STORE?STORE?åU0-1   U0-1   é
NEWDrive NEWDrive £:PATCH:PATCHU0U0

HINT ストアモードでは、保存操作の代わりに“入れ替え”を
行ったり、バンク単位で保存／入れ替えを行ったりす
ることも可能です（→P27～28）。

パッチを保存する（ストアモード）

この状態で、パッチ単位で保存を行うことができます。
他の表示になっているときは、パラメーターノブ2で
“STORE?”、パラメーターノブ3で“PATCH”を選択
してください。

1. プレイモード、マニュアルモード、エディットモードのいずれかのモードで、
 [STORE/SWAP]キーを押してください。

2. ディスプレイ右上に“PATCH”、左下に“STORE?”
 と表示されていることを確認してください。

NOTE ・ 保存先はユーザーパッチのみが指定できます。

・ ユーザーグループのパッチを選んでいたときは、そ
のパッチが初期設定の保存先となります。

・ プリセットグループのパッチを選んでいたときは、ユ
ーザーグループの先頭のパッチが初期設定の保存
先となります。

3. BANK [▼]／[▲]フットスイッチやフットスイッチ
 1～4を使って保存先のバンク／パッチを選んでく
 ださい。

HINT ユーザーグループのパッチは、簡単な操作で工場出荷
時の状態に戻すことが可能です（→P29）。

保存が実行され、プレイモードに戻ります。

4. もう一度[STORE/SWAP]キーを押してください。

保存先のグループ名／バンク番号 保存元のパッチ名

保存先のグループ名、バンク番号、パッチ番号

【ストアモードの表示】
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ÉBpmTp         BpmTp         é
NewDrive NewDrive ™LVL100LVL100A0A0

グループ名（A、b、U、u）

バンク番号（0～9）

パッチ名

Eマーク

A／bは読み出し専用のグループ（プリ
セットグループ）、U／uは読み書き可能
なグループ（ユーザーグループ）です。

現在表示されている項目の設定値が
元のパッチと異なる場合、“E”マーク
が表示されます。

パッチレベル
現在選ばれているパッチ固有の出力レ
ベル（2～100）が表示されます。

[PRE-AMP A/B]キー
プリアンプセクションのチャンネルA/Bのうち、現在選ばれて
いるチャンネルのキーが点灯します。

パッチレベルを操作するパラメーターノブの
番号を表わします。

ファンクションフットスイッチの機能

エフェクトモジュールキー
現在選ばれているパッチで有効なエフェクトモジュールに
対応するキーが赤く点灯します。

フットスイッチ1～4のLED
現在選ばれているパッチに対応するフットスイッチのLEDが点灯します。

ファンクションフットスイッチに割り当てられて
いる機能が表示されます（→P34）。

パッチを選んで演奏する（プレイモード）

G7.1utの電源を入れた直後は、本体のメモリーに保存されたパッチを選んで演奏できる状態（プレイモー

ド）になり、最後に操作していたパッチが呼び出されます。ここではプレイモードの操作方法について説明

します。

パネル上の表示
プレイモードでは、パネル上に次の情報が表示さ

れます。

パッチを選ぶ

ここでは、プレイモードでパッチを選ぶ方法を説

明します。

1111.... フットスイッチ1～4の中から、LEDが消

灯しているスイッチを踏んでください。

踏んだスイッチのLEDが点灯し、新しいパッチが

呼び出されたことを表します。

パッチを選んで演奏する（プレイモード） 
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HINT
・プレイモードでは、パラメーターノブ1を回して
パッチを選ぶことも可能です。

・LEDが点灯しているフットスイッチを踏むと、同
じパッチがもう一度呼び出されます。

2222.... 別のバンクのパッチに切り替えたいとき

は、BANK [▼]／[▲]フットスイッチを踏
んでバンクを切り替えてから、フットス

イッチ1～4を踏んでください。

例えば、BANK [▲]フットスイッチを繰り返し踏

むと、次のようにグループ／バンクが切り替わり

ます。 

HINT
プレイモードでは、[TYPE]ノブを回してバンク／
グループを切り替えることも可能です。 

NOTE
・BANK [▼]／[▲]フットスイッチでバンクを切
り替えるときは、スイッチを踏んですぐ放して
ください。

・BANK [▼]フットスイッチを1秒以上踏み続け
ると、G7.1utがマニュアルモードに切り替わり
ます（→P18）。

・BANK [▲]フットスイッチを1秒以上踏み続け
るとG7.1utがバイパス状態（エフェクトがオフ）
になり、さらに踏み続けるとミュート状態（原音
とエフェクト音が消音）になります（→P20）。

音色を調節する

プレイモードでは、パネル上のノブを使ってプリ

アンプセクションの主要パラメーター（歪みのタ

イプと深さ、EQのブースト／カット量など）やパッ

チレベルを調節できます。

1111.... プレイモードでパッチを選んでください。

2222.... [PRE-AMP A/B]キーのどちらか一方を

押し、プリアンプのチャンネルA/Bのうち
操作するチャンネルを選んでください。

G7.1utのプリアンプセクションでは、2系統（A/

B）のチャンネルを個別に設定しておき、[PRE-

AMP A/B]キー使って瞬時にチャンネルを切り替

えることができます。 

HINT
[FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチを使っ
てチャンネルA/Bを切り替えることも可能です（→
P34）。

3333.... 歪みの タイプを 変更する には、[AMP

TYPE]ノブを回してください。

[AMP TYPE]ノブは、歪みのタイプ（モデリング

の対象となるアンプやコンパクトエフェクター）を

選択するノブです。このノブを回すと、ディスプ

レイに新しいタイプ名が表示されます。 

HINT
・歪みのタイプを切り替えたときに、ディスプレ
イに“E”マークが表示され、[STORE/SWAP]

BANK [▼]／[▲]
フットスイッチ

フットスイッチ
1～4

A0 A1 A9 B0 B9

ユーザーグループ

プリセットグループ

FD Clean FD Clean é–œ–œµµé–œ–œµµ
PRE-AMP   PRE-AMP   œ–ø–––œ–ø–––

[AMP TYPE]ノブ タイプ名 Eマーク



パッチを選んで演奏する（プレイモード） 
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[PRESENCE]ノブ

[LEVEL]ノブ
[BASS]ノブ

[MIDDLE]ノブ

[TREBLE]ノブ
[GAIN]ノブ
歪みの深さ

PRE-AMPモジュール通過後のレベル
中音域のブースト／カット量

超高音域のブースト／
カット量

低音域のブースト／カット量

高音域のブースト／カット量

キーが点灯します。

・“E”マークは、現在表示されている項目の設定値
が、元のパッチと異なることを表しています。設
定値を元に戻すと消灯します。

・[STORE/SWAP]キーの点灯は、現在表示されて
いない項目も含め、元のパッチと設定値が異な
る項目があることを表しています。すべての項
目を元の設定に戻すと、消灯します。

4444.... プリアンプセクションに含まれるその他の

主要パラメーターを変更するには、下図の
各ノブを操作してください。

各ノブを回すと、対応するパラメーター名とその

値がディスプレイに表示されます。なお、[BASS]、

[MIDDLE]、[TREBLE]、[PRESENCE]の各ノブ

を操作すると、その帯域のブースト／カット量が

ディスプレイ右側のグラフに反映されます。 

HINT
手順3 または4 の操作を行うと、G7.1ut がエ
ディットモードに切り替わります。プレイモード
に戻るには、[EXI T] キーを押してください（エ
ディットモードについて詳しくはP23をご参照く
ださい）。

5555.... パッチ全体の音量レベル（パッチレベル）を

調節するには、プレイモードの画面でパラ

メーターノブ2を回してください。

パッチレベルはパッチごとの出力レベルを調節す

るパラメーターです。2～100の範囲で調節でき

ます。80に設定したときに、ユニティゲイン（増

減なし）になります。 

NOTE
変更したパッチの内容は、パッチを選び直したと
きに失われます。必要ならば、変更したパッチを
保存してください（→P27）。

エナジャイザーを利用する

G7.1utには、アナログの出力信号を真空管で加工

するエナジャイザーが搭載されています。

エナジャイザーを使えば、バンド全体の演奏に埋

もれてしまうギターの音を際立たせたり、サウン

ドに真空管特有の歪みを加えたりできます。 

HINT
・エナジャイザーはすべてのモードで有効です。

・エナジャイザーの設定は、パッチには保存され
ません。

エナジャイザーの操作には、パネル上のチューブ

セクションにあるコントロールを使用します。そ

れぞれのコントロールの機能は、次の通りです。

-12dB    -12dB    é–œ–œµµ–œ–œµµ
Presence  Presence  œ–ø–––œ–ø–––

操作中のパラメーター名

パラメーターの値
各帯域のブースト／カット量を
表すグラフ

パッチを選んで演奏する（プレイモード） 
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●[TUBE]コントロール
真空管独自の歪みを加えて、ギターの音を際立

たせるコントロールです。

左に回しきった状態では効果がなく、右に回す

のにしたがって真空管回路のゲインが上がって

いき、真空管特有の音圧と暖かみを備えたクラ

ンチサウンドやドライブサウンドが得られます。

通常[TUBE]コントロールは、歪みが耳につかな

い範囲に設定することをお勧めします。しかし、

コントロールを高めに設定して、意図的に真空

管の歪みを強調することも可能です。

●[BOOST]コントロール
特定の音域をブーストして、音に張りを与える

コントロールです。左に回しきった状態では効

果がなく、右に回すのにしたがって低音域と

2kHz周辺がブーストされます。小型のギターア

ンプや特性のフラットなオーディオシステムで

も、迫力のあるサウンドが得られます。

[BOOST]コントロールは、小型のギターアンプ

や特性のフラットなオーディオシステムで迫力

を出したいときや、バンドの中で埋もれてしま

うギターサウンドを前に出したいときに使用す

ることをお勧めします。 

NOTE
・[TUBE]コントロールによる歪みの深さは、ご使
用になるギターやピックアップの種類に応じて
異なります。

・両方のツマミを右に回しきった場合、音量が上
がり、歪みやすくなりますので、ご注意ください。

[BOOST]
コントロール

[TUBE]
コントロール
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ÉBpmTp         BpmTp         é
NewDrive NewDrive ™LVL100LVL100

パッチレベル
現在選ばれているパッチの出
力レベルが表示されます。

[PRE-AMP A/B]キー
プリアンプセクションのチャンネルA/Bのうち、
有効なチャンネルのキーが点灯します。

エフェクトモジュールキー
現在選ばれているパッチで、オンになっているエフェ
クトモジュールに対応するキーが赤く点灯します。

フットスイッチ1～4のLED
各フットスイッチに対応するモジュールがオンのときに、これらのLEDが点灯します。

BANK [▼]フットスイッチのLED
G7.1utがマニュアルモードのときは常に点灯します。マニュアルモードでこのフッ
トスイッチを踏むと、プレイモードに戻ります。

Eマーク
現在表示されている項目
の設定値が元のパッチと
異なる場合、“E”マークが
表示されます。

ファンクションフットスイッチ
の機能

パッチレベルを操作す
るパラメーターノブの
番号を表わします。

ファンクションフットスイッチに割
り当てられている機能が表示さ
れます（→P34）。

足元でモジュールのオン／オフを切り替える（マニュアルモード）

“マニュアルモード”とは、フットスイッチ1～4を使って、パッチに含まれる主要なモジュールのオン／オ

フを個別に切り替えるモードです。このモードでは、コンパクトエフェクターを操作するような感覚で、演

奏中に単体エフェクトのオン／オフを足元で切り替えることができます。

1111.... プレイモードでパッチを選んでください。

2222.... BANK [▼]フットスイッチを踏み、そのま

ま1秒以上踏み続けてください。

BANK [▼]フットスイッチのLED が点灯し、

G7.1utがマニュアルモードに切り替わります。

マニュアルモードでは、パネル上に次の情報が表

示されます（下図参照）。 

NOTE
マニュアルモードでは、フットスイッチを使った
パッチ選択は行えません。ただし、[TYPE]ノブ
（グループ／バンクの選択）とパラメーターノブ1
（パッチの選択）は、プレイモードと同じように
操作できます。なお、パッチを切り替えると、マ
ニュアルモードを抜けてプレイモードに戻ります
ので、ご注意ください。

3333.... モジュールのオン／オフを切り替えるに

1秒以上踏み続ける

足元でモジュールのオン／オフを切り替える（マニュアルモード） 
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は、そのモジュールに対応するフットスイ
ッチを踏んでください。

マニュアルモードでは、フットスイッチ1～4を

使って、主要なエフェクトモジュールのオン／オ

フを切り替えます。各スイッチに対応するモジュー

ルは、次の通りです。 

HINT
・モジュールのオン／オフを切り替えたときに、
[STORE/SWAP]キーが点灯します。

・マニュアルモードでは、プレイモードと同じよ
うに、パネル上のノブを使ってプリアンプのパ
ラメーター、パッチレベル、チューブエナジャイ
ザーを調節できます。操作方法は、プレイモード
の「音色を調節する」（→P15）をご参照ください。

・マニュアルモードから、パッチを作り変えるエ
ディットモードに入ることも可能です（エディッ
トモードについて詳しくはP23をご参照くださ
い）。

4444.... プレイモードに戻るには、BANK [▼]フッ

トスイッチを踏んでください。 

NOTE
プレイモードに戻りパッチを選び直すと、変更内
容はすべて失われます。マニュアルモードで行っ
た変更を残しておきたい場合は、パッチを保存し
てください（→P27）。

フットスイッチ1
WAH/EFX1
モジュール

フットスイッチ2
PRE-AMPモジュール

フットスイッチ3
MOD/EFX2
モジュール

フットスイッチ4
DELAYモジュール



 

ZOOM G7.1ut

 

20

チューナー機能を使う（バイパス／ミュートモード）

G7.1utには、標準的なクロマチックチューナーに加え、変則チューニングにも対応したチューナー機能が

内蔵されています。ここでは、チューナー機能の操作方法を説明します。

クロマチックチューナーを使う

ここではクロマチックチューナーを使う方法につ

いて説明します。

1111.... プレイモード、マニュアルモード、エディッ

トモードのいずれかのモードで、BANK

[▲]フットスイッチをしばらく踏み続けて
ください。

チューナー機能を利用するには、G7.1utをバイパ

スモード（エフェクトをオフ）またはミュートモー

ド（エフェクト音＋原音を消音）に切り替えます。

● バイパスモードに切り替えるには

BANK [▲]フットスイッチを約1秒踏み続けて、
ディスプレイに“BYPASS”と表示させます。

この状態で足を放すと、G7.1utがバイパスモー

ドになります。 

HINT
[BYPASS/TUNER]キーを押して、バイパスモー
ドに切り替えることも可能です。

● ミュートモードに切り替えるには

BANK [▲ ]フットスイッチを踏み、表示

が“BYPASS”から“MUTE”に変わるまで踏

み続けます。この状態で足を放すと、G7.1utが

ミュートモードになります。

“BYPASS”または“MUTE”が表示された後は、

自動的にチューニングを行う画面に切り替わりま

す。 

NOTE
[BYPASS/TUNER]キーを押し続けて、ミュート
モードに切り替えることも可能です。 

HINT
・内蔵エクスプレッションペダルは、バイパスモー
ドではボリュームペダルとして動作します
（ミュートモードでは無効です）。

・パラメーターノブ2を回せば、クロマチックチュ
ーナー以外のチューナータイプが選択できます。
他のチューナータイプについては、次の項目を
ご参照ください。

・ディスプレイに表示される白ヌキ数字のマーク
は、対応する番号のパラメーターノブで調節可
能な項目であることを表わしています。

2222.... チューニングを合わせたい弦を開放弦で弾

いてください。

[GROUP/BANK]インジケーターに最寄りの音名

が表示されます。

  BYPASS  BYPASS

“BYPASS”が表示されたら
フットスイッチから足を放す

   MUTE   MUTE

“MUTE”が表示されるまでBANK [▲]
フットスイッチを踏み続ける

   >   >˙<
™CHROMATC CHROMATC £440Hz440Hz

チューナータイプ 基準ピッチ

チューナー機能を使う（バイパス／ミュートモード） 
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また、ディスプレイ下段の“> <”の記号で、表示

された音名に対するピッチのずれを確認できます。

3333.... 音名とピッチのずれを確認しながら、弦の

チューニングを合わせてください。 

HINT
最初に希望する音名が表示されるように大まかに
チューニングしてから、次にディスプレイの下段
を見ながら正確なピッチに合わせるといいでしょ
う。

4444.... チューナーの基準ピッチを変更するには、

パラメーターノブ3を回してください。

電源を入れた直後は、チューナーの基準ピッチは

“440Hz”（中央A＝440Hz）に設定されています。

パラメーターノブ3を回すと、中央A＝435～

445Hzの範囲を1Hz単位で調節できます。 

HINT
基準ピッチの設定は、電源を入れ直すと440Hzに
リセットされます。

5555.... チューニングが終わったら、BANK [▼]／

[▲]フットスイッチを踏んでください。

以前のモードに戻ります（以前のモードがエディッ

トモードだった場合は、プレイモードに戻ります）。 

HINT
[BYPASS/TUNER]キーまたは[EXIT]キーを押
すか、フットスイッチ1～4のいずれかを踏んで、
バイパス／ミュートモードから抜け出ることも可
能です。

E 音名

A♭

A

B♭

B

C

D♭

音名 [GROUP/BANK]
インジケーター 音名 [GROUP/BANK]

インジケーター

AbB
A
BB
B
C
DB

D

E♭

E

F

G♭

G

D
EB
E
F
GB
G

   >   >˙<
™CHROMATC CHROMATC £440Hz440Hz

>   >   ˙

 >   >  ˙

  >   > ˙

   >   >˙

   >   >˙<

        ˙<

        ˙ < <

        ˙  <  <

        ˙   <   <

低いピッチ

正確なピッチ

高いピッチ

   >   >˙<
™CHROMATC CHROMATC £442Hz442Hz



チューナー機能を使う（バイパス／ミュートモード） 
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弦番号

STR1

STR2

STR3

STR4

STR5

STR6

STR7

チューナータイプ GUITAR   BASS   OPEN A   OPEN G   OPEN E   OPEN D   DADGAD

G
D
A
E
B

E
B
G
D
A
E
B

E
DB
A
E
A
E

D
A
GB
D
A
D

E
B
AB
E
B
E

D
B
G
D
G
D

D
A
G
D
A
D

その他のチューナータイプを使う

G7.1utでは、クロマチックチューナー以外にも、

ギター／ベース用の標準チューニングやオープン

チューニングなどの特殊チューニングに対応した

チューナータイプが利用できます。ここでは、そ

の他のチューナータイプの使用方法を説明します。

1111....「クロマチックチューナーを使う」の手順 1

を参考に、G7.1ut をバイパス（または
ミュート）モードに切り替えてください。

ディスプレイがチューニングを行う画面に切り替

わります。

2222.... パラメーターノブ 2 を回して、チューナー

タイプを選んでください。

利用可能なチューナータイプと各弦に対応する音

名は、下の表の通りです。

例えば、チューナータイプとして“OPEN A”を

選んだ場合、[GROUP/BANK]インジケーターと

ディスプレイの表示は次のようになります。

3333.... 必要ならば、パラメーターノブ3を回し、チ

ューナーの基準ピッチを変更してくださ

い。

中央A＝435～445Hzの範囲を1Hz単位で調節

できます。

なお、チューナータイプとして“GUITAR”また

は“BASS”が選ばれているときは、“435”の表

示からさらにパラメーターノブ3 を左に回すと、

“♭”（半音下げ）、“♭♭”（2半音下げ）、“♭♭♭”

（3半音下げ）も選択できます。 

HINT
基準ピッチの設定は、電源を入れ直すと440Hzに
リセットされます。

4444.... 表示された弦番号に対応する弦を開放弦で

弾き、ピッチを調節してください。

5555.... パラメーターノブ 4 を回して、弦番号を切

り替えてください。

6666.... 同じ要領で他の弦もチューニングを変更し

てください。

7777.... チューニングが終わったら、BANK [▼]／

[▲]フットスイッチを踏んでください。

元のモードに戻ります。ただし、元のモードがエ

ディットモードだった場合は、プレイモードに戻

ります。 

HINT
チューナータイプの設定は、電源を入れなおすと
初期状態（クロマチックチューナー）にリセット
されます。

   >   >˙<    <    ¢Str2Str2
™OPEN A   OPEN A   £440Hz440HzDB

選択されている弦の正しい音名 弦番号

基準ピッチチューナータイプ

   >   >˙<    <    ¢Str1Str1
™GUITAR   GUITAR   £

半音～3半音下げチューニングも可能
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A Channel

B Channel

プリアンプセクション

INPUT
EQPRE-AMPZNR

EQPRE-AMPZNRCOMP WAH/EFX1 MOD/EFX2CABINET DELAY REVERB

【パッチの構成】

パッチを作り替える（エディットモード）

ここでは、エフェクトモジュールごとに効果の種類や効果の深さなどを編集（エディット）するエディット

モードの操作方法について説明します。

パッチの構成について

G7.1utは、下図（パッチの構成）のように複数の

単体エフェクト（エフェクトモジュール）から構

成されています。これらのモジュールの組み合わ

せや、モジュールごとの設定内容を保存したもの

がパッチです。

ほとんどのモジュールには、効果の異なる複数の

エフェクト（これを“エフェクトタイプ”と呼び

ます）が含まれており、モジュールごとにいずれ

か1つのエフェクトタイプを選んで使用します。例

えば、MOD/EFX2モジュールでは、CHORUS

（コーラス）、PITCH SHIFTER（ピッチシフター）、

DELAY（ディレイ）などのエフェクトタイプから

1つを選べます。

パッチの音色を決定する要素を“エフェクトパラ

メーター”と呼びます。エフェクトタイプごとに

固有のエフェクトパラメーターがあり、パネル上
のノブを使ってエディットできます（同じモジュー

ルでも、エフェクトタイプが異なれば、操作可能

なエフェクトパラメーターも変わります）。

なお、下記のモジュールの中で、ZNR、PRE-AMP、

EQ、CABINETの連続した4つのモジュールは、仮

想のプリアンプセクションとして利用できます。

これら4つのモジュールは、用途に応じてWAH/

EFX1モジュールの直後、またはDELAYモジュー

ルの直後に挿入できます（→P52）。また、ZNR、

PRE-AMP、EQの各モジュールについては、プリ

アンプセクションの2つのチャンネル（A/B）ごと

に異なる値に設定できます。

エディットモードの基本操作

ここでは、パッチをエディットするときの代表的

な手順を説明します。モジュールごとのエフェク

トタイプやパラメーターについての詳細は、P54

～67の「エフェクトタイプとパラメーター」をご

参照ください。

1111.... エディットしたいパッチを選択してくださ

い。

プリセットグループ（A／b）またはユーザーグルー

プ（U ／u）のどちらのパッチでも同じようにエ

ディットできます。ただし、プリセットパッチを

エディットした場合は、ユーザーグループのみに

保存できます（→P27）。

2222.... プレイモードまたはマニュアルモードでエ

フェクトモジュールキー（次ページ上図参
照）を押して、操作するモジュールを選ん

でください。

G7.1utがエディットモードに切り替わり、ディス

プレイが次のように変化します。 

HINT
・どの画面でも、白ヌキの数字は、その番号のパラ

¡Depth    =100 Depth    =100 
MOD:ChorusMOD:Chorus

エフェクトタイプ名

【PRE-AMP／EQ以外のモジュール】

現在選ばれているパラメーターと
その設定値

パラメーター番号

モジュール名



パッチを作り替える（エディットモード） 
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メーターノブを使ってパラメーターを調節可能
であることを表わしています。

・現在選ばれているパッチでオンになっているモ
ジュールは、対応するエフェクトモジュールキー
が赤色に点灯します（オフのモジュールキーは
消灯します）。キーを押してモジュールを選ぶと、
そのキーは橙色に点灯します（オフのモジュー
ルキーは緑色に点灯します）。 

NOTE
・プレイモードからエディットモードに入った場
合、引き続きフットスイッチ1～4を使ってパッ
チの切り替えが行えます。ただし、エディット中
にパッチを切り替えると、変更内容が失われま
すのでご注意ください。

・マニュアルモードからエディットモードに入っ
た場合、フットスイッチ1～4を使って特定のモ
ジュールのオン／オフを切り替えることができ
ます。

3333.... 選択したモジュールのオン／オフを切り替

えるには、もう一度同じモジュールキーを

押してください。

モジュールがオフのときは、ディスプレイに

“Module Off”と表示されます。この状態でもう

一度同じキーを押せば、オンに切り替わります。 

HINT
・モジュールのオン／オフ、エフェクトタイプの
選択、パラメーターの設定値などを1カ所でも変
更すると、[STORE/SWAP]キーが点灯し、その
項目の右側に“E”のマークが表示されます。

・“E”のマークは、その項目を最後に保存した状
態に戻すと消えます。ただし、変更された項目が
1カ所でも残っている間、[STORE/SWAP]キー
は点灯し続けます。 

NOTE
PRE-AMP、ZNR、EQの各モジュールは、プリア
ンプセクションの2つのチャンネル（A/B）ごとに
オン／オフを設定できます。

4444.... 選択したモジュールをエディットするに

は、次のように操作してください。

【PRE-AMP／EQ以外のモジュールの場合】

必要に応じて[TYPE]ノブでエフェクトタイプを切

り替え（複数のエフェクトタイプを含むモジュー

ルの場合）、パラメーターノブ1～4を回して、そ

のエフェクトタイプのパラメーターを調節します。

パラメーターノブ1～4に割り当てられるパラメー

ターの種類は、モジュール／エフェクトタイプご

とに異なります（→P54～67）。

パラメーターノブを回すと、表示が次のように変

わります。

FD Clean FD Clean é–œ–œ–œ–œµµµµ
PRE-AMP   PRE-AMP   œ–øœ–ø––––––

エフェクトタイプ名 EQのおおまかな
特性を表すグラフ

【PRE-AMPモジュール】

【EQモジュール】

Off       Off       ––––––––––––
Equalizer Equalizer ––––––––––––

[TYPE]ノブ パラメーターノブ1～4

  

エフェクトモジュールキー

[COMP]キー

[WAH/EFX1]キー

[ZNR]キー

[PRE-AMP]キー

[EQ]キー

[CABINET]キー

[MOD/EFX2]キー

[TOTAL/FUNCTION]キー[DELAY]キー

[REVERB]キー

パッチを作り替える（エディットモード） 
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[PRE-AMP A/B]キー

プリアンプセクションを使ってPRE-AMP／EQモジュールをエディットする

プリアンプセクションの2チャンネル（A/B）のうち、操作するチャンネルを選びます。

[AMP TYPE]ノブ
PRE-AMPモジュールの歪
みのタイプを選択します。

[PRESENCE]ノブ
EQモジュールの超高音
域のブースト／カット量
を調節します。

[GAIN]ノブ
PRE-AMPモジュールのゲイン
（歪みの深さ）を調節します。

[LEVEL]ノブ
PRE-AMPモジュール通過
後のレベルを調節します。

[BASS]ノブ
EQモジュールの低
音域のブースト／カ
ット量を調節します。

[TREBLE]ノブ
EQモジュールの高音
域のブースト／カット
量を調節します。

[MIDDLE]ノブ
EQモジュールの中音域のブースト／
カット量を調節します。

 

HINT
・エフェクトタイプが1種類しかないエフェクトモ
ジュール（EQモジュール、CABINETモジュー
ルなど）では、タイプの変更が行えません。

【PRE-AMP／EQモジュールの場合】

PRE-AMPまたはEQモジュールの主要パラメー

ターは、現在選ばれているモジュールとは無関係

に、プリアンプセクションのノブとキーを使って

いつでも操作できます。各ノブやキーの機能は、下

図-1の通りです。

また、エフェクトモジュールキーの[PRE-AMP]／

[EQ]が選ばれているときは、パラメーターノブ1

～4を使って、PRE-AMP／EQモジュールのその

他のパラメーターを操作できます。この場合の各

ノブの機能は、下図-2の通りです。 

HINT
・プリアンプセクションで PRE-AMP のパラメー
ターを操作すると、自動的にPRE-AMPモジュー
ルが選択され、[PRE-AMP]キーが橙色に点灯し
ます。また、EQのパラメーターを操作すると、自
動的にEQモジュールが選択され、[EQ]キーが橙
色に点灯します。

・PRE-AMP、ZNR、EQの各モジュールは、プリ
アンプセクションの2つのチャンネル（A/B）ご
とにパラメーターを設定できます。先に操作す
るチャンネルを選択してください。

¡¡Depth    = 80 Depth    = 80 é
MOD:ChorusMOD:Chorus

操作したパラメーターノブ
の番号とパラメーターの名称

パラメーターの値

   

パラメーターノブ1～4を使ってPRE-AMP／EQモジュールをエディットする

TONEパラメーター
PRE-AMPモジュールの
音質を調節します。

HARMONICSパラメーター
EQモジュールの倍音域を調節し
ます。

PRE-AMP CHAINパラメーター
プリアンプセクションの挿入位置を決定します。

LO-MIDパラメーター
EQモジュールの中低音域を調節します。

図-1

図-2
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5555.... 手順2～4を繰り返して、その他のモジュー

ルも同じようにエディットしてください。

6666.... エディットが終わったら[EXIT]キーを押し

てください。

元のモードに戻ります。 

NOTE
・エディットした内容は、パッチを切り替えたと
きに失われます。必要ならば、変更したパッチを
保存してください（→P27）。

・パッチレベル（それぞれのパッチ固有の出力レ
ベル）は、エディットモードでは変更できません。
プレイモードまたはマニュアルモードで操作し
てください。 

HINT
・プレイモードからエディットモードに入った場
合は、BANK [▼]／[▲]フットスイッチやフット
スイッチ1～4を踏んでプレイモードに戻ること
も可能です。この場合、同時にバンク／パッチが
切り替わります。

・マニュアルモードからエディットモードに入っ
た場合は、BANK [▼]フットスイッチを押して
エディットモードから抜け出ると、マニュアル
モードに戻ります。

パッチ名を変更する

エディットしたパッチの名前は必要に応じて変更

できます。ここでは、パッチの名前を変更する方

法を説明します。

1111.... プレイモード、マニュアルモード、エディッ

トモードのいずれかのモードで、エフェク

ト モジ ュ ー ル キ ー の [ T O T A L /
FUNCTION]キーを押してください。

2222.... [TYPE] ノブを回して、ディスプレイ下段

にパッチ名を表示させてください。

パッチ名の1文字目に黒い四角と文字が交互に表

示されます。

3333.... パラメーターノブ 4 を回して変更したい文

字を選び、パラメーターノブ1～3を使って

文字を選択してください。

パラメーターノブ1～3で選択可能な文字は、次の

通りです。

パラメーターノブ1（数字）：0～9

パラメーターノブ2（英字）：A～Z、a～z

パラメーターノブ3（記号）：（スペース）! " #＄

% & ' ( ) ＊+ , - . / : ; < > = ? @ [ ] ^ _ ` { } ｜¥

← →

4444.... 手順3を繰り返してパッチ名を変更したら、

[EXIT]キーを押してください。

NAME:[NAME:[±ewDrive]ewDrive]
¡:0 :0 ™:A :A £:@ :@ ¢:çåçå

変更可能な文字は ± と文字が交互に表示される
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パッチ／バンクを保存する（ストアモード）

ここでは、ストアモードの操作方法について説明します。ストアモードでは、エディットしたパッチを本体

のメモリーに保存したり、ユーザーグループのパッチ同士を入れ替えたりできます。必要ならばバンク単位

で保存／入れ替えを行ったり、ユーザーグループのパッチを工場出荷時の状態に戻したりすることも可能

です。

パッチを保存する／入れ替える

ここではパッチ単位の保存／入れ替え方法につい

て説明します。

1111.... プレイモード、マニュアルモード、エディッ

トモードのいずれかのモードで、[STORE/

SWAP]キーを押してください。

G7.1utが保存待機状態となり、現在のパッチが保

存／入れ替え元として選ばれます。

[GROUP/BANK]インジケーターには保存／入れ

替え先のグループ名／バンク番号が表示されます。 

HINT
・工場出荷時には、ユーザーグループ（U／u）に
プリセットグループ（A／b）と同じパッチが保
存されています。

・パッチがエディットされているときは、その状
態のまま保存／入れ替えが実行されます。

・プ リセット グループ のパッチ を選択し て
[STORE/SWAP]キーを押すと、ユーザーグルー
プの先頭のパッチが自動的に保存先として選ば
れます。

2222.... パッチ単位で保存／入れ替えを行うには、

パラメーターノブ3を回して、ディスプレ
イ右上に“PATCH”を表示させてください。 

NOTE
“BANK”が表示されていると、以降の操作がすべ
てバンク単位となりますのでご注意ください。

3333.... パラメーターノブ2を回して、“STORE?”

（保存）または“SWAP?”（入れ替え）のい
ずれかの操作を選んでください。

“STORE?”を選んだときは、現在のパッチを任意

のユーザーパッチに保存できます。

“SWAP?”を選んだときは、現在のユーザーパッ

チを任意のユーザーパッチと入れ替えることがで

きます。 

NOTE
元 のパッ チがプ リセ ットグ ループ のと き、
“SWAP?”は表示されません。

4444.... [TYPE]ノブまたはBANK [▼]／[▲]フッ

トスイッチを使って、保存／入れ替え先と

なるグループ名／バンク番号を選んでくだ
さい。

™™STORE?STORE?åU0-1   U0-1   é
NEWDrive NEWDrive £:PATCH:PATCHU0

保存／入れ替え先の
グループ名／バンク番号

保存／入れ替え先のグルー
プ名、バンク番号、パッチ番号

保存／入れ替え元のパッチ名

パッチがエディットされていることを示します。

™STORE?STORE?åU0-1   U0-1   é
NEWDrive NEWDrive £:PATCH:PATCH

™STORE?STORE?åU0-1   U0-1   é
NEWDrive NEWDrive £:PATCH:PATCH
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5555.... パラメーターノブ1、またはフットスイッチ

1 ～ 4 を使って保存／入れ替え先となる
パッチ番号を選んでください。

6666.... もう一度[STORE/SWAP]キーを押してく

ださい。

保存／入れ替えが実行され、保存先／入れ替え先

のパッチが選ばれた状態で、プレイモードまたは

マニュアルモードに戻ります。

[STORE/SWAP]キーの代わりに[EXIT]キーを押

すと、保存／入れ替え操作が取り消され、元のモー

ドに戻ります。 

NOTE
エナジャイザーの設定は、パッチに保存されませ
ん。

バンクを保存する／入れ替える

ここではバンク単位の保存／入れ替え方法につい

て説明します。

1111.... プレイモード、マニュアルモード、エディッ

トモードのいずれかのモードで、[STORE/
SWAP]キーを押してください。

G7.1utが保存待機状態となり、現在のバンクが保

存／入れ替え元として選ばれます。

2222.... バンク単位で保存／入れ替えを行うには、

パラメーターノブ3を回して、ディスプレ
イ右上に“BANK”と表示させてください。

3333.... パラメーターノブ2を回して、“STORE?”

または“SWAP?”のいずれかの操作を選

んでください。

“STORE?”を選択したときは、現在のバンク全体

を任意のユーザーバンクに保存できます。

“SWAP?”を選択したときは、現在のユーザーバ

ンク全体をもう一方のユーザーバンクと入れ替え

できます。 

NOTE
元のバンクがプリセットグループだった場合、
“SWAP?”は表示されません。

4444.... [TYPE]ノブまたはBANK [▼]／[▲]フッ

トスイッチを使って、保存／入れ替え先と

なるバンクを選んでください。

5555.... もう一度[STORE/SWAP]キーを押してく

ださい。

保存／入れ替えが実行され、保存先／入れ替え先

のバンクが選ばれた状態で、プレイモードまたは

マニュアルモードに戻ります。

[STORE/SWAP]キーの代わりに[EXIT]キーを押

すと、保存／入れ替え操作が取り消され、元のモー
ドに戻ります。

または BANK [▼]／[▲]フットスイッチ

または
フットスイッチ1～4

™™STORE?STORE?åU1    U1    é
BANK U0  BANK U0  £:BANK:BANKU1

保存／入れ替え先のグループ名、
バンク番号

保存／入れ替え元のグループ名、
バンク番号

保存／入れ替え先の
グループ名／
バンク番号

パッチ／バンクを保存する（ストアモード） 
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工場出荷時のパッチに戻す

ユーザーグループのパッチは、他のパッチを上書

きした後からでも、すべて工場出荷時の状態に戻

せます。

1111.... [STORE/SWAP]キーを押しながら電源を

入れてください。

ディスプレイに“All Initialize?”と表示されます。

2222.... もう一度[STORE/SWAP]キーを押してく

ださい。

すべてのパッチが工場出荷時の状態に戻り、プレ

イモードに切り替わります。なお、手順2を実行す

る前に[EXIT]キーを押せば、操作を取り消せます。

All Initialize?All Initialize?
Y:STORE N:EXITY:STORE N:EXIT
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エクスプレッションペダルを使う

ここでは、内蔵／外付けのエクスプレッションペダルの操作について説明します。

内蔵エクスプレッションペダルに
ついて

G7.1utに標準装備されたエクスプレッションペダ

ルを使えば、特定のエフェクトパラメーターをリ

アルタイムにコントロールできます。

内蔵エクスプレッションペダルのコントロール先

は4系統（PDL1～PDL4）あり、最大4種類のパ

ラメーターを同時に変化させることが可能です。

例えば次の図のように設定すれば、異なる4つのモ

ジュールのパラメーターを同時に操作できます。 

HINT
・エクスプレッションペダルによるパラメーター
の可変範囲は、コントロール先ごとに指定でき
ます。

・内蔵エクスプレッションペダルは、バイパスモー
ドではボリュームペダルとして動作します
（ミュートモードでは無効です）。

内蔵エクスプレッションペダルに
コントロール先を割り当てる

ここでは、内蔵エクスプレッションペダルにコン

トロール先を割り当てる方法を説明します。

1111.... プレイモードでパッチを選んでください。 

HINT
内蔵エクスプレッションペダルでコントロールす
るパラメーターの種類や可変範囲は、パッチごと
に設定できます。

2222.... [PEDAL SETTING]キーを押してくだ

さい。

ディスプレイが次のように変化します。 

HINT
エクスプレッションペダルの設定は、そのパッチ
のTOTAL/FUNCTIONモジュールに含まれていま
す。エフェクトモジュールキーの [ TO TA L/
FUNCTION]キーを押し、[TYPE]ノブを回して、
この画面を表示させることも可能です。

3333.... [TYPE] ノブを回して、4つのコントロー

ル先（PDL1～PDL4）の中から1つを選

んでください。

エクスプレッション
ペダル

PRE-AMPモジュール

コントロール先のパラメーター

●PDL1

●PDL2

●PDL3

●PDL4

MOD/EFX2モジュール

DELAYモジュール

REVERBモジュール

Gain

Rate

Feed Back

Mix

WAH:AutoWahWAH:AutoWah
¡PDL1=ResonancePDL1=Resonance

モジュール名 エフェクトタイプ名

コントロール先の区分
（PDL1～PDL4）

コントロール先の
パラメーター名

エクスプレッションペダルを使う 
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PDL1～PDL4の操作方法は、すべて共通です。

4444.... パラメーターノブ1を回して、コントロール

先となるパラメーターを選んでください。

パラメーターノブ1を回すのにしたがって、エフェ

クトパラメーター、エフェクトタイプ、エフェク

トモジュールが変化していきます。 

HINT
・コントロール先に指定できるパラメーターの種
類については「エフェクトタイプとパラメー
ター」（→P54～67）をご参照ください。

・コントロール先をVolumeに設定すれば、内蔵エ
クスプレッションペダルをボリュームペダルと
して利用できます。

・“NOTAssign”と表示させると、そのコントロー
ル先は無効となります。エクスプレッションペ
ダルを完全に無効にしたいときは、すべてのコ
ントロール先を“NOTAssign”に設定してくだ
さい。 

NOTE
“NOTAssign”を選ぶと、手順5、6の設定が行え
なくなりますので、ご注意ください。

5555.... コントロールするパラメーターの可変範囲

を設定するには、パラメーターノブ2（最小
値）とパラメーターノブ3（最大値）を調節

してください。

パラメーターノブ2／3を操作すると、ペダルを踏

み上げたとき（最小値）と踏み込んだとき（最大

値）に、パラメーターがどのように変化するかを

設定できます。

ディスプレイは次のように変化します。 

HINT
・設定できる値の範囲は、手順4で選んだパラメー
ターに応じて異なります。

・“min”を“MAX”より大きな値にすることも可能
です。この場合ペダルを踏み込んだときに効果
が最小になり、ペダルを踏み上げたときに効果
が最大になります。

6666.... 内蔵エクスプレッションペダルを使って、

そのモジュールのオン／オフを切り替えた
いときは、パラメーターノブ4を回して

“Enable”を選んでください。

G7.1utの内蔵エクスプレッションペダルは、踏み

込み式スイッチとしても利用できます。この機能

が有効なときは、ペダルが止まるまで踏み込んだ

後、さらに深く踏み下げることで、選択したパラ

メーターを含むモジュールのオン／オフが切り替

わります。

パラメーターノブ4を回すと、ディスプレイが次の

ように変化します。 

HINT
上記の画面で“Disable”を選べば、モジュール
のオン／オフ機能は無効となります。

™min=50min=50
PDL   :Target1 PDL   :Target1 é

£MAX=100MAX=100
PDL   :Target1 PDL   :Target1 é

最小値

■パラメーターノブ2を操作した場合

■パラメーターノブ3を操作した場合

最大値

¢Switch:EnableSwitch:Enable
PDL   :Target1 PDL   :Target1 é
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7777.... 手順3～6を繰り返して、他のコントロール

先も同様に設定を行ってください。 

NOTE
複数のコントロール先に同じパラメーターを指定
することも可能です。この場合、極端なパラメー
ターの変化が原因でノイズが発生する場合があり
ますが、故障ではありません。

8888.... 内蔵エクスプレッションペダルの設定が終

わったら、[EXIT]キーを押してください。

プレイモードに戻ります。

9999.... 必要ならば、パッチを保存してください。 

NOTE
ペダルの設定内容は、パッチを選び直したときに
失われます。必要ならば、パッチを保存してくだ
さい（→P27）。

内蔵エクスプレッションペダルを
調節する

G7.1utの内蔵エクスプレッションペダルは工場出

荷時に最適な状態に調整されていますが、必要に

応じて感度を再調節することも可能です。ペダル

を踏んでもあまり効果がない場合や、軽く踏んだ

だけなのに音量や音色が大きく変化してしまう場

合は、次の方法で再調節してください。

1111.... [PEDAL SETTING]キーを押しながら、電

源を入れてください。

ディスプレイに以下のように表示されます。

2222.... エクスプレッションペダルを最も手前まで

踏み上げ、[STORE/SWAP]キーを押して
ください。

ディスプレイの表示が以下のように変わります。

3333.... エクスプレッションペダルを最も奥まで踏

み下げ、足を放してください。

4444.... [STORE/SWAP]キーを押してください。

Setting...minSetting...min
PDL CalibrationPDL Calibration

ペダルを踏み上げる

Setting...MAXSetting...MAX
PDL CalibrationPDL Calibration

この部分が接触する
ように、強く踏む

足を放すと、
ペダルが少し戻る

エクスプレッションペダルを使う 
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調整が終わり、プレイモードに移行します。 

HINT
・ペダルをどこまで踏み込んだときにモジュール
のオン／オフが切り替わるかは、操作3のペダル
の位置にかかわらず、一定です。

・モジュールのオン／オフを切り替える機能につ
いては、P31をご参照ください。

・“ERROR”と表示される場合は、操作2に戻って、
もう一度設定し直してください。

外付けエクスプレッションペダル
を使う

G7.1utのCONTROL IN端子にオプションのエク

スプレッションペダル（FP01/FP02）を接続す

れば、内蔵ペダルからは独立したボリュームペダ

ルとして利用できます。

1111.... 外付けエクスプレッションペダルのプラグ

をCONTROL IN端子に接続して、G7.1ut
の電源を入れてください。

2222.... プレイモード、マニュアルモード、エディッ

トモードのいずれかのモードで、外付けエ

クスプレッションペダルを操作してくださ
い。

ボリュームが変化します。 

HINT
外付けエクスプレッションペダルは、常にボリュー
ムペダルとして動作します。また、MIDIメッセー
ジを送信するコントローラーとしても利用できま
す（→P41）。
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ファンクションフットスイッチを使う

パネル上の[FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチは、お客様ご自身が機能を選択できるフットスイッ

チです。必要に応じて任意の機能を選択し、パッチごとにその割り当てを記憶させることができます。

ここでは、[FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチに機能を割り当てる方法を説明します。

1111.... プレイモードでパッチを選んでください。 

HINT
[FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチの機能
の割り当ては、パッチごとに設定できます。

2222.... エフェクトモジュールキーの [TOTAL/

FUNCTION]キーを押してください。

[FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチの設定

は、TOTAL/FUNCTIONモジュールで行います。

ディスプレイは次のように変化します。

3333.... パ ラ メ ー タ ー ノ ブ 2 を 回 し て 、

[FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチ
の機能を選択してください。

パラメーターノブ2を回すと、ディスプレイが次の

ように変化します。

[FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチに割り

当て可能な機能は、次の通りです。

●PRE-AMP CH A/B
プリアンプA/Bチャンネルを切り替えます。

●BPM TAP
[FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチを使っ

て、パッチ固有のテンポを指定します（→P35）。

[FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチを繰

り返し踏むと、最後に2回踏んだ間隔が自動的

に検出され、新しいテンポが設定されます。 

HINT
ここで設定したテンポを基準にして、特定のパラ
メーター（TimeパラメーターとRate パラメー
ター）を音符単位で同期させることができます（→
P35）。

●Delay TAP
[FUNCTION]（CHA/B）フットスイッチを使っ

て、DELAYモジュールのTimeパラメーターの

設定値を指定します。 

HINT
・BPM TAPではパッチ固有のテンポを指定する
のに対し、DELAY TAPではフットスイッチを
踏む間隔で、Timeパラメーターの値（ディレイ
タイム）を直接指定できます。

・Delay TAPを利用するには、そのパッチで
DELAYモジュールが有効になっている必要があ
ります。

●Hold Delay
[FUNCTION]（CHA/B）フットスイッチを使っ

て、ホールドディレイのオン／オフを切り替え

ます。ホールドディレイが有効なパッチで

[FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチを踏

むと、ホールド機能がオンになり、そのときに

鳴っていたディレイ音が繰り返されます。もう

一度[FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチ

を踏むと、ホールド機能が解除されてディレイ

音が減衰します（次ページ上図参照）。

¡¡BPM =120BPM =120
TOTAL:TempoTOTAL:Tempo

ファンクションフットスイッチの機能

™PRE-AMP CH A/BPRE-AMP CH A/Bé
TOTAL:FunctionTOTAL:Function

ファンクションフットスイッチを使う 
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HINT
ホールドディレイを利用するには、そのパッチで
DELAYモジュールが有効になっている必要があり
ます。

●Delay Mute
DELAYモジュールの入力のミュートオン／オ

フを切り替えます。

●Bypass OnOff、Mute OnOff

バイパスモード、ミュートモードのオン／オフ
を切り替えます。どちらのモードに入った場合

も、チューニングを行う画面に切り替わります。

●Manual Mode
プレイモードとマニュアルモードの切り替えを

行います。

●COMP OnOff、WAH/EFX1OnOff、ZNR
OnOff、PRE-AMP OnOff、EQ OnOff、
MOD/EFX2 OnOff、DELAY OnOff、
REVERB OnOff
それぞれ対応するモジュールのオン／オフを切

り替えます。 

HINT
“PRE-AMP CH A/B”を選ぶと、[FUNCTION]
（CH A/B）フットスイッチのLEDが赤（A）また
は緑（B）に点灯します。“BPM TAP”または“Delay
TAP”を選ぶと、BPMに合わせて橙色に点滅しま
す。それ以外の機能を選ぶと、橙色に点灯します。

4444.... [FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチ

に割り当てる機能を選んだら、[EXIT]キ
ーを押してください。

プレイモードに戻ります。 

NOTE
割り当てた内容は、パッチを選び直したときに失
われます。必要ならば、パッチを保存してくださ
い（→P27）。

これ以降は、保存したパッチを呼び出してから

[FUNCTION]（CH A/B）フットスイッチを踏む

と、選択した機能が利用できます。

パッチのテンポを設定する

G7.1utでは、パッチごとに固有のテンポを設定し、

特定のパラメーターをこのテンポに音符単位で同

期させることが可能です。ここではパッチ固有の

テンポの設定方法や利用方法を説明します。

1111.... プレイモードでパッチを選んでください。

2222.... エフェクトモジュールキーの [TOTAL/

FUNCTION]キーを押してください。

パッチごとのテンポは、TOTAL/FUNCTIONモ

ジュールで設定します。

[TOTAL/FUNCTION]キーを押すと、現在のテン

ポの設定値が表示されます。

3333.... パラメーターノブ 1 を回して、パッチ固有

のテンポを設定してください。

テンポは、40～250の間で設定できます。

¡¡BPM =120BPM =120
TOTAL:TempoTOTAL:Tempo

 

原音
ディレイ音

[FUNCTION]（CH A/B）
フットスイッチを踏む

ホールド

もう一度踏む
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4444.... 設定したテンポにパラメーターを同期させ

るには、同期に対応するエフェクトタイプ

／エフェクトパラメーターを選び、パラ
メーターの設定値として音符のマークを選
んでください。

テンポの同期に対応したエフェクトパラメーター

では、パッチ固有のテンポを基準にして、音符単

位で設定値を選択できます。

例えば、MOD/EFX2モジュールのエフェクトタイ

プTAPE ECHOでは、Timeパラメーターがパッチ

固有のテンポへの同期に対応しています。Timeパ

ラメーターをパッチ固有のテンポに同期させるに

は、対応するパラメーターノブを最大値（2000）

よりもさらに右に回して、音符のマークを表示さ

せます。 

HINT
「エフェクトタイプとパラメーター」（→P54 ～
67）では、テンポに同期するパラメーターに音符
マークが記載されています。

5555.... パラメーターの設定値を、音符マークの中

から選んでください。

テンポの同期に対応するパラメーターで選択可能

な音符は、次の通りです。 

NOTE
実際に選択できる音符の範囲は、パラメーターに
応じて異なります。

例えば8分音符を選んだときは、Timeパラメー

ターが、パッチ固有のテンポで8分音符に相当する

長さに設定されます。テンポを変化させると、そ

れに応じてディレイタイムも変化します。 

NOTE
テンポと音符のマークの組み合わせによっては、対
応するパラメーターの可変範囲（上記の例では最
大2000mSec）を越えてしまうことがあります。
このような場合は、値を半分にして（それでも可
変範囲を越えるときは、値を1/4にして）動作し
ます。

6666.... テンポやパラメーターの設定が終わった

ら、[EXIT]キーを押してください。

プレイモードに戻ります。必要に応じてパッチを

保存してください。

ここまでの操作で、手順3で設定したテンポを基準

にして、手順5で選んだ音符単位でエフェクトパラ

メーターが同期します。また、[FUNCTION]（CH

A/B）フットスイッチに“BPM TAP”を割り当て

ておけば、演奏中にフットスイッチを踏んで指定

したテンポに対して、パラメーターを同期させる

ことができます。 

√ 32分音符 

ƒ 16分音符 

∑ 3 4分3連音符 

ƒ ∫ 付点16分音符 

π 8分音符 

Ø 3 2分3連音符 

π ∫ 付点8分音符 

∑ 4分音符 

∑ ∫ 付点4分音符 

∑x2 4分音符×2

： ： 

∑x20 4分音符×20 
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MIDIを使った応用例

ここでは、G7.1utのMIDIを使った各種機能について説明します。

MIDIを使ってできること

G7.1utでは、MIDIを使って以下の操作が行えま

す。

● パッチの切り替え情報をMIDI経由で送受
信する

G7.1ut本体でパッチを切り替えたときに、MIDI

OUT端子から対応するMIDIメッセージ（プログラ

ムチェンジ、またはバンクセレクト＋プログラム

チェンジ）を送信します。また、MIDI IN端子から

有効なMIDIメッセージを受信したときに、対応す

るパッチに切り替わります。

例えば、MIDIシーケンサーの進行に合わせて

G7 .1 u tのパッチ切り替えを自動化したり、

G7.1utと外部MIDI機器のパッチ切り替えを連動

させたりできます。

● ペダル／スイッチ／キーの操作をMIDI経
由で送受信する

G7.1ut本体で特定のキーやフットスイッチ、ある

いは内蔵／外付けのエクスプレッションペダルを

操作したときに、MIDI OUT端子から対応するMIDI

メッセージ（コントロールチェンジ）を送信しま

す。また、MIDI IN端子から有効なMIDIメッセー

ジを受信したときに、対応する要素を変化させま

す。

G7.1u tを外部MIDI機器のリアルタイムコント

ローラーとして利用したり、G7.1utのエフェクト

やモジュールのオン／オフなどを外部MIDI 機器

（シーケンサーやシンセサイザーなど）から操作し

たりできます。

● G7.1ut同士でパッチデータをMIDI経由
で送受信する

G7.1utのパッチデータをMIDIメッセージ（シス

テムエクスクルーシブ）として送信し、もう1台の

G7.1utにコピーできます。

MIDIチャンネルを設定する

G7.1utでプログラムチェンジやコントロールチェ

ンジなどのMIDIメッセージを正しく送受信するに

は、相手の機器とMIDIチャンネル（1～16）を合

わせる必要があります。ここでは送受信に使用す

るMIDIチャンネルを設定する方法について説明し

ます。

1111.... プレ イモ ードで [AMP S E LE C T /

SYSTEM]キーを押してください。

すべてのパッチに共通するパラメーターを設定す

るAMP SELECT/SYSTEMメニューが表示され

ます。

2222.... [TYPE]ノブを回して、“MIDI Rx Ch”

（MIDI受信チャンネル）のパラメーターを
呼び出してください。

3333.... パラメーターノブ 1 を回して、G7.1ut が

MIDIメッセージを受信するMIDIチャンネ
ル（1～16）を設定してください。

¡FRONT         FRONT         
AMP Select  1/26AMP Select  1/26

¡Rx Ch=1Rx Ch=1
MIDI        4/26MIDI        4/26

¡Rx Ch=3       Rx Ch=3       é
MIDI        4/26MIDI        4/26
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4444.... [TYPE]ノブを回して、“MIDI Tx Ch”（送

信MIDIチャンネル）のパラメーターを呼び

出してください。

5555.... パラメーターノブ 1 を回して、G7.1ut が

MIDIメッセージを送信するMIDIチャンネ
ル（1～16）を設定してください。

6666.... 設定が終わったら、[EXIT] キーを押して、

AMP SELECT/SYSTEMメニューを抜け

出てください。

ディスプレイに変更内容を保存するかどうかを尋

ねる“Store...?”という表示が現われます。

7777.... [STORE/SWAP]キーを押して、変更内容

を保存してください。

MIDIチャンネルが確定し、プレイモードに戻りま

す。

[STORE/SWAP]キー、[EXIT]キー、[PAGE]キー

以外のキー操作は受け付けません。[EXIT]キーを

押した場合は、変更内容を破棄してプレイモード

に戻ります。

パッチの切り替えをMIDI経由で
送受信する
（プログラムチェンジ）

G7.1utのパッチの切り替え情報を、プログラム

チェンジ、またはバンクセレクト＋プログラムチェ

ンジとしてMIDI経由で送受信できます。

これを行うには、次の2つの方法（プログラムチェ

ンジモード）があります。

●ダイレクトモード
MIDI のバンクセレクトとプログラムチェンジ

メッセージを組み合わせて、パッチを指定する

方法です。工場出荷時にすべてのパッチに割り

当てられているMIDIバンク番号＋MIDIプログ

ラムチェンジ番号を使って、すべてのパッチを

直接指定できます。 

HINT
・バンクセレクトとは、シンセサイザーなどの音色
グループを指定するためのMIDIメッセージで、プ
ログラムチェンジと組み合わせて使用します。

・通常バンクセレクトは、MSB（最上位ビット）と
LSB（最下位ビット）という2つのメッセージに
分けて値を指定します。

●マッピングモード
MIDI のプログラムチェンジメッセージのみを

使って、パッチを指定する方法です。0～127

のプログラムチェンジ番号に対して任意のパッ

チを割り当てたプログラムチェンジマップを作

成し、このプログラムチェンジマップに沿って、

パッチを指定します。この方法では最大128の

パッチが指定できます。

■プログラムチェンジの送受信を有効に
する

ここでは、プログラムチェンジ（＋バンクセレク

ト）の送受信を有効にする設定について説明しま

す。

¡Tx Ch=1       Tx Ch=1       
MIDI        5/26MIDI        5/26

Y[STORE] N[EXIT]Y[STORE] N[EXIT]
Store...?Store...?
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1111.... プレイモー ドで[AMP SE LE C T/

SYSTEM]キーを押してください。

2222.... G7.1utがプログラムチェンジ（＋バンクセ

レクト）を受信できるようにするには、

[TYPE]ノブを回して“MIDI PC Rx”（プ
ログラムチェンジの受信）のパラメーター

を表示させ、パラメーターノブ1を回して
“ON”に設定してください。

3333.... G7.1utからプログラムチェンジ（＋バンク

セレクト）を送信できるようにするには、
[TYPE]ノブを回して“MIDI PC Tx”（プ

ログラムチェンジの送信）のパラメーター
を表示させ、パラメーターノブ1を回して

“ON”に設定してください。

4444.... 設定が終わったら、[EXIT] キーを押して、

AMP SELECT/SYSTEMメニューを抜け

出てください。

ディスプレイに変更内容を保存するかどうかを尋

ねる“Store...?”という表示が現われます。

5555.... [STORE/SWAP]キーを押して、変更内容

を保存してください。

変更が確定し、プレイモードに戻ります。

[STORE/SWAP]キー、[EXIT]キー、[PAGE]キー

以外のキー操作は受け付けません。[EXIT]キーを

押した場合は、変更内容を破棄してプレイモード

に戻ります。

■ダイレクトモードを使う

MIDIのバンクセレクトとプログラムチェンジメッ

セージを組み合わせて、パッチを直接指定します。 

NOTE
以下の操作を行う前に、G7.1utの送受信MIDIチャ
ンネルが適切に設定されているか（→P37）、プロ
グラムチェンジの送受信が可能になっているか（→
P39）をご確認ください。

1111.... プレイモ ードで [AMP SE LE C T /

SYSTEM]キーを押してください。

2222.... [TYPE]ノブを回して、“MIDI PCMODE”

（プログラムチェンジモード）のパラメー

ターを呼び出してください。

3333.... プ ロ グ ラ ム チ ェ ン ジ モ ー ド と し て

“DIRECT”が選ばれていることを確認して

ください。

選ばれていない場合は、パラメーターノブ1を回し

て、“DIRECT”と表示させてください。これで、バ

ンクセレクトとプログラムチェンジを使って、すべ

てのパッチを直接指定することが可能となります。 

HINT
それぞれのパッチに対応するバンク番号／プログ
ラムチェンジ番号については、巻末の資料をご参
照ください（P71）。

¡FRONT         FRONT         
AMP Select  1/26AMP Select  1/26

¡PC Rx=ON      PC Rx=ON      é
MIDI        8/26MIDI        8/26

¡PC Tx=ON      PC Tx=ON      é
MIDI        9/26MIDI        9/26

Y[STORE] N[EXIT]Y[STORE] N[EXIT]
Store...?Store...?

¡FRONT         FRONT         
AMP Select  1/26AMP Select  1/26

¡DIRECT        DIRECT        
MIDI PCMODE 6/26MIDI PCMODE 6/26
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4444.... 設定が終わったら、[EXIT] キーを押して、

AMP SELECT/SYSTEMメニューを抜け

出てください。

AMP SELECT/SYSTEMメニューの設定項目が

変更されている場合、ディスプレイに変更内容を

保存するかどうかを尋ねる“Store...?”という表

示が現われます。

5555.... [STORE/SWAP]キーを押して、変更内容

を保存してください。

変更が確定し、プレイモードに戻ります。

[STORE/SWAP]キー、[EXIT]キー、[PAGE]キー

以外のキー操作は受け付けません。[EXIT]キーを

押した場合は、変更内容を破棄してプレイモード

に戻ります。

6666.... プログラムチェンジ（＋バンクセレクト）を

送受信するときは、G7.1utと外部機器を次
のように接続してください。

■プログラムチェンジ（＋バンクセレクト）を送
信する場合の例

■プログラムチェンジ（＋バンクセレクト）を受
信する場合の例 

HINT
・G7.1ut側でプログラムチェンジモードが
“DIRECT”に指定されているときに、外部機器
からバンクセレクトMSB／LSBのいずれか一方
を省略して送信した場合、最後に受信したバン
クセレクト（初期値MSB＝0、LSB＝0）が有効
となります。

・また、外部機器からバンクセレクトMSB／LSB
の両方を省略してプログラムチェンジのみを送
信した場合も、最後に受信したバンクセレクト
（初期値MSB＝0、LSB＝0）が有効となります。 

NOTE
外部機器からG7.1utにバンクセレクトのみを送信
しただけでは、何も変化はありません。次にG7.1ut
がプログラムチェンジを受信したときに、最後に
受信したバンクセレクトが有効となります。

■マッピングモードを使う

MIDIのプログラムチェンジメッセージのみを使用

し、プログラムチェンジマップの割り当てにした

がってパッチを指定するモードです。 

NOTE
以下の操作を行う前に、G7.1utの送受信MIDIチャ
ンネルが適切に設定されているか（→P37）、プロ
グラムチェンジの送受信が可能になっているか（→
P39）をご確認ください。

1111.... プレイモ ードで [AMP SE LE C T /

SYSTEM]キーを押してください。

2. [TYPE]ノブを回して、“MIDI PC MODE”
（プログラムチェンジモード）のパラメー

ターを呼び出してください。

②プログラムチェンジ（＋バンクセレクト）
　が送信される

①G7.1utのパッチを切り替えると・・・

MIDI OUT端子 MIDI IN端子

①プログラムチェンジ（＋バンクセレクト）
　を受信すると...

②G7.1utのパッチが切り替わる

MIDI IN端子 MIDI OUT端子

¡FRONT         FRONT         
AMP Select  1/26AMP Select  1/26

¡DIRECT        DIRECT        
MIDI PCMODE 6/26MIDI PCMODE 6/26
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3333.... パラメーターノブ1を回して“MAPPING”

と表示させてください。

これで、プログラムチェンジマップの割り当てに

従い、プログラムチェンジを使ってパッチを指定

することが可能となります。

4444.... [TYPE]ノブを回して“PCMAP”（プログ

ラムチェンジマップ）のパラメーターを表
示させてください。

この画面では、0～127のプログラムチェンジ番

号に対して、G7.1utの任意のパッチを割り当てま

す。

5555.... プログラムチェンジ番号にパッチを割り当

てるには、次のように操作してください。

①パラメーターノブ1を回して、ディスプレイ上
段に割り当て先となるプログラムチェンジ番号
を表示させます。

②パラメーターノブ2／3を回して、①のプログ
ラムチェンジ番号に割り当てるパッチのグルー
プ名／バンク番号、パッチ番号を指定します。

③その他のプログラムチェンジ番号についても、
同様に操作します。

6666.... 割り当てがすべて終わったら[EXIT]キーを

押して、AMP SELEC T/SYSTEMメ

ニューを抜け出てください。

ディスプレイに変更内容を保存するかどうかを尋

ねる“Store...?”という表示が現われます。

7777.... [STORE/SWAP]キーを押して、変更内容

を保存してください。

パッチの割り当てが確定し、プレイモードに戻り

ます。

[STORE/SWAP]キー、[EXIT]キー、[PAGE]キー

以外のキー操作は受け付けません。[EXIT]キーを

押した場合は、変更内容を破棄してプレイモード

に戻ります。

8888....「ダイレクトモードを使う」（→P39）の手

順6を参考に、プログラムチェンジの送受

信を行ってください。

ペダル／スイッチ／キーの操作を
MIDI経由で送受信する
（コントロールチェンジ）

G7.1utでは、内蔵／外付けエクスプレッションペ

ダルの操作、キーやフットスイッチを使ったモ

ジュールのオン／オフ操作、バイパス／ミュート

モードのオン／オフ操作を、コントロールチェン

ジとしてMIDI経由で送受信できます。それぞれの

操作には、個別にコントロール番号（CC#）を割

り当てることが可能です。

¡MAPPING       MAPPING       é
MIDI PCMODE 6/26MIDI PCMODE 6/26

プログラムチェンジ番号

パッチ番号グループ名／バンク番号

™Bnk:U0 Bnk:U0 £Pat:1  Pat:1  
PC MAP  PC MAP  ¡Prg:  0Prg:  0

プログラムチェンジ番号

パッチ番号グループ名／バンク番号

™Bnk:U2 Bnk:U2 £Pat:3  Pat:3  
PC MAP  PC MAP  ¡Prg: 10Prg: 10

™Bnk:A9Bnk:A9é£é£Pat:3Pat:3
PC MAP  PC MAP  ¡Prg: 10Prg: 10
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■コントロールチェンジの送受信を有効
にする

ここでは、コントロールチェンジの送受信を有効

にする操作について説明します。

1111.... プレイ モー ドで [AMP S E LE C T /

SYSTEM]キーを押してください。

2222.... G7.1ut がコントロールチェンジを受信で

きるようにするには、[TYPE]ノブを回し
て“MIDI CTRL Rx”（コントロールチェン

ジの受信）のパラメーターを表示させ、パ
ラメーターノブ1を回して“ON”に設定し

てください。

3333.... G7.1ut からコントロールチェンジを送信

できるようにするには、[TYPE]ノブを回

して“MIDI CTRL Tx”（コントロールチェ
ンジの送信）のパラメーターを表示させ、パ

ラメーターノブ1を回して“ON”に設定し
てください。

4444.... 設定が終わったら、[EXIT] キーを押して、

AMP SELECT/SYSTEMメニューを抜け

出てください。

ディスプレイに変更内容を保存するかどうかを尋

ねる“Store...?”という表示が現われます。

5555.... [STORE/SWAP]キーを押して、変更内容

を保存してください。

変更が確定し、プレイモードに戻ります。

[STORE/SWAP]キー、[EXIT]キー、[PAGE]キー

以外のキー操作は受け付けません。[EXIT]キーを

押した場合は、変更内容を破棄してプレイモード

に戻ります。

■コントロール番号を割り当てる

G7.1utのエクスプレッションペダルやキーにコン

トロール番号を割り当ててます。 

NOTE
以下の操作を行う前に、G7.1utの送受信MIDIチャ
ンネルが適切に設定されているか（→P37）、コン
トロールチェンジの送受信が可能になっているか
（→P41）をご確認ください。

1111.... プレ イモ ードで [AMP S E LE C T /

SYSTEM]キーを押してください。

2222.... [TYPE] ノブを回して、コントロール番号

の割り当てを行う操作を呼び出してくださ

い。

選択可能な操作は、次ページの表の通りです。

例えば、内蔵エクスプレッションペダルにコント

ロール番号を割り当てるときは、次のような表示

になります。

¡FRONT         FRONT         
AMP Select  1/26AMP Select  1/26

¡CTRL Rx=ON    CTRL Rx=ON    é
MIDI       10/26MIDI       10/26

¡CTRL Tx=ON    CTRL Tx=ON    é
MIDI       11/26MIDI       11/26

Y[STORE] N[EXIT]Y[STORE] N[EXIT]
Store...?Store...?

¡FRONT         FRONT         
AMP Select  1/26AMP Select  1/26

割り当てられているコントロール番号

¡PDL=11        PDL=11        
MIDI cc#   13/26MIDI cc#   13/26
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HINT
コントロール番号の割り当ては、すべて送信／受
信の両方に共通です。

3333.... パラメーターノブ 1 を回して、コントロー

ル番号を指定してください。

4444.... 他の操作についても、同じ要領でコント

ロール番号を割り当ててください。

5555.... 設定が終わったら、[EXIT] キーを押して、

AMP SELECT/SYSTEMメニューを抜け
出てください。

ディスプレイに変更内容を保存するかどうかを尋

ねる“Store...?”という表示が現われます。

6666.... [STORE/SWAP]キーを押して、変更内容

を保存してください。

変更が確定し、プレイモードに戻ります。

[STORE/SWAP]キー、[EXIT]キー、[PAGE]キー

以外のキー操作は受け付けません。[EXIT]キーを

押した場合は、変更内容を破棄してプレイモード

に戻ります。

7777.... コントロールチェンジを送受信するとき

は、G7.1utと外部機器を次のように接続し
てください。

■コントロールチェンジを送信する場合の例

なお、G7.1utから送信されるコントロールチェン

ジの値は、次のように変化します。

●内蔵／外付けエクスプレッションペダルを操作
した場合
対応するコントロールチェンジの値が0～127

¡PDL=7         PDL=7         é
MIDI cc#   13/26MIDI cc#   13/26

②コントロールチェンジが送信される

①G7.1utのエクスプレッションペ
　ダルや特定のスイッチ／キーを
　操作すると...

MIDI OUT MIDI IN

表示 割り当て先 CC#初期値 CC#設定範囲 

CTRL IN 外付けエクスプレッションペダルの操作 7 OFF、1～5、7～31、64～95 

PDL 内蔵エクスプレッションペダルの操作 11 OFF、1～5、7～31、64～95 

COMP COMPモジュールのオン／オフ操作 64 OFF、64～95 

WAH/EFX1 WAH/EFX1モジュールのオン／オフ操作 65 OFF、64～95 

ZNR ZNRモジュールのオン／オフ操作 66 OFF、64～95 

PRE-AMP PRE-AMPモジュールのオン／オフ操作 67 OFF、64～95 

EQUALIZER EQモジュールのオン／オフ操作 68 OFF、64～95 

MOD/EFX2 MOD/EFX2モジュールのオン／オフ操作 69 OFF、64～95 

DELAY DELAYモジュールのオン／オフ操作 70 OFF、64～95 

REVERB REVERBモジュールのオン／オフ操作 71 OFF、64～95 

MUTE ミュートモードのオン／オフ操作 72 OFF、64～95 

BYPASS バイパスモードのオン／オフ操作 73 OFF、64～95 

CH A/B
プリアンプセクションのチャンネルA／B
の切り替え

74 OFF、64～95
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の範囲で連続可変します。

●モジュールのオン／オフを切り替えた場合
オンのときに127、オフのときに0の値のコン

トロールチェンジが送信されます。

●バイパス／ミュートモードのオン／オフを切り
替えた場合
オンのときに127、オフのときに0の値のコン

トロールチェンジが送信されます。

●プリアンプセクションのチャンネルA／Bを切
り替えた場合
チャンネルAに切り替えたときに0、チャンネル

Bに切り替えたときに127の値のコントロール

チェンジが送信されます。

■コントロールチェンジを受信する場合の例

受信するコントロールチェンジの値に応じて、

G7.1utの状態やパラメーターの値が次のように変

化します。

●内蔵／外付けエクスプレッションペダルに対応
するコントロールチェンジを受信した場合

コントロールチェンジの値（0～127）の変化

に応じて、対応するパラメーターの値が上下し
ます。

●モジュールのオン／オフに対応するコントロー
ルチェンジを受信した場合

コントロールチェンジの値が0～63のときにオ

フ、64～127のときにオンに切り替わります。

●バイパス／ミュートモードのオン／オフに対応
するコントロールチェンジを受信した場合
コントロールチェンジの値が0～63のときにオ

フ、64～127のときにオンに切り替わります。

●プリアンプセクションのチャンネルA／Bの切
り替えに対応するコントロールチェンジを受信
した場合
コントロールチェンジの値が0～63のときに

チャンネルA、64～127のときにチャンネルB

に切り替わります。

G7.1utの内部データをMIDI経
由で送受信する

G7.1utのパッチデータは、MIDIメッセージ（シ

ステムエクスクルーシブ）として送受信できます。

2台のG7.1utをMIDIケーブルで接続すれば、送信

側から受信側にパッチデータをコピーできます。 

NOTE
パッチデータを受信すると、それまでのパッチデー
タは上書きされます。誤って重要なデータを消去
しないように、以下の操作は慎重に行ってくださ
い。

1111.... 2本のMIDIケーブルを使用し、送信側の

G7.1utと受信側のG7.1utで、それぞれの
MIDI OUT端子を相手先のMIDI IN端子に

接続してください。

以下の操作は、送信側と受信側のG7.1utに分け

て説明します。

①コントロールチェンジを受信すると...

②G7.1utのエクスプレッションペダルを操作した
　ときや、モジュールのオン／オフまたはバイパス／
　ミュートモードのオン／オフを切り替えたときと同
　じように動作する

MIDI IN MIDI OUT

MIDI
IN

MIDI
IN

MIDI
OUT

MIDI
OUT
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■送信側のG7.1ut

2222.... G7.1ut をプレイモードに設定し、[AMP

SELECT/SYSTEM]キーを押してくださ

い。

3333.... [TYPE]ノブを回して“BulkDumpTX”（バ

ルクダンプ送信）のパラメーターを呼び出
してください。

4444.... [PAGE]キーを押してください。

バルクダンプの送信待機の状態に切り替わります。

この状態にしておくと、受信側のG7.1utからデー

タ送信を要求するMIDIメッセージが送られたとき

に、自動的にパッチデータが送信されます。

元の画面に戻すには、[EXIT]キーを押します。

■受信側のG7.1ut

5555.... G7.1ut をプレイモードに設定し、[AMP

SELECT/SYSTEM]キーを押してから、
[TYPE]ノブを回して“BulkDumpRX”（バ

ルクダンプ受信）のパラメーターを呼び出
してください。

6666.... [PAGE]キーを押してください。

バルクダンプの受信待機の状態に切り替わります。

また、送信側のG7.1utにデータの送信を要求する

MIDIメッセージを送信します。

このメッセージを受けた送信側のG7.1utのMIDI

OUT端子からパッチデータが出力され、受信側の

MIDI IN端子にパッチデータが入力されると、ディ

スプレイが次のように変化します。 

HINT
ディスプレイが“Receiving .. .”に変わる前に
[EXIT]キーを押せば、パッチデータの送受信を行
わずに元の画面に戻ります。

パッチデータの送受信が終了すると、双方の

G7.1u tが元のAMP SEL ECT/SYSTEM メ

ニューに戻ります。 

HINT
株 式会 社ズ ーム の ウェ ブサ イト（http:/ /
www.zoom.co.jp）では、G7.1utのエディタライ
ブラリアンソフトウェアを公開しています。この
ソフトウェアを使えば、G7.1utのパッチデータを
パソコンに保存できます。

¡FRONT         FRONT         
AMP Select  1/26AMP Select  1/26

ExctePress[PAGE]ExctePress[PAGE]
BulkDumpTX 25/26BulkDumpTX 25/26

ExctePress[PAGE]ExctePress[PAGE]
BulkDumpRX 26/26BulkDumpRX 26/26

Receiving ...Receiving ...
PatchDataDump RXPatchDataDump RX
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その他の機能

ARRM機能を使う

G7.1utでは、内蔵のコントロール波形をコント

ロール元にして、任意のエフェクトパラメーター

を周期的に変化させるARRM（Auto-Repeat

Real -time Modulation）機能が利用できます。例

えば、コントロール波形として三角波を選び、コ

ントロール先をワウの周波数に設定した場合は、次

のような効果が得られます。

ここでは、ARRM機能の操作方法を説明します。

1111.... プレイモードでパッチを選んでください。 

HINT
ARRM機能はパッチごとに設定できます。

2222.... エフェクトモジュールキーの [TOTAL/

FUNCTION]キーを押してエディットモー

ドに入り、[TYPE]ノブを回してディスプ
レイに“ARRM”と表示させてください。

ARRM機能の設定は、TOTAL /FUNCTIONモ

ジュールで行います。ディスプレイには次の情報

が表示されます。

3333.... コントロール先のパラメーターを選ぶに

は、パラメーターノブ1を回してください。

パラメーターノブ1を回すのにしたがって、表示さ

れるエフェクトパラメーター、エフェクトタイプ、

エフェクトモジュールが変化していきます。 

HINT
・コントロール先に指定できるパラメーターの種
類は、エクスプレッションペダルと共通です。詳
しくは「エフェクトタイプとパラメーター」（→
P54～67）をご参照ください。

・‘NOTAssigh’を表示させると、ARRM機能は
無効となります。

4444.... コントロールするパラメーターの可変範囲

を設定するには、パラメーターノブ2（最小

値）とパラメーターノブ3（最大値）を調節
してください。

パラメーターノブ2／3を使って、コントロール波

形が最小値（または最大値）になったときに、パ

ラメーターが到達する値を決定します。

例えば、パラメーターの可変範囲が0（最小値）～

100（最大値）のときと20（最小値）～80（最

大値）のときでは、次のように変化します。

時間

ワウの
周波数 ワ ワ ワ

ウ ウ ウ

モジュール名

コントロール先のパラメーター名

エフェクトタイプ名

MOD:ChorusMOD:Chorus
¡ARRM=MIXARRM=MIX

最大値

最小値

£MAX=100MAX=100
TOTAL:ARRM MAXTOTAL:ARRM MAX

™min=0min=0
TOTAL:ARRM minTOTAL:ARRM min
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HINT
・設定可能な範囲は、コントロール先のパラメー
ターに応じて異なります。

・min をMAX よりも大きな値に設定することも可
能です。この場合は、コントロールのかかる方向
が逆になります。

5555.... コントロール波形の種類と周期を設定する

には、[PAGE]キーを1回押して、ページを
切り替えてください。

ARRM機能には合計5つのパラメーターが含まれ

ています。4番目と5番目のパラメーターを操作す

るには、[PAGE]キーを押してからそれぞれパラ

メーターノブ1／2を操作します（パラメーター1

～3の操作に戻るには、もう一度[PAGE]キーを押

します）。

6666.... コントロール波形の種類を選ぶには、パラ

メーターノブ1を回してください。

ディスプレイが次のように変化します。

選択可能な波形は次の通りです。

7777.... パラメーターノブ 2 を回してコントロール

波形の周期を選んでください。

[PAGE]キーを押してからパラメーターノブ2を回

すと、ディスプレイが次のように変化します。

コントロール波形の周期は、パッチ固有のテンポ

（→P35）を基準にして、8分音符、4分音符、4

分音符×数字で表示されます（P36の表を参照）。

“×”の後にある2～20の数字は、4分音符を基準

にした周期の長さを表しています。数値を2に設定

すると、コントロール波形がパッチ固有のテンポ

の2分音符に相当する周期で変化します。また、数

値を4に設定すれば、4拍（4/4拍子の1小節）に

相当する周期で変化します。

8888.... ARRM機能の設定が終わったら、[EXIT]

キーを押してください。

プレイモードに戻ります。必要に応じてパッチを

保存してください。

パラメーター値 MAX=100
min=0100

0 時間

パラメーター値 MAX=80
min=20

80

20
時間

コントロール波形の種類

¢Type=TriangleType=Triangle
TOTAL:ARRM WAVETOTAL:ARRM WAVE

上昇ノコギリ波

上昇フィン波

下降ノコギリ波

下降フィン波

三角波

2乗三角波

サイン波

矩形波

（Up Saw）

（Up Curve）

（Down Saw）

（Down Curve）

（Triangle）

（Square Tri）

（Sine）

（Square）

2

1

3

4

6

5

7

8

ßSync=Sync=∑x2     x2     
TOTAL:ARRM SYNCTOTAL:ARRM SYNC
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この状態でギターを演奏すると、内蔵のコントロー

ル波形に沿って、エフェクトパラメーターが周期

的に変化します。 

NOTE
ARRM機能の設定内容は、パッチを選び直したと
きに失われます。必要ならば、パッチを保存して
ください（→P27）。

パソコンのオーディオインター
フェースとして利用する

G7.1utは、USB端子を経由してパソコンに接続

し、AD／DAコンバーターおよびエフェクトを内

蔵したオーディオインターフェースとして利用で

きます。オーディオインターフェースとしての動

作環境は、次の通りです。

■対応OS
●Windows XP

●MacOS X（10.2以降）

■量子化ビット数
16ビット

■サンプリング周波数
32kHz／44.1kHz／48kHz 

HINT
どちらのOSでも、USBケーブルでパソコンで接
続するだけで、オーディオデバイスとして利用で
きます。ドライバーソフトウェアのインストール
は不要です。 

NOTE
G7.1utのUSB端子では、オーディオデータの送
受信のみが行えます。MIDIメッセージの送受信に
はMIDI IN／OUT端子をご利用ください。

G7.1utをパソコンのオーディオインターフェース

として利用するには、G7.1utのUSB端子をパソ

コンのUSB端子と接続します。これでG7.1utが

オーディオデバイスとして認識されます。

この状態で、G7.1utのINPUT端子に接続された

ギターのサウンドをエフェクトで加工し、DAW（デ

ジタルオーディオワークステーション）ソフトウェ

アのオーディオトラックに録音できます（下図1）。

DAWソフトウェアを再生するときは、DAWソフ

トウェアからの再生音とエフェクトを通過したギ

ターの信号がミックスされ、OUTPUT端子から出

力されます（下図2）。

必要ならば、再生時にエフェクト通過後のギター

の信号をミュートすることも可能です（下図3）。  

[USB]

[USB]

[INPUT] USB

USB

DAW
ソフトウェア

DAW
ソフトウェア

エフェクト
G7.1ut

G7.1ut[INPUT]

[OUTPUT]

[OUTPUT]

エフェクト

図3：再生時の信号の流れ②

図2：再生時の信号の流れ①

図1：録音時の信号の流れ

[USB]

USB

G7.1ut[INPUT]

[OUTPUT]

エフェクト
DAW

ソフトウェア

その他の機能 
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詳しくは次の項目をご参照ください。

録音／再生など詳しい操作方法は、DAWソフト

ウェアのマニュアルをご参照ください。 

NOTE
・ダイレクト出力を有効にしたままで使用する場
合、DAWソフトウェアのエコーバック機能（録
音時の入力信号をスルー出力する機能）は、必ず
オフに設定してください。オンのままで録音す
ると、出力信号がフランジャーのかかったよう
な音色になったり、スルー出力された信号が遅
れて聞こえたりしますので、ご注意ください。

・USB ケーブルは、高品質でなるべく短いものを
ご使用ください。

USB接続時のダイレクト出力を
ミュートする

G7.1utをパソコンと接続してオーディオインター

フェースとして使用する場合、必要に応じて

OUTPUT端子からダイレクト出力されるエフェク

ト通過後の信号をミュートできます。ここでは、ダ

イレクト出力をミュートする方法を説明します。 

HINT
以下の操作は、G7.1utをUSB経由でパソコンに
接続している場合のみ有効です。

1111.... プレイ モー ドで [AMP S E LE C T /

SYSTEM]キーを押してください。

すべてのパッチに共通するパラメーターを設定す

るAMP SELECT/SYSTEMメニューが表示され

ます。

2222.... [TYPE]ノブを回して、“USB Monito r”

（USB接続時の出力モード）のパラメーター

を呼び出してください。

3333.... パラメーターノブ 1 を回して、次の中から

設定を選んでください。

●USB+DIRECT
USB接続時にも、エフェクト通過後の信号が

OUTPUT端子からダイレクト出力されます。

●USB Only
エフェクト通過後の信号はミュートされ、USB

経由でパソコンから送られる信号のみが出力さ

れます。

4444.... 設定が終わったら、[EXIT]キーを押してく

ださい。

ディスプレイに変更内容を保存するかどうかを尋

ねる“Store...?”という表示が現われます。

5555.... [STORE/SWAP]キーを押して、変更内容

を保存してください。

[STORE/SWAP]キー、[EXIT]キー、[PAGE]キー

以外のキー操作は受け付けません。[EXIT]キーを

押した場合は、変更内容を破棄してプレイモード

に戻ります。
¡FRONT         FRONT         
AMP Select  1/26AMP Select  1/26

¡USB+DIRECT     USB+DIRECT     
USB Monitor 3/26USB Monitor 3/26

Y[STORE] N[EXIT]Y[STORE] N[EXIT]
Store...?Store...?



その他の機能 

ZOOM G7.1ut

 

50

G7.1utエディタ／ライブラリア
ンについて

株式会社ズームでは、G7.1ut用のエディタ／ライ

ブラリアンソフトウェアを、インターネットのウェ

ブサイトで公開しています。

コンピューターのMIDIインターフェースのMIDI

IN端子とG7.1utのMIDI OUT端子、MIDIインター

フェースのMIDI OUT端子とG7.1utのMIDI IN端

子をMIDIケーブルで接続し、エディタ／ライブラ

リアンを起動すれば、G7.1utのパッチデータをコ

ンピューターに取り込んで編集／保管したり、編

集したパッチデータをG7.1utに戻すことができま

す。

株式会社ズームのウェブサイト
http://www.zoom.co.jp

ディスプレイのコントラストを調
節する

必要ならば、ディスプレイのコントラストを調節

できます。

1111.... プレイ モー ドで [AMP S E LE C T /

SYSTEM]キーを押してください。

すべてのパッチに共通するパラメーターを設定す

るAMP SELECT/SYSTEMメニューが表示され

ます。

2222.... [TYPE]ノブを回して、“Contrast”（ディ

スプレイのコントラスト）のパラメーター

を呼び出してください。

3333.... パラメーターノブ 1 を回して、コントラス

トの値を1～3の範囲で調節してください。

4444.... 設定が終わったら、[EXIT] キーを押して、

AMP SELECT/SYSTEMメニューを抜け

出てください。

ディスプレイに変更内容を保存するかどうかを尋

ねる“Store...?”という表示が現われます。

5555.... [STORE/SWAP]キーを押して、変更内容

を保存してください。

コントラストの値が確定し、プレイモードに戻り

ます。

[STORE/SWAP]キー、[EXIT]キー、[PAGE]キー

以外のキー操作は受け付けません。[EXIT]キーを

押した場合は、変更内容を破棄してプレイモード

に戻ります。¡FRONT         FRONT         
AMP Select  1/26AMP Select  1/26

¡Contrast:1     Contrast:1     
LCD         2/26LCD         2/26

¡Contrast:3    Contrast:3    é
LCD         2/26LCD         2/26

Y[STORE] N[EXIT]Y[STORE] N[EXIT]
Store...?Store...?
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プリアンプセクション

AUTO WAH

AUTO 
RESONANCE 

FILTER

BOOSTER

TREMOLO

COMPRESSOR

RACK 
COMP

LIMITER

HALL

ROOM

SPRING

ARENA

DELAY

PINGPONG-
DELAY

ECHO

ANALOG
DELAY

CABINET

A Channel

B Channel

CHORUS

STEREO 
CHORUS

FLANGER

PITCH
FILTER

FD CLEAN

CLASS A
CLEAN

JC CLEAN

HW CLWAN

EQZNR

GATE

DIRTY
GATE

PRE-AMPZNR EQ

COMP WAH/EFX1 MOD/EFX2 REVERBDELAYCABINET
EQZNR

NOISE
GATE

DIRTY
GATE

PRE-AMPZNR EQ
FD CLEAN

VX CLEAN

JC CLEAN

HW CLEAN

エフェクトのつながり

G7.1utのパッチは、次の図のように9つのエフェクトモジュールが直列に接続されたものと考えることが

できます。各エフェクトモジュールは、個別にオン／オフを切り替えることが可能です。

エフェクトモジュールの中には、効果の種類（エ

フェクトタイプ）を複数の中から選択できるもの

もあります。例えば、MOD/EFX2モジュールでは

CHORUS（コーラス）、FLANGER（ フランジャー）

などのエフェクトタイプの中からいずれか1種類
を選択できます。

なお、ZNR、PRE-AMP、EQ、CABINETの連続

した4つのモジュール（プリアンプセクション）は

2チャンネル仕様の仮想のプリアンプとして動作

します。その中でZNR、PRE-AMP、EQの3つの

モジュールについては、A／Bのチャンネルごとに

異なる値に設定しておき、1つのパッチ内でチャン

ネルを切り替えて使用できます。

ライブ演奏用音色とダイレクト録
音用音色を切り替える

G7.1utのPRE-AMPモジュールには、全部で36

種類のエフェクトタイプ（アンプタイプ）が含ま

れています。しかし、実際にはエフェクトタイプ

ごとに2つのアルゴリズム（ライブ演奏用とダイレ

クト録音用）が用意されており、実質72種類のエ

フェクトタイプが利用できます。

これら2 種類のアルゴリズムは、CABINET モ

ジュールの状態に応じて、次のように自動的に切

り替わります。

●CABINETモジュールがオフのとき
PRE-AMPモジュールでライブ演奏用のアルゴ

リズムが選ばれます。これらのアルゴリズムは、

ギターアンプで鳴らしたときに最適な音色が得

られるように調整されています。G7.1utをギ

ターアンプにつないで演奏するときは、この方

法をお勧めします。

●CABINETモジュールがオンのとき
PRE-AMPモジュールでダイレクト録音用のア

ルゴリズムが選ばれます。これらのアルゴリズ

ムは、特性がフラットな装置で再生しても迫力

ある音が得られるように調整されています。

G7.1utをレコーダーやハイファイなオーディ

オ装置に直接入力するときは、この方法をお勧

めします。 

NOTE
CABINETモジュールがオフのときは、さらに使用
するアンプに合わせてG7.1utの特性を最適化する
アンプセレクト機能が有効になります。詳しくは
次の項目をご参照ください。

オン
オフ

ライブ演奏用
アルゴリズム

ダイレクト録音用
アルゴリズム

PRE-AMP EQ CABINET
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アンプセレクト機能を使う

G7.1utには、使用するアンプに合わせて周波数特

性を最適化するアンプセレクト機能が搭載されて

います。はじめてG7.1utを使用するとき、および

ご使用になるギターアンプを変えるときは、以下

の手順に従ってアンプを選択することをお勧めし

ます。 

NOTE
アンプセレクト機能は、CABINETモジュールをオ
ンに設定したパッチでは無効となります。これは
CABINETモジュールがオンのときには、PRE -
AMPモジュールがダイレクト録音に最適なアルゴ
リズムに切り替わるためです。

1111.... プレイ モー ドで [AMP S E LE C T /

SYSTEM]キーを押してください。

2222.... パラメーターノブ 1 を回して、次の中から

設定を選んでください。

●FRONT
アンプのフロントパネルにあるGUITAR INPUT

端子を利用する場合の標準的な設定です。

●COMBO R1
ROLAND JC-120のリアパネルにあるPOWER

INPUT端子を利用する場合の設定です。

●COMBO R2
F EN DER コンボアンプのリアパネルにある

POWER INPUT端子を利用する場合の設定です。

●STACK R
MARSHALLスタックアンプのリアパネルにある

POWER INPUT端子を利用する場合の設定です。

3333.... 設定が終わったら、[EXIT]キーを押してく

ださい。

ディスプレイに変更内容を保存するかどうかを尋

ねる“Store...?”という表示が現われます。

4444.... [STORE/SWAP]キーを押して、変更内容

を保存してください。

[STORE/SWAP]キー、[EXIT]キー、[PAGE]キー

以外のキー操作は受け付けません。[EXIT]キーを

押した場合は、変更内容を破棄してプレイモード

に戻ります。

プリアンプセクションやWAH/
EFX1モジュールの挿入位置を変
更する

G7.1utでは、プリアンプセクションに含まれる4

つ のモ ジ ュー ル（ZNR、PRE-AMP、EQ、

CABINET）、およびWAH/EFX1モジュールの挿

入位置を変更できます。これらのモジュールの挿

入位置を変更すると、エフェクトの効き具合や音

色が変化します。

■WAH/EFX1モジュールの挿入位置を

変更するには

WAH/EFX1モジュールの挿入位置を切り替える

には、Positionパラメーターを呼び出して“Befr”

（プリアンプセクションの前）または“Aftr”（プリ

アンプセクションの後）に設定します。Position

パラメーターは、Booster、Tremolo、Octave 以

外のエフェクトタイプで利用できます。

1111.... プレイモード、マニュアルモード、エディッ

トモードのいずれかのモードで、[WAH/

EFX1]キーを押してください。

2222.... [ T YPE ]ノブ を回して、Boo st er、

Tremolo、Octave以外のエフェクトタイ
プを選んでください。

¡FRONT         FRONT         
AMP Select  1/26AMP Select  1/26

エフェクトのつながり 
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EQPRE-AMPZNR

図1　プリアンプセクション=PRE　WAH/EFX1=Befr

図2　プリアンプセクション=PRE　WAH/EFX1=Aftr

図3　プリアンプセクション=POST　WAH/EFX1=Befr

図4　プリアンプセクション=POST　WAH/EFX1=Aftr

プリアンプセクション

COMP WAH/EFX1 MOD/EFX2CABINET DELAY REVERB

EQPRE-AMPZNR

プリアンプセクション

COMP WAH/EFX1 MOD/EFX2 CABINETDELAY REVERB

EQPRE-AMPZNR

プリアンプセクション

COMP WAH/EFX1 MOD/EFX2CABINET DELAY REVERB

EQPRE-AMPZNR

プリアンプセクション

COMP WAH/EFX1MOD/EFX2 CABINETDELAY REVERB

3333.... パラメーターノブ1を回して“Befr”（プリ

アンプセクションの前）または“Aftr”（プ

リアンプセクションの後）を選んでくださ
い。

4444.... エディットが終わったら[EXIT]キーを押し

てください。

元のモードに戻ります。変更したパッチの内容を

有効にするには、必ずパッチを保存してください

（→P27）。

■プリアンプセクションの挿入位置を変
更するには

プリアンプセクションの挿入位置を切り替えるに

は、PRE-AMPモジュールのChainパラメーターを

呼び出して“Pre”（MOD/EFX2モジュールの前）

または“Post”（DELAYモジュールの後）を選び

ます。Chainパラメーターは、PRE-AMPモジュー

ルのすべてのエフェクトタイプで利用できます。

1111.... プレイモード、マニュアルモード、エディッ

トモードのいずれかのモードで、[PRE-
AMP]キーを押してください。

ディスプレイが次のように変化します。

2222.... パラメーターノブ2を回して“Pre”（MOD/

EFX2 モジュールの前）または“Post”

（DELAYモジュールの後）を選んでくださ
い。

3333.... エディットが終わったら[EXIT]キーを押し

てください。

元のモードに戻ります。変更したパッチの内容を

有効にするには、必ずパッチを保存してください

（→P27）。 

NOTE
・プリアンプセクションの挿入位置として“Pre”
を選ぶと、MOD/EFX2モジュール以降の信号は
すべてステレオ処理されます。“Post”を選ぶと、
プリアンプセクションで信号がモノラルにまと
められます。

・プリアンプセクションの挿入位置は、A/Bチャ
ンネルで共通です。チャンネルごとに異なる位
置に挿入することはできません。

WAH/EFX1モジュールとプリアンプセクション

をそれぞれの位置に設定した場合、モジュールの

並びは下図のようになります。

Post      Post      –œ–œµµ–œ–œµµ
Chain     Chain     œ–ø–––œ–ø–––

パラメーターの値 パラメーター名
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AutoWah（オートワウ）

Auto Resonance（オートレゾナンス）

Delay（ディレイ）

Level

MixHiDampTime

Befr, Aftr

テンポシンク
表中に音符のマーク（　　）が表記されている場合は、パッチ固有のテンポに同期可能なパラメーターであ
ることを表わしています。対応するパラメーターの値として音符のマークを選んでおけば、パッチ固有のテ
ンポを基準にして、そのパラメーターの値が音符単位で同期します（→P35）。

エクスプレッションペダル
表中にペダルアイコン（　　　）が表記されている場合は、内蔵エクスプレッションペダルでコントロール可
能なパラメーターであることを示しています。エクスプレッションペダルのコントロール先として該当するパ
ラメーターを指定しておけば（→P30）、そのパッチを選んだときにエクスプレッションペダルでリアルタイム
コントロールできます。なお、ペダルアイコンが表記されたパラメーターは、ARRM機能のコントロール先と
しても選択できます。

ディレイタップ／ホールドディレイ／ディレイミュート
表中にTAP（　　　）、HOLD（　　　　）、MUTE（　　　　 ）のマークが表記されている場合は、それぞ
れファンクションフットスイッチを使って“ディレイタイムの指定”（TAP）、“ホールドディレイ機能のオン／オ
フ切り替え”（HOLD）、“DELAYモジュールの入力のミュートオン／オフ切り替え”（MUTE）が可能なエフ
ェクトであることを示しています。これらの機能が利用できるのはDELAYモジュールのみです。
これらの機能を利用するには、ファンクションフットスイッチに対応する機能を割り当てておき（→P34）、さら
にそのエフェクトタイプを有効にしておく必要があります。

エフェクトモジュール

エフェクトタイプ

エフェクトパラメーター1～4
そのエフェクトタイプが選ばれているときに、パラメーターノブ1～4で操
作可能なエフェクトパラメーターと、その設定値の範囲を表します。なお、
エフェクトパラメーターによっては、プリアンプセクションのノブを使って操
作するものもあります。

エフェクトタイプとパラメーター

パラメーターリストの見方

エフェクトタイプとパラメーター 
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CCCCOOOOMMMMPPPP（（（（ココココンンンンププププレレレレッッッッササササーーーー））））モモモモジジジジュュュューーーールルルル
高いレベルの信号を抑え、低いレベルの信号を持ち上げて、全体の信号レベルを圧縮するコン
プレッサーです。

CCCCoooommmmpppprrrreeeessssssssoooorrrr（（（（ココココンンンンププププレレレレッッッッササササーーーー））））
MXR Dynacomp風のコンプレッサーです。 

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

SSSSeeeennnnsssseeee（（（（セセセセンンンンスススス）））） 0～10
AAAAttttttttaaaacccckkkk
（（（（アアアアタタタタッッッックククク））））

Fast, Slow TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10 LLLLeeeevvvveeeellll（（（（レレレレベベベベルルルル）））） 2～100

コンプレッサーの感度を設定
します。値が大きいほど感度
が高くなります。

コンプレッサーの立ち上がり
速度をFast（高速）または
Slow（低速）から選びます。

音質を調節します。 モジュール通過後のレベルを
調節します。

RRRRaaaacccckkkkCCCCoooommmmpppp（（（（ララララッッッッククククココココンンンンププププ））））
Compressorよりも細かい調節の可能なコンプレッサーです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4
TTTThhhhrrrreeeesssshhhhoooolllldddd
（（（（ススススレレレレッッッッシシシショョョョルルルルドドドド））））

0～50 RRRRaaaattttiiiioooo（（（（レレレレシシシシオオオオ）））） 1～10 AAAAttttttttaaaacccckkkk
（（（（アアアアタタタタッッッックククク））））

1～10 LLLLeeeevvvveeeellll（（（（レレレレベベベベルルルル）））） 2～100

コンプレッサーが動作する基
準レベルを設定します。

コンプレッサーによる圧縮の
比率を調節します。

コンプレッサーの立ち上がり
速度を調節します。

モジュール通過後のレベルを
調節します。

LLLLiiiimmmmiiiitttteeeerrrr（（（（リリリリミミミミッッッッタタタターーーー））））
入力信号が一定のレベルを越えたときに圧縮するリミッターです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4
TTTThhhhrrrreeeesssshhhhoooolllldddd
（（（（ススススレレレレッッッッシシシショョョョルルルルドドドド））））

0～50 RRRRaaaattttiiiioooo（（（（レレレレシシシシオオオオ）））） 1～10
RRRReeeelllleeeeaaaasssseeee
（（（（リリリリリリリリーーーースススス））））

1～10 LLLLeeeevvvveeeellll（（（（レレレレベベベベルルルル）））） 2～100

リミッターの動作する基準レ
ベルを設定します。

リミッターによる圧縮の比率
を調節します。

信号が基準レベルを下回って
から、リミッターの効果が解
除されるまでの速さを調節し
ます。

モジュール通過後のレベルを
調節します。

WWWWAAAAHHHH////EEEEFFFFXXXX1111（（（（ワワワワウウウウ／／／／エエエエフフフフェェェェククククトトトト1111））））モモモモジジジジュュュューーーールルルル
ワウ／フィルター系エフェクト、リングモジューレーターやオクターブなどの特殊エフェクト
などを含むモジュールです。

AAAAuuuuttttooooWWWWaaaahhhh（（（（オオオオーーーートトトトワワワワウウウウ））））
ピッキングの強弱に応じてワウ効果がかかるエフェクトです。

AAAA----RRRReeeessssoooonnnnaaaannnncccceeee（（（（オオオオーーーートトトトレレレレゾゾゾゾナナナナンンンンスススス））））
ピッキングの強弱に応じてレゾナンスフィルターの周波数が動くエフェクトです。

上記2種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。 
PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

PPPPoooossssiiiittttiiiioooonnnn
（（（（ポポポポジジジジシシシショョョョンンンン））））

Befr, Aftr
SSSSeeeennnnsssseeee
（（（（セセセセンンンンスススス））））

－10 ～-1,
1～10

RRRReeeessssoooonnnnaaaannnncccceeee
（（（（レレレレゾゾゾゾナナナナンンンンスススス））））

0～10
LLLLeeeevvvveeeellll
（（（（レレレレベベベベルルルル））））

2～100

WAH/EFX1モジュールの接続
位置を選択します。Befr（プ
リアンプセクションの前）ま
たはAftr（プリアンプセクショ
ンの後）が選べます。

効果の感度を設定します。 クセの強さを設定します。 モジュール通過後のレベルを
調節します。

BBBBoooooooosssstttteeeerrrr（（（（ブブブブーーーーススススタタタターーーー））））
信号のゲインを上げて迫力あるサウンドを作るブースターです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

RRRRaaaannnnggggeeee（（（（レレレレンンンンジジジジ）））） 1～5 TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10 GGGGaaaaiiiinnnn
（（（（ゲゲゲゲイイイインンンン））））

0～10 LLLLeeeevvvveeeellll
（（（（レレレレベベベベルルルル））））

2～100

ブーストする周波数帯域を選
びます。 音質を調節します。 ブースト量を調節します。 モジュール通過後のレベルを

調節します。
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TTTTrrrreeeemmmmoooolllloooo（（（（トトトトレレレレモモモモロロロロ））））
音量を周期的に上下させるエフェクトです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

DDDDeeeepppptttthhhh
（（（（デデデデププププスススス））））

0～100
RRRRaaaatttteeee
（（（（レレレレイイイイトトトト））））

0～50 WWWWaaaavvvveeee
（（（（ウウウウェェェェーーーーブブブブ））））

UP 0～9,
DWN 0～
9, TRI 0～

9

LLLLeeeevvvveeeellll
（（（（レレレレベベベベルルルル））））

2～100

変調の深さを調節します。 変調の速さを調節します。

変調用の波形をUP（上昇ノコ
ギリ波）、DWN（下降ノコギ
リ波）、TRI（三角波）の中か
ら選びます。数値が大きいほ
ど波形の先端がクリップして、
効果が強調されます。

モジュール通過後のレベルを
調節します。

PPPPhhhhaaaasssseeeerrrr（（（（フフフフェェェェイイイイザザザザーーーー））））
音にシュワシュワした揺らぎを加えるエフェクトです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

PPPPoooossssiiiittttiiiioooonnnn
（（（（ポポポポジジジジシシシショョョョンンンン））））

Befr, Aftr RRRRaaaatttteeee
（（（（レレレレイイイイトトトト））））

0～50 CCCCoooolllloooorrrr（（（（カカカカララララーーーー）））） 1～4 LLLLeeeevvvveeeellll
（（（（レレレレベベベベルルルル））））

2～100

WAH/EFX1モジュールの接続
位置を選択します。Befr（プ
リアンプセクションの前）ま
たはAftr（プリアンプセクショ
ンの後）が選べます。

変調の速さを調節します。 音色のタイプを選択します。 モジュール通過後のレベルを
調節します。

RRRRiiiinnnngggg MMMMoooodddduuuullllaaaatttteeee（（（（リリリリンンンンググググモモモモジジジジュュュューーーーレレレレーーーータタタターーーー））））
金属的なサウンドを作り出すエフェクトです。Freqパラメーターの設定で音色がガラリと変わります。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

PPPPoooossssiiiittttiiiioooonnnn
（（（（ポポポポジジジジシシシショョョョンンンン））））

Befr, Aftr FFFFrrrreeeeqqqquuuueeeennnnccccyyyy
（（（（フフフフリリリリケケケケンンンンシシシシーーーー））））

1～50 BBBBaaaallllaaaannnncccceeee
（（（（ババババラララランンンンスススス））））

0～100 LLLLeeeevvvveeeellll
（（（（レレレレベベベベルルルル））））

2～100

WAH/EFX1モジュールの接続
位置を選択します。Befr（プ
リアンプセクションの前）ま
たはAftr（プリアンプセクショ
ンの後）が選べます。

変調に使用する周波数を設定
します。

原音とエフェクト音のバラン
スを調節します。

モジュール通過後のレベルを
調節します。

SSSSlllloooowwww AAAAttttttttaaaacccckkkk（（（（ススススロロロローーーーアアアアタタタタッッッックククク））））
いわゆるバイオリン奏法のように、1音1音の立ち上がりをゆるやかにするエフェクトです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4
PPPPoooossssiiiittttiiiioooonnnn
（（（（ポポポポジジジジシシシショョョョンンンン））））

Befr, Aftr TTTTiiiimmmmeeee
（（（（タタタタイイイイムムムム））））

1～50 CCCCuuuurrrrvvvveeee
（（（（カカカカーーーーブブブブ））））

0～10 LLLLeeeevvvveeeellll
（（（（レレレレベベベベルルルル））））

2～100

WAH/EFX1モジュールの接続
位置を選択します。Befr（プ
リアンプセクションの前）ま
たはAftr（プリアンプセクショ
ンの後）が選べます。

立ち上がりにかかる時間を調
節します。

立ち上がりの音量変化カーブ
を設定します。

モジュール通過後のレベルを
調節します。

PPPPeeeeddddaaaallll VVVVooooxxxx（（（（VVVVOOOOXXXX ペペペペダダダダルルルルワワワワウウウウ））））
VOX製のビンテージペダルワウのシミュレーションです。

PPPPeeeeddddaaaallll CCCCrrrryyyy（（（（CCCCRRRRYYYYBBBBAAAABBBBYYYY ペペペペダダダダルルルルワワワワウウウウ））））
ビンテージペダルワウCRYBABYのシミュレーションです。
上記2種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。 

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

PPPPoooossssiiiittttiiiioooonnnn
（（（（ポポポポジジジジシシシショョョョンンンン））））

Befr, Aftr FFFFrrrreeeeqqqquuuueeeennnnccccyyyy
（（（（フフフフリリリリケケケケンンンンシシシシーーーー））））

1～50 DDDDrrrryyyy MMMMiiiixxxx（（（（ドドドド
ラララライイイイミミミミッッッッククククスススス））））

0～10 LLLLeeeevvvveeeellll
（（（（レレレレベベベベルルルル））））

2～100

WAH/EFX1モジュールの接続
位置を選択します。Befr（プ
リアンプセクションの前）ま
たはAftr（プリアンプセクショ
ンの後）が選べます。

強調する周波数を設定します。
エクスプレッションペダルを
使わない場合は、ペダルを半
開きにした効果が得られます。

原音のミックス量を調節しま
す。

モジュール通過後のレベルを
調節します。
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PPPP----RRRReeeessssoooonnnnaaaannnncccceeee（（（（ペペペペダダダダルルルルレレレレゾゾゾゾナナナナンンンンスススス））））
クセの強い音色が得られるワウペダルです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

PPPPoooossssiiiittttiiiioooonnnn
（（（（ポポポポジジジジシシシショョョョンンンン））））

Befr, Aftr
FFFFrrrreeeeqqqquuuueeeennnnccccyyyy
（（（（フフフフリリリリケケケケンンンンシシシシーーーー））））

1～50
RRRReeeessssoooonnnnaaaannnncccceeee
（（（（レレレレゾゾゾゾナナナナンンンン
スススス））））

0～10
LLLLeeeevvvveeeellll
（（（（レレレレベベベベルルルル））））

2～100

WAH/EFX1モジュールの接続
位置を選択します。Befr（プ
リアンプセクションの前）ま
たはAftr（プリアンプセクショ
ンの後）が選べます。

変調に使用する周波数を設定
します。

クセの強さを設定します。 モジュール通過後のレベルを
調節します。

OOOOccccttttaaaavvvveeee（（（（オオオオククククタタタターーーーブブブブ））））
原音に1オクターブ下のエフェクト音を加える効果です。 

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

OOOOccccttttLLLLeeeevvvveeeellll
（（（（オオオオククククタタタターーーーブブブブ
レレレレベベベベルルルル））））

0～100
DDDDrrrryyyyLLLLeeeevvvveeeellll
（（（（ドドドドラララライイイイレレレレベベベベ
ルルルル））））

0～100 TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10 LLLLeeeevvvveeeellll
（（（（レレレレベベベベルルルル））））

2～100

1オクターブ下のエフェクト音
の音量を調節します。 原音の音量を調節します。 音質を調節します。

モジュール通過後のレベルを
調節します。

ZZZZNNNNRRRR（（（（ズズズズーーーームムムムノノノノイイイイズズズズリリリリダダダダククククシシシショョョョンンンン））））モモモモジジジジュュュューーーールルルル
無演奏時のノイズをカットするモジュールです。ノイズ成分のみを軽減させるノイズリダク
ションと、無演奏時に音をカットするノイズゲートが選べます。

ZZZZNNNNRRRR(((( ズズズズーーーームムムムノノノノイイイイズズズズリリリリダダダダククククシシシショョョョンンンン））））
音色を損なわずに無演奏時のノイズを抑えるズーム独自のノイズリダクションです。

NNNNooooiiiisssseeee GGGGaaaatttteeee(((( ノノノノイイイイズズズズゲゲゲゲーーーートトトト））））
無演奏時に信号をカットするノイズゲートです。

DDDDiiiirrrrttttyyyy GGGGaaaatttteeee(((( ダダダダーーーーテテテティィィィゲゲゲゲーーーートトトト））））
ゲートの閉じ方が特徴的なビンテージ風のゲートです。
上記3種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。 

PARM1

TTTThhhhrrrreeeesssshhhhoooolllldddd
（（（（ススススレレレレッッッッシシシショョョョルルルルドドドド））））

1～16

感度を設定します。音の消え際が不自然にならない範囲で、最
もノイズが少なくなる値に設定します。
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PPPPRRRREEEE AAAAMMMMPPPP（（（（ププププリリリリアアアアンンンンププププ））））モモモモジジジジュュュューーーールルルル
35種類の歪みとアコースティックシミュレーターが選べるモジュールです。エディットモード
でこのモジュールを操作するときは、プリアンプセクションの[GAIN]ノブと[LEVEL] ノブ、およ
びパラメーターノブ1／2を使用します。なお、このモジュールでは、エフェクトタイプごとに
モデリングのアルゴリズムが2種類ずつ（ライブパフォーマンス用とダイレクト録音用）ありま
す。これらのアルゴリズムは、CABINETモジュールのオン／オフに応じて自動的に切り替わり
ます（→P51）。

FFFFDDDD CCCClllleeeeaaaannnn（（（（FFFFDDDD ククククリリリリーーーーンンンン）））） VVVVXXXX CCCClllleeeeaaaannnn（（（（VVVVXXXX ククククリリリリーーーーンンンン））））
さまざまなジャンルのギタリストに愛されるFENDER
TwinReverb（'65）のクリーンサウンドです。 A級動作のコンボアンプVOX AC30のクリーンサウンドです。

JJJJCCCC CCCClllleeeeaaaannnn（（（（JJJJCCCC ククククリリリリーーーーンンンン）））） HHHHWWWW CCCClllleeeeaaaannnn（（（（HHHHWWWW ククククリリリリーーーーンンンン））））
クリアなサウンドと内蔵コーラスによる拡がり感が人気の
ROLAND JCシリーズのクリーンサウンドです。

イギリスの伝統的なオールチューブアンプHIWATT custom100
のクリーンサウンドです。

MMMMSSSS CCCCrrrruuuunnnncccchhhh（（（（MMMMSSSS ククククラララランンンンチチチチ）））） UUUUKKKK BBBBlllluuuueeeessss（（（（UUUUKKKK ブブブブルルルルーーーースススス））））
クリーンからクランチまで変化するMARSHALLのスタックア
ンプJMC800のクランチサウンドです。

MARSHALLの30Wコンボアンプ1962 Bluesbreakerのクラ
ンチサウンドです。

UUUUSSSS BBBBlllluuuueeeessss（（（（UUUUSSSS ブブブブルルルルーーーースススス）））） TTTTwwwweeeeeeeedddd BBBBaaaassssssss（（（（ツツツツイイイイーーーードドドド ベベベベーーーースススス））））

FENDER Tweed Deluxe '53のクランチサウンドです。
存在感のある音が特徴的なベースアンプFENDER　BASSMAN
のクランチサウンドです。

BBBBGGGG CCCCrrrruuuunnnncccchhhh（（（（BBBBGGGG ククククラララランンンンチチチチ）））） VVVVXXXX CCCCrrrruuuunnnncccchhhh（（（（VVVVXXXX ククククラララランンンンチチチチ））））
MESA BOOGIEのコンボアンプMkIIIのクランチサウンドです。 A級動作のコンボアンプVOX AC30TBXのクランチサウンドです。

ZZZZ CCCCoooommmmbbbboooo（（（（ズズズズーーーームムムムココココンンンンボボボボ）））） MMMMSSSS DDDDrrrr iiiivvvveeee（（（（MMMMSSSS ドドドドラララライイイイブブブブ））））

ズームオリジナルのコンボアンプのクランチサウンドです。
MARSHALLのスタックアンプJCM2000のハイゲインサウンド
です。

BBBBGGGG DDDDrrrriiii vvvveeee（（（（BBBBGGGG ドドドドラララライイイイブブブブ）））） PPPPVVVV DDDDrrrr iiiivvvveeee（（（（PPPPVVVV ドドドドラララライイイイブブブブ））））
MESA BOOGIE Dual Rectifierのチャンネル2（Vintageモー
ド）を使ったハイゲインサウンドです。

世界的なハードロックギタリストと共同開発されたPEAVY
5150のハイゲインサウンドです。

HHHHKKKK DDDDrrrriiii vvvveeee（（（（HHHHKKKK ドドドドラララライイイイブブブブ）））） DDDDZZZZ DDDDrrrr iiiivvvveeee（（（（DDDDZZZZドドドドラララライイイイブブブブ））））
HUGHES&KETTNERのフラッグシップモデルTRIAMP MKII
のハイゲインサウンドです。

独立3チャンネルのコントロールが可能なドイツのハンドメイド
ギターアンプDiezel Herbertのハイゲインサウンドです。

ZZZZ SSSSttttaaaacccckkkk（（（（ズズズズーーーームムムムススススタタタタッッッックククク）））） OOOOvvvveeeerrrrDDDDrrrr iiiivvvveeee（（（（オオオオーーーーババババーーーードドドドラララライイイイブブブブ））））

ズームオリジナルのヘッドアンプのハイゲインサウンドです。
世界ではじめて“オーバードライブ”の名を冠したコンパクトエ
フェクターBOSS OD-1のモデリングです。

TTTTSSSS888800008888（（（（TTTTSSSS888800008888）））） CCCCeeeennnnttttaaaauuuurrrr（（（（ケケケケンンンンタタタタウウウウルルルルスススス））））
多くのギタリストがブースターとして愛用し、さまざまなクロー
ンモデルを生んだIBANEZ TS808のモデリングです。 多くのプロに愛用されているKLON Centaurのモデリングです。

GGGGuuuuvvvv''''nnnnoooorrrr（（（（GGGGUUUUVVVV''''NNNNOOOORRRR デデデディィィィスススストトトトーーーーシシシショョョョンンンン）））） RRRRAAAATTTT（（（（ララララッッッットトトト））））

MARSHALLの歪み系エフェクター Guv'norのモデリングです。 エッジの効いたディストーションサウンドで人気があるPROCO
RATのモデリングです。

DDDDSSSS----1111（（（（DDDDSSSS----1111）））） ddddiiii sssstttt ++++（（（（デデデディィィィスススストトトトーーーーシシシショョョョンンンンププププララララスススス））））
超ロングセラーとなったBOSSのディストーションDS-1のモデ
リングです。

世界中にディストーションの名を広めたエフェクターMXR　
distortion +のモデリングです。

HHHHoooottttBBBBooooxxxx（（（（ホホホホッッッットトトトボボボボッッッッククククスススス）））） FFFFuuuuzzzzzzzzFFFFaaaacccceeee（（（（フフフファァァァズズズズフフフフェェェェイイイイスススス））））
真空管を内蔵したコンパクトプリアンプMATCHLESS
HOTBOXのモデリングです。

ユーモラスなパネルデザインと破壊的なサウンドでロックの歴史
に名を刻んだFUZZ FACEのモデリングです。

BBBBiiiiggggMMMMuuuuffffffff（（（（ビビビビッッッッググググママママフフフフ）））） MMMMeeeettttaaaallllZZZZoooonnnneeee（（（（メメメメタタタタルルルルゾゾゾゾーーーーンンンン））））
太くて甘いファズサウンドが数々の有名アーティストに愛され
た、ELECTRO HARMONICS BigMuffのモデリングです。

ロングサスティンと迫力ある中低音が特徴のBOSSMETAL
ZONEのモデリングです。
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TTTTSSSS++++FFFF____CCCCmmmmbbbb（（（（TTTTSSSS ＋＋＋＋FFFF ココココンンンンボボボボ）））） SSSSDDDD++++MMMM____SSSSttttkkkk（（（（SSSSDDDD ＋＋＋＋MMMM ススススタタタタッッッックククク））））
FENDERコンボアンプとIBANEZ TS-9とを組み合わせたサウ
ンドです。

MARSHALLスタックアンプとBOSS　SD-1とを組み合わせた
サウンドです。

FFFFZZZZ++++MMMM____SSSSttttkkkk（（（（FFFFuuuuzzzzzzzz ＋＋＋＋MMMM ススススタタタタッッッックククク）））） ZZZZ OOOODDDD（（（（ズズズズーーーームムムムオオオオーーーーババババーーーードドドドラララライイイイブブブブ））））
FuzzFaceとMARSHALLスタックアンプを組み合わせたサウン
ドです。

ナチュラルな歪みが得られるズームオリジナルのオーバードライ
ブです。

EEEExxxxttttrrrreeeemmmmeeee DDDDSSSS（（（（エエエエククククスススストトトトリリリリーーーームムムムデデデディィィィスススストトトトーーーーシシシショョョョンンンン）））） DDDDiiiiggggiiiiFFFFuuuuzzzzzzzz（（（（デデデディィィィジジジジフフフファァァァズズズズ））））
歪みエフェクトとして世界最強のゲインを誇るハイゲインサウン
ドです。 アクの強いハイゲインファズサウンドです。

ZZZZ CCCC lllleeeeaaaannnn（（（（ZZZZククククリリリリーーーーンンンン））））
ズームオリジナルのクセのないクリーンサウンドです。
上記35種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。 

GAIN LEVEL

GGGGaaaaiiiinnnn
((((ゲゲゲゲイイイインンンン））））

0～100 LLLLeeeevvvveeeellll
（（（（レレレレベベベベルルルル））））

1～100

プリアンプのゲイン（歪みの
深さ）を調節します。

モジュール通過後のレベルを
調節します。 

PARM1 PARM2
TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～30 CCCChhhhaaaaiiiinnnn（（（（チチチチェェェェイイイインンンン）））） Pre, Post

音質を調節します。

プリアンプセクションの挿入
位置を選択します。Pre
（MOD/EFX2モジュールの前）
またはPost（DELAYモ
ジュールの後）が選べます。

AAAAccccoooo....SSSSiiiimmmm（（（（アアアアココココーーーースススステテテティィィィッッッッククククシシシシミミミミュュュュレレレレーーーータタタターーーー））））
エレクトリックギターの音色をアコースティックギター風に変え
るエフェクトです。 

GAIN LEVEL
TTTToooopppp
（（（（トトトトッッッッププププ））））

0～10 LLLLeeeevvvveeeellll
（（（（レレレレベベベベルルルル））））

1～100

アコースティックギター特有
の弦の響きを調節します。

モジュール通過後のレベルを
調節します。 

PARM1 PARM2

BBBBooooddddyyyy（（（（ボボボボデデデディィィィ）））） 0～10 CCCChhhhaaaaiiiinnnn（（（（チチチチェェェェイイイインンンン）））） Pre, Post

アコースティックギター特有
の胴の響きを調節します。

プリアンプセクションの挿入
位置を選択します。Pre
（MOD/EFX2モジュールの前）
またはPost（DELAYモ
ジュールの後）が選べます。

EEEEQQQQ（（（（イイイイココココラララライイイイザザザザーーーー））））モモモモジジジジュュュューーーールルルル
6バンドのイコライザーです。エディットモードでこのモジュールを操作するときは、プリア
ンプセクションの[BASS] ノブ、[MIDDLE]ノブ、[TREBLE]ノブ、[PRESENCE]ノブ、および
パラメーターノブ3／4を使用します。  

BASS MIDLE TREBLE PRESENCE

BBBBaaaassssssss（（（（ベベベベーーーースススス））））
±12　
160Hz MMMMiiiiddddddddlllleeee（（（（ミミミミドドドドルルルル））））

±12　
800Hz

TTTTrrrreeeebbbblllleeee
（（（（トトトトレレレレブブブブルルルル））））

±12　
3.2kHz

PPPPrrrreeeesssseeeennnncccceeee
（（（（ププププレレレレゼゼゼゼンンンンスススス））））

±12　
6.4kHz

低音域のブースト／カット量
を調節します。

中音域のブースト／カット量
を調節します。

高音域のブースト／カット量
を調節します。

超高音域のブースト／カット
量を調節します。 

PARM3 PARM4

LLLLoooowwww----MMMMiiiidddd
（（（（ロロロローーーーミミミミッッッッドドドド））））

±12　
400Hz

HHHHaaaarrrrmmmmoooonnnniiiiccccssss
（（（（ハハハハーーーーモモモモニニニニククククスススス））））

±12　
12kHz

中低音域のブースト／カット
量を調節します。

倍音域のブースト／カット量
を調節します。
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CCCCAAAABBBBIIIINNNNEEEETTTT（（（（キキキキャャャャビビビビネネネネッッッットトトト））））モモモモジジジジュュュューーーールルルル
アンプキャビネットをマイクで収音したサウンドをシミュレート
するキャビネットシミュレーターです。マイクの種類や位置も設
定できます。なお、このモジュールのオン／オフに応じて、PRE-
AMP モジュールで使用されるアルゴリズムが自動的に切り替わり
ます（→P51）。 

PARM1 PARM2 PARM3

MMMMiiiicccc TTTTyyyyppppeeee
（（（（ママママイイイイククククタタタタイイイイププププ））））

Dyna,
Cond

MMMMiiiicccc PPPPoooossssiiii
（（（（ママママイイイイククククポポポポジジジジシシシショョョョンンンン））））

0～2 DDDDeeeepppptttthhhh（（（（デデデデププププスススス）））） 0～2

マイクの種類を選びます。
Dynaではダイナミックマイ
ク、Condではコンデンサーマ
イクをシミュレートした周波
数特性が得られます。

マイクの収音位置による特性
の違いを次の中から選びます。
0：スピーカーの中心にマイク
を向けたときの特性
1：スピーカーの中心とエッジ
の中間にマイクを向けたとき
の特性　
2：スピーカーのエッジにマイ
クを向けたときの特性

効果の深さを調節します。

MMMMOOOODDDD////EEEEFFFFXXXX2222（（（（モモモモジジジジュュュュレレレレーーーーシシシショョョョンンンン／／／／エエエエフフフフェェェェククククトトトト2222））））モモモモジジジジュュュューーーールルルル
コーラス、フランジャーなどの変調系エフェクト、ディレイ系エフェクト、ピッチシフト系エ
フェクトを含むモジュールです。

CCCChhhhoooorrrruuuussss（（（（ココココーーーーララララスススス））））
原音にピッチを揺らしたエフェクト音をミックスし、揺れや厚みを加えるエフェクトです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

DDDDeeeepppptttthhhh（（（（デデデデププププスススス）））） 0～100
RRRRaaaatttteeee
（（（（レレレレイイイイトトトト））））

1～50 TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10
MMMMiiiixxxx
（（（（ミミミミッッッッククククスススス））））

0～100

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 音質を調節します。 原音に対するエフェクト音の
ミックス量を調節します。

SSSSTTTT----CCCChhhhoooorrrruuuussss（（（（スススステテテテレレレレオオオオココココーーーーララララスススス））））
クリアな音質のステレオコーラスです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

DDDDeeeepppptttthhhh
（（（（デデデデププププスススス））））

0～100 RRRRaaaatttteeee
（（（（レレレレイイイイトトトト））））

1～50 TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10 MMMMiiiixxxx
（（（（ミミミミッッッッククククスススス））））

0～100

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 音質を調節します。 原音に対するエフェクト音の
ミックス量を調節します。

EEEEnnnnsssseeeemmmmbbbblllleeee（（（（アアアアンンンンササササンンンンブブブブルルルル））））
立体的な動きが特徴のコーラスアンサンブルです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

DDDDeeeepppptttthhhh（（（（デデデデププププスススス）））） 0～100 RRRRaaaatttteeee（（（（レレレレイイイイトトトト）））） 1～50 TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10 MMMMiiiixxxx
（（（（ミミミミッッッッククククスススス））））

0～100

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 音質を調節します。 原音に対するエフェクト音の
ミックス量を調節します。

FFFFllllaaaannnnggggeeeerrrr（（（（フフフフラララランンンンジジジジャャャャーーーー））））
音に揺れと強烈なうねりを加えるエフェクトです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

DDDDeeeepppptttthhhh
（（（（デデデデププププスススス））））

0～100 RRRRaaaatttteeee
（（（（レレレレイイイイトトトト）））） 0～50

RRRReeeessssoooonnnnaaaannnncccceeee
（（（（レレレレゾゾゾゾナナナナンンンンスススス））））

－10～ｰ1,
0,

1～10

MMMMaaaannnnuuuuaaaallll
（（（（ママママニニニニュュュュアアアアルルルル））））

0～100

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 変調のクセの強さを設定しま
す。

効果のかかる周波数帯域を調
節します。
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PPPPiiiittttcccchhhh SSSShhhhiiiifffftttt（（（（ピピピピッッッッチチチチシシシシフフフフタタタターーーー））））
ピッチを上下にシフトさせるエフェクトです。 

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

SSSShhhhiiiifffftttt（（（（シシシシフフフフトトトト））））
－12～
－1, 0,

1～12, 24
TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10 FFFFiiiinnnneeee（（（（フフフファァァァイイイインンンン））））－25～25 BBBBaaaallllaaaannnncccceeee

（（（（ババババラララランンンンスススス））））
0～100

ピッチシフト量を半音単位で
設定します。 音質を調節します。

ピッチシフト量をセント（1/
100半音）単位で微調節しま
す。

原音とエフェクト音のバラン
スを調節します。

PPPPeeeeddddaaaallll PPPPiiiittttcccchhhh（（（（ペペペペダダダダルルルルピピピピッッッッチチチチ））））
エクスプレッションペダルを使ってピッチをリアルタイムに変化させるエフェクトです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

CCCCoooolllloooorrrr（（（（カカカカララララーーーー）））） 1～8 MMMMooooddddeeee（（（（モモモモーーーードドドド）））） Up, Down TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10
PPPPddddllllPPPPoooossssiiii
（（（（ペペペペダダダダルルルルポポポポジジジジ
シシシショョョョンンンン））））

0～100

エクスプレッションペダルに
よるピッチ変化のタイプを選
択します（別表1を参照）。

ピッチが変化する方向をUp
（上向き）またはDown（下向
き）の中から選びます。

音質を調節します。

ピッチシフト量を設定します。
Colorの設定によっては、原音
とエフェクト音のバランスも
同時に変化します。

【別表1】

VVVViiiibbbbeeee（（（（ビビビビブブブブララララーーーートトトト））））
自動的にビブラートのかかるエフェクトです。 

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

DDDDeeeepppptttthhhh
（（（（デデデデププププスススス））））

0～100 RRRRaaaatttteeee
（（（（レレレレイイイイトトトト））））

0 ～50 TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10 BBBBaaaallllaaaannnncccceeee
（（（（ババババラララランンンンスススス））））

0～100

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 音質を調節します。 原音とエフェクト音のバラン
スを調節します。

SSSStttteeeepppp（（（（スススステテテテッッッッププププ））））
音色が階段状に変化する特殊エフェクトです。 

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

DDDDeeeepppptttthhhh
（（（（デデデデププププスススス））））

0～100 RRRRaaaatttteeee
（（（（レレレレイイイイトトトト））））

0 ～50 RRRReeeessssoooonnnnaaaannnncccceeee
（（（（レレレレゾゾゾゾナナナナンンンンスススス））））

0～10 SSSShhhhaaaappppeeee
（（（（シシシシェェェェイイイイププププ））））

0～10

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 変調のクセの強さを設定しま
す。

エフェクト音のエンベロープ
を設定します。

Up
Down
Up

Down
Up

Down
Up

Down

1

2

3

4

－100 Cent
原音のみ
ダブリング

デチューン＋原音
0 Cent

＋1オクターブ
0 Cent

－2オクターブ

原音のみ
－100 Cent

デチューン＋原音
ダブリング

＋1オクターブ
0 Cent

－2オクターブ
0 Cent

ペダル最大値ペダル最小値Color Mode

Up
Down
Up

Down
Up

Down
Up

Down

5

6

7

8

－1オクターブ＋原音
＋1オクターブ＋原音
－700 Cent＋原音
＋500 Cent＋原音
－∞（0Hz）＋原音
＋1オクターブ

－∞（0Hz）＋原音
＋1オクターブ＋原音

＋1オクターブ＋原音
－1オクターブ＋原音
＋500 Cent＋原音
－700 Cent＋原音
＋1オクターブ

－∞（0Hz）＋原音
＋1オクターブ＋原音
－∞（0Hz）＋原音

ペダル最大値ペダル最小値Color Mode
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DDDDeeeellllaaaayyyy（（（（デデデディィィィレレレレイイイイ））））
ディレイタイムが最長2000mSのディレイです。

TTTTaaaappppeeee EEEEcccchhhhoooo（（（（テテテテーーーーププププエエエエココココーーーー））））
テープエコーの効果をシミュレートしたエフェクトです。
上記2種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。 

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

TTTTiiiimmmmeeee（（（（タタタタイイイイムムムム））））
1～
2000
mS

FFFFeeeeeeeeddddBBBBaaaacccckkkk
（（（（フフフフィィィィーーーードドドド
ババババッッッックククク））））

0～100 HHHHiiiiDDDDaaaammmmpppp
（（（（ハハハハイイイイダダダダンンンンププププ））））

0～10 MMMMiiiixxxx
（（（（ミミミミッッッッククククスススス））））

0～100

ディレイタイムを設定します。

フィードバック量を調節しま
す。値が大きいほど、ディレ
イ音の繰り返し回数が多くな
ります。

ディレイ音の高音域の減衰量
を調節します。値が小さいほ
ど、ディレイ音が柔らかい音
色になります。

原音に対するエフェクト音の
ミックス量を調節します。

DDDDyyyynnnnaaaammmmiiiicccc DDDDeeeellllaaaayyyy(((( ダダダダイイイイナナナナミミミミッッッッククククデデデディィィィレレレレイイイイ））））
入力信号のレベルに応じてエフェクト音の音量が変化するダイナミックディレイです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

TTTTiiiimmmmeeee（（（（タタタタイイイイムムムム））））
1～
2000
mS

AAAAmmmmoooouuuunnnntttt
（（（（アアアアママママウウウウンンンントトトト））））

0～100
FFFFeeeeeeeeddddBBBBaaaacccckkkk
（（（（フフフフィィィィーーーードドドド
ババババッッッックククク））））

0～100 SSSSeeeennnnsssseeee
（（（（セセセセンンンンスススス））））

－10～
－1,

1～10

ディレイタイムを設定します。
原音に対するエフェクト音の
ミックス量を調節します。

フィードバック量を調節しま
す。

効果の感度を調節します。プ
ラスの値では入力信号が大き
いほどエフェクト音のレベル
が上がり、マイナスの値では
下がります。

DDDDyyyynnnnaaaammmmiiiicccc FFFFllllaaaannnngggg(((( ダダダダイイイイナナナナミミミミッッッッククククフフフフラララランンンンジジジジャャャャーーーー））））
入力信号のレベルに応じてエフェクト音の音量が変化するダイナミックフランジャーです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

DDDDeeeepppptttthhhh
（（（（デデデデププププスススス））））

0～100 RRRRaaaatttteeee
（（（（レレレレイイイイトトトト））））

0～50
RRRReeeessssoooonnnnaaaannnncccceeee
（（（（レレレレゾゾゾゾナナナナンンンン
スススス））））

－10～
－1, 0,
1～10

SSSSeeeennnnsssseeee
（（（（セセセセンンンンスススス））））

－10～
－1,

1～10

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 変調のクセの強さを設定しま
す。

効果の感度を調節します。プ
ラスの値では入力信号が大き
いほどエフェクト音のレベル
が上がり、マイナスの値では
下がります。

MMMMoooonnnnoooo PPPPiiiittttcccchhhh（（（（モモモモノノノノピピピピッッッッチチチチ））））
モノフォニック（単音弾き）専用の音揺れの少ないピッチシフターです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

SSSShhhhiiiifffftttt（（（（シシシシフフフフトトトト））））
－24～
＋24

TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10 FFFFiiiinnnneeee（（（（フフフファァァァイイイインンンン））））－25～25 BBBBaaaallllaaaannnncccceeee
（（（（ババババラララランンンンスススス））））

0～100

ピッチシフト量を半音単位で
設定します。 音質を調節します。

ピッチシフト量をセント（1/
100半音）単位で微調節しま
す。

原音とエフェクト音のバラン
スを調節します。

HHHH....PPPP....SSSS（（（（ハハハハーーーーモモモモナナナナイイイイズズズズドドドドピピピピッッッッチチチチシシシシフフフフタタタターーーー））））
設定されたキーやスケールに応じてピッチをシフトしたエフェクト音を出力する、インテリジェントなピッチシフターです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

SSSSccccaaaalllleeee
（（（（ススススケケケケーーーールルルル））））

－6, －5,
－4, －3,
－m, m, 3,
4, 5, 6

KKKKeeeeyyyy（（（（キキキキーーーー））））

C, C＃, D,　
D＃, E, F,
F ＃, G,
G＃, A,
A＃, Ｂ

TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10 MMMMiiiixxxx
（（（（ミミミミッッッッククククスススス））））

0～100

原音に加えるピッチシフト音
の音程を指定します（別表2を
参照）。

ピッチシフトに使用するス
ケールのトニック（主音）を
指定します。

音質を調節します。
原音に対するエフェクト音の
ミックス量を調節します。
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PPPPddddllll MMMMoooonnnnoooo PPPPiiiittttcccchhhh（（（（ペペペペダダダダルルルルモモモモノノノノピピピピッッッッチチチチ））））
モノフォニック（単音弾き）専用の、エクスプレッションペダルを使ってピッチをリアルタイムに変化させるエフェクトです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

CCCCoooolllloooorrrr（（（（カカカカララララーーーー）））） 1～8 MMMMooooddddeeee（（（（モモモモーーーードドドド）））） Up, Down TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10
PPPPddddllllPPPPoooossssiiii
（（（（ペペペペダダダダルルルルポポポポジジジジ
シシシショョョョンンンン））））

0～100

エクスプレッションペダルに
よるピッチ変化のタイプを選
択します（別表1を参照）。

ピッチが変化する方向をUp
（上向き）またはDown（下向
き）の中から選びます。

音質を調節します。

ピッチシフト量を設定します。
Colorの設定によっては、原音
とエフェクト音のバランスも
同時に変化します。

CCCCrrrryyyy（（（（ククククラララライイイイ））））
音色がトーキングモジュレーター風に変化するエフェクトです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

RRRRaaaannnnggggeeee
((((レレレレンンンンジジジジ））））

1～10
RRRReeeessssoooonnnnaaaannnncccceeee
（（（（レレレレゾゾゾゾナナナナンンンン
スススス））））

0～10 SSSSeeeennnnsssseeee
（（（（セセセセンンンンスススス））））

－10～
－1,

1～10

BBBBaaaallllaaaannnncccceeee
（（（（ババババラララランンンンスススス））））

0～100

効果のかかる周波数帯域を調
節します。

効果のクセの強さを設定しま
す。 効果の感度を調節します。 原音とエフェクト音のバラン

スを調節します。

RRRReeeevvvveeeerrrrsssseeee DDDDeeeellllaaaayyyy（（（（リリリリババババーーーーススススデデデディィィィレレレレイイイイ））））
エフェクト音が逆回転風に再生される、特殊なディレイです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

TTTTiiiimmmmeeee（（（（タタタタイイイイムムムム））））
10～
１000

FFFFeeeeeeeeddddBBBBaaaacccckkkk
（（（（フフフフィィィィーーーードドドド
ババババッッッックククク））））

0～100 HHHHiiiiDDDDaaaammmmpppp
（（（（ハハハハイイイイダダダダンンンンププププ））））

0～10 BBBBaaaallllaaaannnncccceeee
（（（（ババババラララランンンンスススス））））

0～100

ディレイタイムを設定します。 フィードバック量を調節しま
す。

ディレイ音の高音域の減衰量
を調節します。

原音とエフェクト音のバラン
スを調節します。

BBBBeeeennnndddd CCCChhhhoooorrrruuuussss（（（（ベベベベンンンンドドドドココココーーーーララララスススス））））
入力信号からトリガーを検出し、1音1音のピッチをベンディングするエフェクトです。 

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

DDDDeeeepppptttthhhh
（（（（デデデデププププスススス））））

－50～50 AAAAttttttttaaaacccckkkk
（（（（アアアアタタタタッッッックククク））））

1～10 RRRReeeelllleeeeaaaasssseeee
（（（（リリリリリリリリーーーースススス））））

1～10 BBBBaaaallllaaaannnncccceeee
（（（（ババババラララランンンンスススス））））

0～100

効果の深さを設定します。

ベンド効果の立ち上がりにか
かる時間を設定します。値が
大きいほど立ち上がりが遅く
なります。

ベンド効果の減衰にかかる時
間を設定します。値が大きい
ほど減衰が遅くなります。

原音とエフェクト音のバラン
スを調節します。

【別表2】
設定値 使用するスケール 度数 設定値 使用するスケール 度数
－6

メジャースケール

6度下 3

メジャースケール

3度上
－5 5度下 4 4度上

－4 4度下 5 5度上
－3 3度下 6 6度上
－m

マイナースケール
3度下

m 3度上
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CCCCoooommmmbbbb FFFFiiiilllltttteeeerrrr（（（（ココココムムムムフフフフィィィィルルルルタタタターーーー））））
フランジャーの変調を固定することで生じるクシ型フィルターをイコライザー的に利用するエフェクトです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

FFFFrrrreeeeqqqquuuueeeennnnccccyyyy
（（（（フフフフリリリリケケケケンンンンシシシシーーーー））））

1～50
RRRReeeessssoooonnnnaaaannnncccceeee
（（（（レレレレゾゾゾゾナナナナンンンン
スススス））））

－10～10 HHHHiiiiDDDDaaaammmmpppp
（（（（ハハハハイイイイダダダダンンンンププププ））））

0～10 MMMMiiiixxxx
（（（（ミミミミッッッッククククスススス））））

0～100

強調する周波数を設定します。
効果のクセの強さを設定しま
す。

エフェクト音の高音域の減衰
量を調節します。

原音に対するエフェクト音の
ミックス量を調節します。

ＡＡＡＡiiii rrrr（（（（エエエエアアアアーーーー））））
部屋鳴りの空気感を再現し、空間的な奥行きを与えます。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

SSSSiiiizzzzeeee（（（（ササササイイイイズズズズ）））） 1～100
RRRReeeefffflllleeeexxxx（（（（リリリリ
フフフフレレレレッッッッククククスススス）））） 0～10 TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10

MMMMiiiixxxx
（（（（ミミミミッッッッククククスススス）））） 0～100

空間の広さを設定します。
壁からの反射音の量を設定し
ます。 音質を調節します。

原音に対するエフェクト音の
ミックス量を調節します。

DDDDEEEELLLLAAAAYYYY（（（（デデデディィィィレレレレイイイイ））））モモモモジジジジュュュューーーールルルル

ホールド機能が利用可能なディレイモジュールです。

DDDDeeeellllaaaayyyy（（（（デデデディィィィレレレレイイイイ））））
最長5000mSのロングディレイに対応したディレイです。

PPPPiiiinnnnggggPPPPoooonnnnggggDDDDllllyyyy（（（（ピピピピンンンンポポポポンンンンデデデディィィィレレレレイイイイ））））
左右の出力からディレイ音が交互に出力されるピンポンディレイです。

EEEEcccchhhhoooo（（（（エエエエココココーーーー））））
最長5000mSのロングディレイに対応した、テープエコーのシミュレーションです。

AAAAnnnnaaaallllooooggggDDDDeeeellll aaaayyyy（（（（アアアアナナナナロロロロググググデデデディィィィレレレレイイイイ））））
最長5000mSのロングディレイに対応した、暖かみのあるアナログディレイのシミュレーションです。
上記4種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。 

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

TTTTiiiimmmmeeee（（（（タタタタイイイイムムムム））））
1～
5000

FFFFeeeeeeeeddddBBBBaaaacccckkkk
（（（（フフフフィィィィーーーードドドド
ババババッッッックククク））））

0～100 HHHHiiii DDDDaaaammmmpppp
（（（（ハハハハイイイイダダダダンンンンププププ））））

0～10 MMMMiiiixxxx
（（（（ミミミミッッッッククククスススス））））

0～100

ディレイタイムを設定します。 フィードバック量を調節しま
す。

ディレイ音の高音域の減衰量
を調節します。

原音に対するエフェクト音の
ミックス量を調節します。

RRRReeeevvvveeeerrrrsssseeeeDDDDeeeellllaaaayyyy（（（（リリリリババババーーーーススススデデデディィィィレレレレイイイイ））））
最長2500mSのロングディレイに対応した、リバースディレイです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

TTTTiiiimmmmeeee（（（（タタタタイイイイムムムム）））） 10～
2500

FFFFeeeeeeeeddddBBBBaaaacccckkkk
（（（（フフフフィィィィーーーードドドド
ババババッッッックククク））））

0～100 HHHHiiii DDDDaaaammmmpppp
（（（（ハハハハイイイイダダダダンンンンププププ））））

0～10 BBBBaaaallllaaaannnncccceeee
（（（（ババババラララランンンンスススス））））

0～100

ディレイタイムを設定します。 フィードバック量を調節しま
す。

ディレイ音の高音域の減衰量
を調節します。

原音とエフェクト音のバラン
スを調節します。

ＡＡＡＡiiii rrrr（（（（エエエエアアアアーーーー））））
部屋鳴りの空気感を再現し、空間的な奥行きを与えます。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

SSSSiiiizzzzeeee（（（（ササササイイイイズズズズ）））） 1～100 RRRReeeefffflllleeeexxxx（（（（リリリリ
フフフフレレレレッッッッククククスススス））））

0～10 TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10 MMMMiiiixxxx
（（（（ミミミミッッッッククククスススス））））

0～100

空間の広さを設定します。 壁からの反射音の量を設定し
ます。 音質を調節します。 原音に対するエフェクト音の

ミックス量を調節します。
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REVERB（（（（リリリリババババーーーーブブブブ））））モモモモジジジジュュュューーーールルルル
各種のリバーブ、アーリーリフレクション、マルチタップディレイなどを集めたモジュールで
す。  

Hall（（（（ホホホホーーーールルルル））））
コンサートホールの残響をシミュレートしたリバーブです。  

Room（（（（ルルルルーーーームムムム））））
部屋の残響をシミュレートしたリバーブです。 

Spring（（（（ススススププププリリリリンンンンググググ））））
スプリングリバーブのシミュレーションです。

AAAArrrreeeennnnaaaa（（（（アアアアリリリリーーーーナナナナ））））
アリーナ級の大会場の残響です。

TTTTiiiillll eeeeddddRRRRoooooooommmm（（（（タタタタイイイイルルルルドドドドルルルルーーーームムムム））））
タイル貼りの部屋の残響です。

MMMMooooddddeeeerrrrnnnn SSSSpppprrrriiiinnnngggg（（（（モモモモダダダダンンンンススススププププリリリリンンンンググググ））））
明るくスッキリした音色のスプリングリバーブです。
上記6種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。 

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

DDDDeeeeccccaaaayyyy
（（（（デデデディィィィケケケケイイイイ））））

1～30 PPPPrrrreeee DDDDeeeellllaaaayyyy
（（（（ププププリリリリデデデディィィィレレレレイイイイ））））

1～100 TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10 MMMMiiiixxxx
（（（（ミミミミッッッッククククスススス））））

0～100

残響の長さを設定します。
原音が入力されてから残響音
が始まるまでの時間を設定し
ます。

音質を調節します。 原音に対するエフェクト音の
ミックス量を調節します。

EEEE////RRRReeeefffflllleeeeccccttttiiii oooonnnn（（（（アアアアーーーーリリリリーーーーリリリリフフフフレレレレククククシシシショョョョンンンン））））
リバーブに含まれる初期反射音のみを取り出したエフェクトです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

DDDDeeeeccccaaaayyyy
（（（（デデデディィィィケケケケイイイイ））））

1～30 SSSShhhhaaaappppeeee
（（（（シシシシェェェェイイイイププププ））））

±10 TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10 MMMMiiiixxxx
（（（（ミミミミッッッッククククスススス））））

0～100

残響の長さを設定します。

エフェクト音のエンベロープ
を設定します。マイナスの値
では逆回転の効果、0ではゲー
トリバーブ、プラスの値では
減衰型のエベロープとなりま
す。

音質を調節します。
原音に対するエフェクト音の
ミックス量を調節します。

MMMMuuuulllltttt iiii TTTTaaaappppDDDDllllyyyy（（（（ママママルルルルチチチチタタタタッッッッププププデデデディィィィレレレレイイイイ））））
ディレイタイムの異なる複数系統のディレイ音が得られるエフェクトです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

TTTTiiiimmmmeeee（（（（タタタタイイイイムムムム））））
1～
3000

PPPPaaaatttttttteeeerrrrnnnn
（（（（パパパパタタタターーーーンンンン））））

1～8 TTTToooonnnneeee（（（（トトトトーーーーンンンン）））） 0～10 MMMMiiiixxxx
（（（（ミミミミッッッッククククスススス））））

0～100

基準となるディレイタイムを
設定します。

タップ同士のディレイタイム
の組み合わせパターンを選び
ます。リズムカルなパターン
からランダムなパターンまで
選択できます。

音質を調節します。 原音に対するエフェクト音の
ミックス量を調節します。

PPPPaaaannnn DDDDeeeellll aaaayyyy（（（（パパパパンンンンデデデディィィィレレレレイイイイ））））
ディレイタイムが最長3000mSのステレオディレイです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

TTTTiiiimmmmeeee（（（（タタタタイイイイムムムム））））
1～
3000

FFFFeeeeeeeeddddBBBBaaaacccckkkk
（（（（フフフフィィィィーーーードドドド
ババババッッッックククク））））

0～100
HHHHiiii DDDDaaaammmmpppp
（（（（ハハハハイイイイダダダダンンンンププププ））））

0～10
PPPPaaaannnn
（（（（パパパパンンンン））））

L50～L2,
0,

R2～R50

ディレイタイムを設定します。
フィードバック量を調節しま
す。

ディレイ音の高音域の減衰量
を調節します。 音像の位置を調節します。
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PPPPiiiinnnngggg PPPPoooonnnngggg DDDD llllyyyy（（（（ピピピピンンンンポポポポンンンンデデデディィィィレレレレイイイイ））））
ディレイタイムが最長3000mSのピンポンディレイです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

TTTTiiiimmmmeeee（（（（タタタタイイイイムムムム））））
1～
3000

FFFFeeeeeeeeddddBBBBaaaacccckkkk
（（（（フフフフィィィィーーーードドドド
ババババッッッックククク））））

0～100 HHHHiiii DDDDaaaammmmpppp
（（（（ハハハハイイイイダダダダンンンンププププ））））

0～10 MMMMiiiixxxx
（（（（ミミミミッッッッククククスススス））））

0～100

ディレイタイムを設定します。 フィードバック量を調節しま
す。

ディレイ音の高音域の減衰量
を調節します。

原音に対するエフェクト音の
ミックス量を調節します。

AAAAuuuuttttoooo PPPPaaaannnn（（（（オオオオーーーートトトトパパパパンンンン））））
音像が周期的に移動するエフェクトです。  

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

WWWWiiiiddddtttthhhh
（（（（ワワワワイイイイズズズズ））））

L50～L2,
0,

R2 ～R50

RRRRaaaatttteeee
（（（（レレレレイイイイトトトト））））

0～50 DDDDeeeepppptttthhhh
（（（（デデデデププププスススス））））

0～10 WWWWaaaavvvveeee
（（（（ウウウウェェェェーーーーブブブブ））））

0～10

音像の移動する範囲を設定し
ます。 変調の速さを設定します。 変調の深さを設定します。

変調用の波形を設定します。
値が大きいほど波形の頭がつ
ぶれて、オートパンニング効
果が強調されます。

TTTTOOOOTTTTAAAALLLL（（（（トトトトーーーータタタタルルルル））））モモモモジジジジュュュューーーールルルル

パッチ全体に関するパラメーターを設定します。

TTTTOOOOTTTTAAAALLLL（（（（トトトトーーーータタタタルルルル））））
パッチに固有のテンポやファンクションフットスイッチの機能を指定します。  

PARM1 PARM2

TTTTEEEEMMMMPPPPOOOO
（（（（テテテテンンンンポポポポ））））

40 ～250 FFFFuuuunnnnccccttttiiiioooonnnn（（（（フフフファァァァ
ンンンンククククシシシショョョョンンンン））））

P34を
参照

パッチに固有のテンポを指定
します（→P35）。

ファンクションフットスイッ
チの機能を選択します。

NNNNAAAAMMMMEEEE（（（（パパパパッッッッチチチチ名名名名））））
パッチ固有の名前を付けます（→P26）。

AAAARRRRRRRRMMMM（（（（AAAARRRRRRRRMMMM機機機機能能能能のののの設設設設定定定定））））
ARRM機能に関する設定を行います（→P46）。パラメーター 1～3と4、5を切り替えるには、[PAGE]キーを使用します。 

PAGE1
 

PARM1 PARM2 PARM3

AAAARRRRRRRRMMMMののののココココンンンントトトトロロロローーーールルルル先先先先 mmmmiiiinnnn（（（（最最最最小小小小値値値値））））
P46を
参照 MMMMAAAAXXXX（（（（最最最最大大大大値値値値））））

P46を
参照

ARRMのコントロール先を設
定します。NOTAssignに設定
した場合、ARRM機能は無効
になります。

コントロール波形が最小値の
ときにパラメーターが到達す
る値を指定します。

コントロール波形が最大値の
ときにパラメーターが到達す
る値を指定します。 

PAGE2

 

PARM4 PARM5

WWWWaaaavvvveeee
（（（（ウウウウェェェェーーーーブブブブ））））

P47を
参照 SSSSyyyynnnncccc（（（（シシシシンンンンクククク）））） P47を

参照

コントロール波形の種類を選
択します。

コントロール波形の周期を、
パッチ固有のテンポを基準に
指定します。

エフェクトタイプとパラメーター 
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PPPPDDDDLLLL1111（（（（エエエエククククススススププププレレレレッッッッシシシショョョョンンンンペペペペダダダダルルルルのののの設設設設定定定定））））
コントロール先1を設定します。エクスプレッションペダルの設定についてはP30をご参照ください。

PPPPDDDDLLLL2222（（（（エエエエククククススススププププレレレレッッッッシシシショョョョンンンンペペペペダダダダルルルルのののの設設設設定定定定））））
コントロール先2を設定します。

PPPPDDDDLLLL3333（（（（エエエエククククススススププププレレレレッッッッシシシショョョョンンンンペペペペダダダダルルルルのののの設設設設定定定定））））
コントロール先3を設定します。

PPPPDDDDLLLL4444（（（（エエエエククククススススププププレレレレッッッッシシシショョョョンンンンペペペペダダダダルルルルのののの設設設設定定定定））））
コントロール先4を設定します。
上記4種類の設定は、パラメーターが共通です。 

PARM1 PARM2 PARM3 PARM4

エエエエククククススススププププレレレレッッッッシシシショョョョンンンンペペペペダダダダルルルルのののの
ココココンンンントトトトロロロローーーールルルル先先先先 mmmmiiiinnnn（（（（最最最最小小小小値値値値）））） MMMMAAAAXXXX（（（（最最最最大大大大値値値値）））） モモモモジジジジュュュューーーールルルルののののオオオオンンンン／／／／オオオオフフフフ機機機機能能能能

エクスプレッションペダルの
コントロール先を設定します。

ペダルを踏み上げたとき（最
小値）にパラメーターが到達
する値を指定します。

ペダルを踏み込んだとき（最
大値）にパラメーターが到達
する値を指定します。

モジュールのオン／オフ機能
を有効または無効にします。
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故障かな？と思われる前に

■音が出ない、非常に小さい

・ POWER スイッチがオンになっていることを

確認してください。

・ LEVELノブを調節してください。

・ INPUT端子とギター、OUTPUT L/MONO端

子（またはOUTPUT R端子）とギターアンプ

を正しく接続してください。

・ ご使用のシールドケーブルが正常であること

を確認してください。

・ パッチレベルを調節してください（→P16）。

・ 本機がミュートモードになっていないことを

確認してください（→P20）。

・ パッチによっては、エクスプレッションペダ

ルで音量の調節が行えます。適切な音量にな

るように、エクスプレッションペダルを調節

してください。

■音が変に歪む

・ PRE-AMPモジュールのGainパラメーターや

Levelパラメーターを下げてください。

・ [TUBE]コントロールや[BOOST]コントロー

ルを下げてください。

■フットスイッチがうまく動作しない

・ ファンクションフットスイッチの設定を確認

してください（→P34）。

・ 現在のモードを確認してください。

プレイモードとマニュアルモードでは、フッ

トスイッチの役割が異なります。

■バイパス音に違和感がある

・ [TUBE]コントロールと[BOOST]コントロー

ルを下げきってください。

エナジャイザーの効果はバイパス状態でも有

効です。

■ノイズが目立つ

・ ZOOM 純正のAC アダプターが接続されてい

ることを確認してください。

・ ZNRを調節してください。

・ PRE-AMPモジュールのGainパラメーターや

Levelパラメーターを下げてください。

・ 内蔵エクスプレッションペダルの設定を確認

してください（→P30）。

G7.1ut のエクスプレッションペダルが割り

当てたパラメーターによっては、ペダルによ

る急激なパラメーター変化が原因でノイズが

発生することがあります。

■MIDIメッセージの送受信ができない

・ G7.1utのMIDI IN端子と外部機器のMID I

OUT端子、またG7.1utのMIDI OUT端子と

外部機器のMIDI IN端子が接続されているこ

とを確認してください。

・ MIDI チャンネルの設定を確認してください

（→P37）。

・ 目的のメッセージの送受信がオンに設定され

ているかどうかを確認してください

（→P39, 42）。

■エクスプレッションペダルのオン／オフがう
まく切り替わらない

・ TOTALモジュールのPDL1～ PDL4で、モ

ジュールのオン／オフ機能（パラメーターノ

ブ4）が“Enable”に設定されていることを

確認してください。（→P31）。 
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仕様

エフェクトタイプ 92タイプ
エフェクトモジュ－ル 同時使用　9モジュ－ル
パッチメモリ－ ユ－ザエリア：4パッチ×20バンク＝80（書き換え、保存可能）

プリセットエリア：4パッチ×20バンク＝80
合計160パッチ

サンプリング周波数 96kHz
A/D変換 24ビット 64倍オ－バ－サンプリング
D/A変換 24ビット 128倍オ－バ－サンプリング
信号処理 32ビット
周波数特性 20Hz～40kHz＋1.0dB －3.0dB　 (10kΩ負荷時)

ディスプレイ 2桁7セグメントLED
16桁2行バックライト付きLCD

入力
　　　ギタ－インプット 標準モノラルフォ－ンジャック
　　　 定格入力レベル　－10dBm
　　　 入力インピ－ダンス　1MΩ
　　　AUXインプット ステレオミニジャック
　　　 定格入力レベル　－10dBm
　　　 入力インピ－ダンス　 10kΩ

出力
　　　ラインアウトプット 標準モノラルフォ－ンジャック×2
　　　 定格出力レベル　－10dBm／＋4dBm（スイッチ切り替え）
　　　 最大出力レベル　＋19dBm（出力負荷インピ－ダンス10kΩ以上時）
　　　 出力インピ－ダンス　1kΩ以下　　
　　　ヘッドフォ－ン 標準ステレオフォ－ンジャック
　　　 定格出力　60mW（32Ω負荷時）、20mW（300Ω負荷時）
　　　 出力インピ－ダンス　47Ω

真空管 12AX7 × 1

コントロ－ル入力 FP01／FP02入力

コントロ－ル MIDI OUT, MIDI IN
USBインタ－フェ－ス部
　　　PCインタ－フェ－ス 16bit（録音／再生　各ステレオ１系統）
　　　サンプリング周波数 32kHz、44.1kHz、48kHz

電源
　　　ACアダプタ－ AC15V、1.5A(ズ－ム AD-0012)
外形寸法 235mm（D）×460mm（W）×81mm（H）　
重量 4.0kg
オプション エクスプレッションペダルFP02



仕様 
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MIDIインプリメンテーションチャート 

   [EFFECTOR                       ]                              Date :  08.Oct.,2005
     Model G7.1ut         MIDI Implementation Chart               Version :1.00
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
|                     |    Transmitted     |    Recognized      |   Remarks           |
|     Function ...    |                    |                    |                     |
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
|Basic    Default     | 1-16,OFF           | 1-16,OFF           |                     |
|Channel  Changed     | 1-16,OFF           | 1-16,OFF           |                     |
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
|         Default     | 3                  | 3                  |                     |
|Mode     Messages    | x                  | x                  |                     |
|         Altered     | ****************** |                    |                     |
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
|Note                 | x                  | x                  |                     |
|Number | True voice  | ****************** |                    |                     |
+---------------------|--------------------|--------------------|---------------------|
|Velocity Note ON     | x                  | x                  |                     |
|         Note OFF    | x                  | x                  |                     |
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
|After     Key's      | x                  | x                  |                     |
|Touch     Ch's       | x                  | x                  |                     |
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
|Pitch Bend           | x                  | x                  |                     |
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
|                     | o                  | o                  |                     |
|                     | 0,32               | 0,32               |Bank select          |
|Control              | 1-5,7-31,64-95     | 1-5,7-31,64-95     |Expression Pedal,    |
|                     |                    |                    |CONTROL IN           | 
|                     | 64-95              | 64-95              |Effect module on/off,|
|Change               |                    |                    |Signal mute,Bypass,  |
|                     |                    |                    |Channel A/B          |
|                     |                    |                    | (See Note 1)        |
|                     |                    |                    |                     |
|                     |                    |                    |                     |
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
|Prog                 | o 0-79             | o 0-127            |                     |
|Change | True #      | ****************** |                    |                     |
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
|System Exclusive     | o                  | o                  |                     |
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
|System | Song Pos    | x                  | x                  |                     |
|       | Song Sel    | x                  | x                  |                     |
|Common | Tune        | x                  | x                  |                     |
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
|System    | Clock    | x                  | x                  |                     |
|Real Time | Commands | x                  | x                  |                     |
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
|Aux   | Local ON/OFF | x                  | x                  |                     |
|      | All Notes OFF| x                  | x                  |                     |
|Mes-  | Active Sense | x                  | x                  |                     |
|sages | Reset        | x                  | x                  |                     |
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
|Notes                | 1. Control # 1-5,7-31,64-95 is assignable.                    |
|                     | 2. Transmit Control # and Recognized Control #                |
|                     |    that used in some function are same.                       |
|                     |                                                               |
+---------------------+--------------------+--------------------+---------------------+
 Mode 1 : OMNI ON,  POLY           Mode 2 : OMNI ON,  MONO                  o : Yes
 Mode 3 : OMNI OFF, POLY           Mode 4 : OMNI OFF, MONO                  x : No

仕様 
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GGGGRRRROOOOUUUUPPPP BBBBAAAANNNNKKKK

PPPPAAAATTTTCCCCHHHH NNNNOOOO....
1111 2222 3333 4444

Bank No.
Program No.

Bank No.
Program No.

Bank No.
Program No.

Bank No.
Program No.

MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB

UUUU

0000 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 3

1111 0 0 4 0 0 5 0 0 6 0 0 7

2222 0 0 8 0 0 9 0 0 10 0 0 11

3333 0 0 12 0 0 13 0 0 14 0 0 15

4444 0 0 16 0 0 17 0 0 18 0 0 19

5555 0 0 20 0 0 21 0 0 22 0 0 23

6666 0 0 24 0 0 25 0 0 26 0 0 27

7777 0 0 28 0 0 29 0 0 30 0 0 31

8888 0 0 32 0 0 33 0 0 34 0 0 35

9999 0 0 36 0 0 37 0 0 38 0 0 39

uuuu

0000 0 0 40 0 0 41 0 0 42 0 0 43

1111 0 0 44 0 0 45 0 0 46 0 0 47

2222 0 0 48 0 0 49 0 0 50 0 0 51

3333 0 0 52 0 0 53 0 0 54 0 0 55

4444 0 0 56 0 0 57 0 0 58 0 0 59

5555 0 0 60 0 0 61 0 0 62 0 0 63

6666 0 0 64 0 0 65 0 0 66 0 0 67

7777 0 0 68 0 0 69 0 0 70 0 0 71

8888 0 0 72 0 0 73 0 0 74 0 0 75

9999 0 0 76 0 0 77 0 0 78 0 0 79

AAAA

0000 1 0 0 1 0 1 1 0 2 1 0 3

1111 1 0 4 1 0 5 1 0 6 1 0 7

2222 1 0 8 1 0 9 1 0 10 1 0 11

3333 1 0 12 1 0 13 1 0 14 1 0 15

4444 1 0 16 1 0 17 1 0 18 1 0 19

5555 1 0 20 1 0 21 1 0 22 1 0 23

6666 1 0 24 1 0 25 1 0 26 1 0 27

7777 1 0 28 1 0 29 1 0 30 1 0 31

8888 1 0 32 1 0 33 1 0 34 1 0 35

9999 1 0 36 1 0 37 1 0 38 1 0 39

bbbb

0000 1 0 40 1 0 41 1 0 42 1 0 43

1111 1 0 44 1 0 45 1 0 46 1 0 47

2222 1 0 48 1 0 49 1 0 50 1 0 51

3333 1 0 52 1 0 53 1 0 54 1 0 55

4444 1 0 56 1 0 57 1 0 58 1 0 59

5555 1 0 60 1 0 61 1 0 62 1 0 63

6666 1 0 64 1 0 65 1 0 66 1 0 67

7777 1 0 68 1 0 69 1 0 70 1 0 71

8888 1 0 72 1 0 73 1 0 74 1 0 75

9999 1 0 76 1 0 77 1 0 78 1 0 79

■ G7.1utパッチ／バンク番号＋プログラム番号一覧表
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      【ヴォックス AC30TBX】

VOXの長い歴史を紐解くと、1958年に“Jennings Musical Instruments”（以降JMI）から始ま
っている。当時は、10W-15W程度のアンプを製作していたが、時代の流れと共に出力の大きいア
ンプの要望が強くなり、名機“AC30”が生まれる。オリジナルの“AC30”は、セレッションのアル
ニコ12インチ×2発、プリ管にEF86、パワー管EL84、整流管にはGZ34が使われていた。この頃
にシャドウズやビートルズがAC30を使用するようになり、その影響もあってギタリストたちに
広く浸透していった。その後、時代の変遷と共にさらに高いゲインが要求されるようになり、これ
に応えるべくトップブースト・ユニットと呼ばれるゲインを稼ぐための後付ユニットが開発された。
後にこのユニットを内蔵したのが“AC30TBX”、今回Gシリーズのモデリングに使用したモデル
である。その後、VOXはJMIの手を離れ、残念ながら販売数は激減していく。しかし近年になって
KORGが商標権を獲得し、オリジナルに忠実なリイシューモデルを生産し始めて復活した。Gシリ
ーズでは、“AC30TBX”のノーマル・チャンネルのHiインプットをモデリング。ビートルズやシャ
ドウズのような、クラスAアンプに代表される濁りのないクリーンなサウンドを再現。

VOX AC30TBX (Clean)

      【ローランド ジャズ コーラス】

プロ/アマを問わず、誰もが一番身近に感じるギターアンプといえば、Roland“JC-120”。 1975
年にRolandから発売され、“持ち運びしやすく”、“大きな音が出て”、“故障が少ない(さすがMade 
In Japan)”ということから評判となり、パブリックな場所では一番常備率の高いギターアンプと
なった。世界中のライブハウスやスタジオに、ほぼ間違いなく設置してある。近年ではマルチ・エフ
ェクターと相性の良いアンプとしても再評価されるなど、さまざまな評判から愛用者が多い。“JC-
120”の秘密、あのコーラスサウンドは、12インチ×2発のスピーカーの片側だけにディレイ・ビ
ブラートを出力し、もう一方のスピーカーからは原音を出力、それらを空間で混ぜることで独特の
拡がり感を創り出している。そのあまりの評判の高さに、コーラス回路部分は後に“CE-1”の型番
でエフェクターとして発売された。ちなみに、Gシリーズでモデリングしたコーラス・エフェクトは
後継機“CE-2”である。もう１つの特徴としてブライト・スイッチがあるが、今回のモデリングでは
このスイッチは装備されていない。ただし、6バンドEQの“Harmonics”パラメータにより類似の
調整が可能である。

Roland JAZZ CHORUS

      【マーシャル JCM2000】

“JCM2000”は、定評のある“Plexi”アンプ（Old Marshallと呼ばれる）の倍音豊かでパワフルな
サウンドを基礎としており、Marshallのトラディショナル・サウンドからメタル・サウンドまで、ジ
ャンルを問わないフレキシブルさが特徴だ。現在のマーシャルでは定番となっている、プリ管
ECC83×4とパワー管EL34×4を装備し、クリーンから過激な歪みまで、あらゆるジャンルに対
応したフルチューブ・アンプである。音の粒は粗めだが、レスポンスが良く、音ヌケも良い。“JCM2000”
にはTSLとDSLの2種類があるが、Gシリーズではシンプルにまとまった“DSL-100”をモデリン
グしている。別記“JCM800”と同様、“1960A”をキャビネットとしてスタックし、リード/クラシ
ックの2系統のうち、良く歪むリード・チャンネルを使用した。

Marshall JCM2000

      【フェンダー ツイン リバーブ '65】

1963年後期に、“Twin”アンプにリバーブが搭載され、“Twin Reverb”が誕生する。1965年、
Fender社はLeo Fender氏の健康上の理由からCBSに売却されてしまうが、今回Gシリーズでは、
CBSに売却される以前に生産されたモデル、通称“Black Panel”と呼ばれる1965年製“Twin Reverb”
をモデリングしている。プリ管に7025（12AX7）×4、12AX7×1、12AT7×2の合計7本、パワ
ー管には6L6GC×4本、整流回路にはシリコン・ダイオードが使われている。真空管整流に比べる
と、ダイオード整流はタイトなサウンドになる傾向があるが、これがTwin Reverb特有のきらびや
かなサウンドを創っていると考えられる。スピーカーはJensen製12インチ×2発、アンプは
80Wの出力を持つ。Gシリーズではビブラート・チャンネルをモデリング、ブライト・スイッチを
ONにした音色は、6バンド EQ の“Harmonics”パラメータで調整可能。リバーブ・エフェクトを
ONにすれば、あなたの部屋にもあこがれの“Twin Reverb”が。

Fender Twin Reverb '65

      【フェンダー ツイード デラックス '53】

Fenderの最初のアンプは、1945年から1946年にかけて、Leo Fender氏と相棒のエンジニア
Doc Kauffman氏によって作られた。その当時は“Fender”社製ではなく、二人の頭文字を組み合
わせた“K&F Manufacturing Corporation”社製であった。そして1947年、Fender社としての
最初のアンプ“Model 26”が作られ、次いで1949年には初心者向けのChampionシリーズ“Champion 
400/600”が発売される。そして、アンプ全体をツイードで覆った“Tweed Amp”が1950年代
から1960年代にかけて誕生する。この時代には、“Bassman”、“Bandmaster”など多種多様な
ツイード・アンプが発売されるが、今回Gシリーズでは、Tweedシリーズの代表格でもある1953
年製“Tweed Deluxe”、通称ワイドパネルをモデリングした。プリ管に12AY7、12AX7を各1本、
パワー管に6V6GTを2本、整流管に5Y3GT、スピーカーにJensen製12インチ×１発を搭載し
た10Wのアンプである。現在では、オリジナルはかなり高価なものとなっており、程度のいいもの
を入手するには相当の困難を要する。インプットは2つあり、1つはマイク用インプット。トーン・
コントロールは高域に1つしかない。そのためGシリーズのEQは、トレブル以外をフラットにして
使うと良い。低域のクセと、フェンダー特有の高域のきらびやかさをそのまま再現できる。

Fender Tweed Deluxe '53

      【ピーヴィー 5150 スタック】

Edward Van Halen氏のシグネチャー・モデルとして有名なPeavey “5150”、“5150MKⅡ”。
残念ながら現在では、エンドーズメント契約が切れたため本人は使っていない。Gシリーズでは、最
初のモデル“5150”をモデリングしている。リズム・チャンネル/リード・チャンネルの２系統を持
つ120Wのフルチューブ・アンプで、プリ管に12AX7×5本、パワー管に6L6GC×4本、整流回
路にはシリコン・ダイオードを使用している。そのサウンドの特徴は、立ち上がりが速く、奥行きと
ツヤがあり、歪みは粒が細かく、低音がファットで粘りがある。さすがに、一流ミュージシャンのサ
ウンド・デザインである。モデリングにはリード・チャンネルと12インチ×4発のキャビネット“5150SL”
を使用。ゲインを最高に上げて、 Van Halen のヒット曲、“Top of the world”を思いっきり弾いて
みよう。

PEAVEY 5150 STACK

      【メサ/ブギー デュアル レクティファイア】

MarkⅠ－Ⅲシリーズでも解説したサイマル・パワー回路をさらに向上させ、プリ部のゲインなど
を増強して生まれたのが“Rectifier”である。プリ管に12AX7×5本、パワー管は6L6GC×4本
をマウントした100W出力のアンプである。このモデルはMarkシリーズと違って、トーンの効き
を優先するためにボリューム回路のあとにトーン回路を配している。MESA/BOOGIEは、このア
ンプで一躍フュージョン系からメタル系のイメージを持つブランドとなる。

“Rectifier”の最大の特徴は、そのシリーズ名にもなっている整流回路であり、その整流回路を2系
統持った機種が今回モデリングに使用した“Dual Rectifier”である。このアンプは、シリコン・ダイ
オードと真空管の2つの整流回路を持つ。ダイオードではタイトでハイパワーなサウンドが、真空管
ではソフトで暖かいサウンドが得られる。モデリングには、その“Dual Rectifier”をセレッション
12インチ×4発のBoogie製キャビネットとスタックし、ビンテージ・チャンネルとシリコン整流回
路のコンビネーションを使用した。

MESA/BOOGIE 
Dual Rectifier

      【マーシャル JCM800】

音楽の流行とミュージシャンと共に名機を創り続けてきたMarshallは、1962年に発売された“JTM-
45”（Jim＆Terry Marshall）から始まり、現在のロックシーンには欠かせない存在となった。より
良い製品を創出するため、アンプ回路の試行錯誤は常に行われていた模様だが、1981年に
Marshallは怒涛のごとく新製品を発売した。4インプットの“1959”や“1987”、マスターボリュ
ームを採用した“2203”と“2204”。そして、1983年には、ノーマル/ブーストの2チャンネルを持
ち、エフェクトのセンド/リターン端子までも装備した“2210”と“2205”が発売された。これらを総
称して“JCM800”（Jim＆Charles Marshall) と呼ぶ。プリ管にはECC83×3、パワー管には
EL34×4、トーン回路はプリアンプの後に配置されており、モダンMarshallの基本となる回路は
ここで築き上げられたようだ。
今回モデリングする“JCM800”には、マスターボリューム式の“2203”を選んだ。そのため歪み
を容易に得ることができるが、今となってはその歪み方は控えめだ。しかし、非常に音が太く、ロー
エンドがしっかりしており、とにかくヌケが抜群に良い。ゲインがもっと欲しい場合には、オーバ
ードライブやブースターなどを併用する場合が多い。モデリングには、相性の良いセレッション
12インチ×4を搭載した“1960A”キャビネットをスタックして使用した。

Marshall JCM800

      【メサ/ブギー マークⅢ】

MESA/BOOGIEは、サンフランシスコのアンプ・テクニシャンであった創業者のRandall Smith
氏が、初期のフェンダー製小型アンプ “Princeton”を100Wのハイパワーに改造して販売してい
たのが始まりで、その第一号機が“MARKⅠ”である。それを試奏したCarlos Santana氏が、“Shit 
man, that little thing really Boogies!”と讃したことから、機種名が“BOOGIE”となった。
第2号機となる“MARKⅡ”では、リード/リズム・チャンネルと、音創りに幅を持たせるための4バ
ンドのグライコが追加された。特筆すべき点は、この機種で完成されたサイマル・パワー回路（クラ
スAとクラスABの切り替え）である。合計6本のパワー管で構成され、クラスAの時にはEL34×2
本でキメ細かなサウンドを、クラスABの時には6L6GC×4本とEL34×2本、全6本でフルパワー・
サウンドを出力する。

“MARKⅡ”は、まだまだ高価なハンドメイド・アンプであったが、この後に普及版“MARKⅢ”が登
場する。10インチ×1発で60Wの出力を持つアンプであるが、サイマル・パワー回路、グラフィッ
クEQ、リズム1/リズム2/リードの3チャンネルと、BOOGIEの特長をすべて備えたモデルである。
今回Gシリーズでは、この“MARKⅢ”のコンボタイプをモデリングしている。

MESA/BOOGIE Mark III
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エフェクトタイプ： BG Crunch 
（BG クランチ） 

      【ヴォックス AC30TBX】

この伝説的なブリティッシュアンプは､ Dick Denney の設計によるClassAサーキットが生み出す､
透き通ったクリーントーンで有名だが､The Beatlesの“Taxman" などで聞くことができるボリ
ュームを上げたときに得られるスムースなドライブサウンドも魅力的である｡ここではAC30TBX
のBRILLIANTチャンネルをモデリングし､このドライブサウンドを再現させた｡ Rory Gallagher
やBrian May（Queen）はこのアンプを Dallas-Arbiter 社の Rangemaster TrebleBooster に
よってブーストさせ､よりパワフルなサウンドを生み出していた｡GシリーズではWAH/EFXモジ
ュールの“Booster”を使用することで同じような効果を再現することができる｡

VOX AC30TBX (Crunch) エフェクトタイプ： VX Crunch
（VX クランチ） 

エフェクトタイプ： US Blues 
（US ブルース） 

エフェクトタイプ： MS Crunch 
（MS クランチ） 

      【マーシャル 1962ブルースブレイカー】

Eric Claptonが John Mayall & the Blues Breakers の“John Mayall with Eric Clapton"
（通称 Beano Album）のレコーディングに用いたことから､“Bluesbreaker"という愛称で呼ばれ
るようになった｡ それ以前はギターアンプもできるだけ歪まないクリーンなサウンドを求められ
ていたが､ Eric Claptonの Les Paul によってドライブされた､その太くて甘いサウンドは世界
中のギタリストを魅了し､ 以後のロックギターサウンドの基礎となった｡ 現在のハイゲインアン
プのような歪みではないが､サステインが長く､ ピッキングのニュアンスに反応するその歪みは､
やはりブルースに最適だろう｡
プリ管にECC83x4､ パワー管に5881x2を､ 直流電源を交流電源に変換する整流回路に
GZ34x1を搭載｡ 整流管ならではのクリーミーなサウンドが見事にモデリングされている｡

Marshall 
1962 Bluesbreaker

エフェクトタイプ： UK Blues 
（UK ブルース） 

エフェクトタイプ： BG Drive 
（BG ドライブ） 

エフェクトタイプ： FD Clean
（FD クリーン） 

      【フェンダー ベースマン】

数々の名機があるFender Ampの中でも､このアンプは特別な存在である｡Jim Marshallはオリ
ジナルアンプの開発の際にこのBassman の回路を参考にしたと言われる｡1951年に発表され
たBASSMANは当初26Wの出力を持ち､ Jensen15インチスピーカーを搭載していたが､いく
つかの仕様変更を経て､ 59年には50Wの大出力と､特別にデザインされたJensen10インチス
ピーカーを4発搭載する形に進化した｡ 今回モデリングしたのは､ この59年製のBassmanの
Brightチャンネルである｡1951年のNAMMshow で Precision Bassとともに発表された
Bassman は､もともとはその名の通りBassAmpとして開発されたが､その甲高い歪みは初期の
ブルースの偉人たちや､ロックギタリストに愛用された｡ もちろん現代でも数多くのギタリストに
好まれている｡

Fender BASSMAN エフェクトタイプ： TweedBass
（ツイードベース） 

エフェクトタイプ： JC Clean 
（JC クリーン） 

エフェクトタイプ： PV Drive 
（PV ドライブ） 

      【ハイワット カスタム100】

Marshallと並ぶ英国のアンプメーカーの雄､HIWATTの代表機種である｡ 80年代以前のいわゆる
ヴィンテージ HIWATT は軍用レベルのパーツを使い､ ポイント・トゥ・ポイントで半田付けするハ
ンドワイヤリングで組み立てられた｡そのため月の生産台数は40台程度だった｡その頑丈さは戦車
に例えられるほどである｡ サウンドはひとことで言えばクリーンである｡ プリ管にECC83､パワ
ー管にMarshallと同じEL34を搭載｡フェンダー系のきらびやかなクリーンとは違い､ 湿ったブ
リティッシュクリーントーンが得られる｡ 特にNORMAL チャンネルでは､ボリュームを最大に上
げても音圧が上がるだけで､ けっして音の粒がつぶれたり､腰砕けになることは無い｡ゲインの高
い BRILLIANTチャンネルにレスポールなどの高出力ピックアップを搭載したギターをつなぐと
わずかな歪みが得られるが､ たとえ歪んだとしても粒立ちがよく分離がはっきりしていてコードの
構成音が分からなくなるようなことはない｡ このNORMALチャンネルとBRILLIANTチャンネル
はそれぞれの INPUTを短いシールドでつなぐことによってLINKさせることができ､より音圧感
のあるサウンドが得られる｡
今回モデリングしたのはこの“LINK"させたサウンドである｡ Pete Townshend（The Who）や
David Gilmour（PinkFloyd）の愛用で知られている｡

HIWATT Custom 100 エフェクトタイプ： HW Clean 
（HW クリーン） 

      【ヒュース＆ケトナー トライアンプ MK2】

プリ/パワーアンプにあわせて13本の真空管を使い､3つのチャンネルにそれぞれA,Bチャンネル
を装備｡ 実質6チャンネル分の音作りができるモンスターアンプ｡ AMP1はフェンダー系のクリ
ーンチャンネルで､ 濁りのないきらびやかなトーンが特徴である｡ AMP2のクラシック・ブリティ
ッシュ・ドライブでは､ クランチ～ディストーションまでのオーバードライブサウンドをカバーする｡
十分にハイゲインだが､ このアンプの真価は､ よりハイゲインなAMP3にあるといえるだろう｡
AMP3では､ 深く歪みながらも音に芯があり､ 粒が細かく張りのあるサウンドが得られる｡ 今回
はAMP3のA,Bチャンネルのうち､ 明るいキャラクターを持つAチャンネルをモデリングした｡

Hughes & Kettner  
TriAmp MK2

エフェクトタイプ： HK Drive 
（HK ドライブ） 

      【ディーゼル ハーバート】

クリーントーンからディストーションまで幅広い音作りが可能な3チャンネル使用のモダンアンプ｡
チャンネル1では､ウルトラクリーンと呼ばれる澄み切ったクリーントーンが得られるが､このア
ンプはその素晴らしいクリーントーンではなく､ カリカリに乾いた特徴的なディストーションで
その名を馳せている｡チャンネル3で生み出される､ 心臓を貫くようなドライで耳障りなディスト
ーションはこのアンプ以外では得ることのできないものである｡ さらにDEEPと呼ばれるつまみ
で重低音をコントロールでき､ このDEEPつまみを上げたサウンドが Metallicaや Limp Bizkitな
どのヘヴィロックバンドに愛用されている｡ GシリーズではEQモジュールの“Bass”をブースト
することで同じ効果が得られる｡

Diezel  Herbert エフェクトタイプ： DZ Drive 
（DZ ドライブ） 

エフェクトタイプ： VX Clean
（VX クリーン） 

エフェクトタイプ： MS Drive 
（MS ドライブ） 

G7.1ut モデリングガイド

35 AMP/STOMP BOX MODELS
ドライブ・エフェクトのタイプ名とそのモデルとなった
アンプやストンプボックスの解説です。



G7.1ut モデリングガイド
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      【マーシャル ガヴァナー】

Marshallブランドの本格的な歪み系ストンプ・ボックス“Guv'nor”は、Marshallアンプの歪みが
このペダル1つで入手できるというセールストークで発売された。使用するアンプにも依るが、い
かにもMarshallっぽい歪みが本当に再現できる。1988年にイギリスで生産されたモデルと、
1998年に韓国で再生産されたモデルがある。Gシリーズでは1988年のオリジナル版をモデリン
グした。この“Guv'nor”の特徴は、“TREBLE”の周波数ポイントにある。値を下げていっても、高域
がこもるのではなくファットなサウンドになり、上げていくにつれ、心地よくヌケの良いサウンド
に変化していく。

Marshall Guv'nor エフェクトタイプ： Guv'nor 
（ガヴァナーディストーション） 

      【マッチレス ホット ボックス】

MATCHLESSのペダル・プリアンプとして発売された“HOT BOX”。12AX7Aを2本使い、
“MATCHLESS”のアンプ・サウンドを忠実に再現している。真空管特有のコンプレッション感と
速いレスポンスに加え、サウンドはファットでヌケが良い。また、歪ませても元のギターサウンド
のニュアンスを失わない。プリアンプと称されているが、最高のサウンドを得るためにはストンプ・
ボックスと同様にアンプのヘッドからインプットするのがベスト。鏡面仕上げのボディー、パワー
をONにすると“MATCHLESS”のロゴが光るなど、所有欲をくすぐられる。この“HOT BOX”は、
どんなアンプで使っても“MATCHLESS”のアンプ・サウンドにしてしまう不思議な箱である。

MATCHLESS HOT BOX エフェクトタイプ： HotBox 
（ホットボックス） 

      【エクストリーム ディストーション】

Gシリーズのために開発されたディストーション。あえて、デジタル臭さとデジタル特有のエッジ
を強調した、極限まで歪むディストーション・エフェクトである。ZOOMで一番歪むストンプ・ボッ
クス“TM-01”（トライメタル）は、すでにディスコンとなってしまったが、ダイオード・クリップ回
路を3段階に使った非常にハイゲインな製品であった。今回の“Extreme Distortion”は、さらにゲ
インが高い。入力段でレベルを究極まで持ち上げ、クリップ回路で過激に歪ませる。その名のごと
く世界で一番歪むディストーションであろう。実際、ギターのボリュームを下げても、歪み具合が
変わらないはずだ。それだけ、歪んでいるのである。通常ゲインを上げれば上げる程音は細くなっ
て来るが、この“Extreme Distortion”は、太さとコシを失わない。

Extreme Distortion エフェクトタイプ： ExtremeDS 
（エクストリームディストーション） 

      【ボス MT-2】

“MT-2”は、METAL ZONEというその名とおり、BOSSの歪み系の中でも最強に過激に歪むスト
ンプ・ボックス。中低域のファットな歪み方が特徴で、ハイ、ローのEQに加え、ミドルには2軸のパ
ラメトリックEQを採用。これが、ドンシャリ・メタルサウンドの核となっている。中域を下げて高・
低域を持ち上げるとメタル・サウンドに、中域を持ち上げてゲインを下げるとオーバードライブ・
サウンドが作れるなど、音創りの幅にも定評がある。ヒット作の多いBOSS製品の中でも、売上台
数トップを誇るモンスター・ディストーション。ストラトであろうが、レスポールであろうが、この

“MT-2”にインプットされたサウンドはピックアップもギターも問わず“MT-2サウンド”となる。
1991年に登場したが、現在でも販売されている超ロングセラーなストンプ・ボックスである。

BOSS MT-2 エフェクトタイプ： MetalZone 
（メタルゾーン） 

      【ボス DS-1】

ディストーションサウンドの代名詞ともいえるオレンジ色のペダル｡ BOSSの数ある歪みペダル
の中でもSD-1と並んでもっともロングセラーとなっているペダルである｡ 日本国内では一度発売
終了（米国向けに生産は続けられていた）になったが2005年に再び発売された｡ BOSSの歴史の
中で再発された機種はこのペダルのみである｡トレブリーで､いかにもディストーションといった
サウンドだが､バンドの中での抜けが良い｡Joe Satrianiや､ Kurt Cobain（Nirvana）が愛用した｡

BOSS DS-1 エフェクトタイプ： DS-1 
（DS-1） 

      【ボス OD-1】

BOSSから1977年に発売されたこの“OD-1”は当初、真空管アンプのナチュラルなオーバードラ
イブ・サウンドを狙って作られた製品であったが、その後真空管アンプの手前にインサートし、ハ
リとコシ、ゲインを与えるブースターとして大活躍したストンプ・ボックスである。歪みを作り出
すダイオード・クリッパーを非対称に３個使い、マイルドでニュアンス豊かなオーバードライブ・
サウンドを創り出す。1977～1985年まで販売されていたが、今では中古品を探すのも難しく、
見つかったとしてもビックリするくらい高値。オーバードライブと称されるストンプ・ボックスは、
Tube Screamer を筆頭として星の数ほどあるが、今回Gシリーズではこの元祖“OD-1”をモデリ
ングした。もしあなたが本物の“OD-1”に触れる機会に恵まれるとしたら、ドライブ・モジュールで
この“OD-1”をセレクトし、それ以外のエフェクト・モジュールをすべてオフにして音を比較して
みて欲しい。ブラインド・テストでは区別がつかないであろう。

BOSS OD-1 エフェクトタイプ： OverDrive
（オーバードライブ） 

      【ダラス・アービター ファズフェイス】

ユニークな顔のデザインで作られた“FUZZ FACE”。1966年にDallas-Arbiter社によって生ま
れた。今は亡き伝説のギタリスト、Jimi Hendrix が使っていたことでも有名。彼は、当時の歪まな
い Marshallアンプに“FUZZ FACE”を用い、アバンギャルドな音色を創りだしていた。図太く強
力な重低音と、サスティーンのあるファズ・サウンドが特徴。当時のモデルは、PNPゲルアニウム・
トランジスタを2個使ったもので、ダイオード・クリップのサウンドとは大きく違っている。ラジカ
セのマイクインプットにエレキギターを入力して歪みサウンドを作る、皆さんも昔やったことは
ないだろうか。このような歪み回路と考えてもらって良い。今回のモデリングでは、この当時のモ
デルの特徴を余すところ無く再現している。

Dallas-Arbiter FUZZ FACE エフェクトタイプ： FuzzFace 
（ファズフェイス） 

      【ディジタル ファズ】

今から40年も前、一緒にバンドをやっていたギタリスト君は（私はベース）、ギターの音を歪ませ
たいと言ってやたらとアンプの音量を上げ、練習が終わる頃には全員擬似的難聴になっていた。そ
んなアンプがまだ簡単には歪まなかった時代、なんとアンプのスピーカーに切れ目を入れ、歪んだ
ようなサウンドを作り出したのがファズ・サウンドの生まれた背景。その歪んだ（ような）サウンド
をシミュレートしたのがファズ・エフェクトである。つまり、ダーティーな歪みと“壊れた”感じを
どれだけ演出できるかがファズのポイント。この“Digital Fuzz”は、その形容どおりのサウンドを
演出する。過激に歪み、容赦のないゲート、減衰時のノイズなど、まさに“壊れている”の一言に尽き
る。太く、粘りのあるサウンドは、ファズ・マニアに是非試してもらいたい出来栄えだ。まさに、ディジ
タルでしか表現できない（スピーカーに切れ目を入れられますか？）、Digital Dirty Fuzzである。

Digital Fuzz エフェクトタイプ： DigiFuzz
（ディジタルファズ）

      【Z コンボ】

Bluesbreaker や Bassman は素晴らしいコンボアンプだが､ 現代においては若干ゲインが低く
感じることがある｡もし､これらのコンボアンプの抜けのよさとダイナミクスを兼ね備え､かつ十
分な歪みとサステインが得られるアンプがあれば弾いてみたいと思わないだろうか｡ その要望に
答えたのがこの Z Combo（なんて素敵な名前だ!）である｡
Marshall とFenderを足して2で割ったような中域の張りと粘りが特徴で､さらにボリュームつま
みが10から15まで（Bassmanだと12から17まで）増えたような歪みが得られる｡ ジャズやメ
タルには向かないが､ブルースからロックまでのあらゆるジャンルに対応できるだろう｡

Z Combo エフェクトタイプ： Z Combo
（Z コンボ）

      【フェンダー コンボ +TS9】

あるいは異論のある方もいるかもしれないが､もっともパワフルでファットなギターサウンドを
弾き出していたのは Stevie Ray Vaughanだろう｡ 彼のギターサウンドの秘密はそのぼろぼろの
ストラトキャスターとアコースティックギターに張るような極太の弦である｡さらに付け加えるな
らば極限までフルアップされた Fender AmpとIbanez の小さなペダルもその秘密のひとつであ
る｡ このエフェクトタイプはその秘密を再現したものである｡ストラトキャスターをつなぎ3弦の
14フレットあたりをベンドすると自然に口元が歪んだ表情になるだろう｡もし､あなたが今の割り
切れない気持ちをギターで表現したいのであれば､このエフェクトタイプを試して欲しい｡

Fender Combo + TS9 エフェクトタイプ： TS+F_Cmb
（TS+F コンボ）

エフェクトタイプ： TS808
（TS808） KLON CENTAUR エフェクトタイプ： Centaur

（ケンタウルス）

      【プロコ ラット】

世界中でもっとも広く使われているペダルのひとつ｡つまみは Distortion､Filter､Volume の3つ
だけだが､それぞれの設定範囲が広く､音造りの幅は広い｡Distortionつまみをフルアップさせると
ファズに近い太く音圧感のある歪みが得られる｡つまみを12時くらいにセットしたクランチサウ
ンドでは､ピッキングのニュアンスを忠実に再現し､ 弾き方で音色を変えることができる｡ Filter
つまみは一般的なTONEとは違い右に回すとハイカットされる｡ この独特な効き方をするFilter
がRATサウンドの特徴である｡ Gシリーズでは､向きは逆になるが（左に回すとハイカットされる）､TONE
パラメータでこの効果をモデリングしている｡

PROCO  RAT エフェクトタイプ： RAT
（ラット）

      【MXR ディストーション+】

DynacompやPhase90などのストンプ･ボックスで知られるMXR社は70年代に二人の高校生
によって創業された｡自宅のガレージが生産工場であった黎明期には､ボディの塗装を庭で乾燥さ
せていたが､その際に蚊やちいさな虫などが貼りつき､そのまま出荷されたロットもあったようで
ある｡70年代には全世界的に人気を博したが､BOSSを初めとするMade inJapanの低価格､高
品質なエフェクターに人気を奪われ､MXRブランドは一度消滅する｡しかし､80年代後半にJim 
Dunlop社がその権利を買い取り､ 当時のリイシューモデルを発売している｡
Randy Rhoadsの愛用で知られるこのペダルはディスト－ションという音色､ 言葉を世界中に広め
た名器である｡そのハードでエッジの効いたサウンドは､ 低音弦をミュートして刻むリフや早いパ
ッセージのソロでも､ 音がつぶれることが無く､ヘビーメタル/ハードロックのギタリストに愛用
されている｡

MXR  Distortion+ エフェクトタイプ： dist+
（ディストーションプラス）

      【エレクトロ・ハーモニクス ビッグマフ】

BIG MUFFには幾つかのバージョンがあるが､ 今回モデリングしたのは70年代前半の通称“ラム
ズ・ヘッド"と呼ばれるモデルである｡ どこまでも伸びるサステインと､ 豊かな歪みで70年代には
Carlos SantanaやRobert Fripp（King Crimson）などに愛用された｡ 80年代後期～90年代の
グランジムーブメントでも活躍し､Kurt Cobain（Nirvana）や J. Mascis（Dinosaur Jr.）の特徴
的なサウンドを支えた｡ いわゆる一般的なファズに比べ､ 中低域が豊かで歪みもきめが細かく､コ
ードを弾いても音がつぶれることもない｡ ディストーションともファズとも違う､ BIG MUFFでし
か出すことのできないサウンドである｡

Electro-Harmonix BIG MUFF エフェクトタイプ： BigMuff
（ビッグマフ）

      【マーシャル スタック+SD-1】

Marshall はロック黎明期より､もっともロックにふさわしいアンプとして知られていたが､80年
代に発表されたJCM800シリーズによりその名声をより確固たるものにした｡JCM800にはい
くつかのバリエーションがあるがもっとも人気があったのはマスターボリュームがついた100ワ
ットの2203である｡ぱりっとした固いサウンドだが､バンドの中での抜けが素晴らしく､ボーカ
リストよりも目立ちたいハードロックギタリストに好まれた｡しかし､このアンプだけではヘヴィ
なリフや､ライトハンド奏法のような派手なリードを弾くにはゲインが少し足りなかった｡そこで
どうしても目立ちたいギタリスト達はオーバードライブペダルでMarshall JCM800をさらに
ドライブさせはじめた｡このエフェクトタイプでは80年代のヘアスプレーバンドの華やかなギタ
ーサウンドを再現させている｡ オーバードライブペダルにはBOSS SD-1を使用している｡

Marshall Stack + SD-1 エフェクトタイプ： SD+M_Stk
（SD+M-スタック）

      【マーシャル スタック+ファズフェイス】

1967年にモントレーのフェスティバルで哀れにもステージにたたき付けられ､燃やされた（ジッ
ポーライターに使用するべきオイルによってその炎は拡大された）サイケデリックなペイントが
施されたストラトキャスターは､そのギターとしての命が果てる直前に､まさしく燃えるようなホ
ットなサウンドを奏でていた｡そのサウンドを再現したのが､このエフェクトタイプである｡ Marshall
の SuperLead100とDallas-Arbiter の FUZZ FACEの組み合わせによる､ 激しく潰れディフォ
ルメされたサウンドは複雑なコードよりも､そのサステインを活かしたリードに向いているだろう｡
言うまでもないが､ギターを燃やしたのは Jimi Hendrixである｡

Marshall Stack + FUZZ FACE エフェクトタイプ： FZ+M_Stk
（ファズ+M-スタック）

      【Z OD】

ギタリストにとって歪みというものは何よりも大切なものだが､どのような歪みが最良かはギタ
リストそれぞれだろう｡ このエフェクトタイプは､Gシリーズの開発者が最良と思う歪みとして創
りあげたものである｡この滑らかなオーバードライブサウンドは弾き方によってその表情を自在
に変化させる｡ どのストンプボックスよりも温かみがあり､ 大音量で聞いても耳につかない｡サス
テインは程よく伸び､ アタックのダイナミクスは失われない｡ 指に吸い付くような粘りがあり､ピッ
クが弦から離れるニュアンスを正確に再現する｡ きっと多くのギタリストにとっても理想の歪み
だと信じたい｡

Z OD エフェクトタイプ： Z OD
（Z オーバードライブ）

      【Z クリーン】

まるでドライブモジュールをバイパスしたかのようにクリーンなサウンド｡低域が締まり､高域に
ガッツを加えるが､それは若干である｡ このエフェクトタイプを選択する必要に疑問を感じるかも
しれないが､アルペジオやカッティングのパッチを作る場合に､このエフェクトタイプを試してみ
て欲しい｡ 不思議とまとまりのあるスムースなサウンドが得られるはずである｡ライン入力でクリ
ーンなギターサウンドを作る際に､ 低域が出すぎたりピックが引っかかったような音になってし
まうことがある｡このエフェクトタイプのおかげでその悩みは解決するだろう｡

Z Clean エフェクトタイプ： Z Clean
（Z クリーン）

      【アイバニーズ TS808】

Ibanezより79年に海外向けとして発売された初代 Tube Screamerのモデリング｡日本国内では
MaxonブランドでOD808の名前で発売されていた｡ このペダル単体で得られる､Tube Screamer
の名のとおり真空管をドライブさせたようなナチュラルな歪みも魅力的だが､ゲインを0にボリュ
ームを10にして､ フルアップしたアンプをさらにドライブさせる､ いわゆるブースターとして使
用されることが多い｡ブースターとして使用した場合､基本的にはアンプのキャラクターを変える
ことは無いが､ 若干中域にピークがありまろやかなキャラクターが追加される｡
ヘリコプター事故で夭折した天才ブルースギタリストStevie Ray Vaughanが愛用したモデル
としても知られる｡

Ibanez  TS808
      【クローン ケンタウルス】

原音を損なうことのないピュアな歪みと､ 価格の高さで知られるペダルである｡ 4年6ヶ月の年月
をかけて開発されたこのペダルは､Ibanez TS808 Tube Screamerや BOSS OD-1といったペ
ダルとは違う魅力を持っている｡やはりブースターとして使用されることが多いのだが､ 前者のヴ
ィンテージペダルがその個性をアンプサウンドに追加するのに対し､このペダルはそのアンプが
ドライブしているかのようなトーンを生み出すことができる｡

      【Z スタック】

世界でもっとも歪むアンプはなんだろうか｡ Rectifier ? Herbert? TriAmp? いいえ､この Z 
Stack こそが最強のディストーションアンプである｡ 指板に左手（左利きなら右手）が触れるだけで
音が出るくらいに歪むが､（ライトハンド奏法なんて楽々）､不思議なことに9thコードを弾いても
9thがきちんと聞き取れる鮮明さをもち､音の芯もなくならない｡このアンプの最大の問題点はリ
アルなアンプではなく､Gシリーズの中にしかないことだ｡ 誰よりもヘヴィなサウンドが欲しけれ
ば一度このアンプモデルを試してみるといいだろう｡

Z Stack エフェクトタイプ： Z Stack
（Z スタック）



Windows XPが動作するパソコンに本製品を接続して、オー
ディオの入出力ができるように設定します。

Cubase LEをパソコンにインストールしてください。
本製品に付属するCD-ROMをパソコンのドライブに挿入すると、自
動的にインストーラーが起動します。画面の指示に従ってCubase
LEのインストールを行ってください。

本製品とパソコンをUSBケーブルを使って接続してくださ
い。 

NOTE
･ 録音時にパソコンのオーディオ出力端子からの信号をモニターすると、遅

延が発生します。必ず本製品の[OUTPUT]端子からの信号をモニターし
てください。

･ USBバス電源に対応する製品の場合は、バス電源で駆動すると、十分な電
源が得られないことが原因で動作が不安定になったり、ディスプレイにエ
ラーが表示されたりすることがあります。このような場合は、ACアダプタ
ーまたは乾電池でのご利用をお勧めします。

･ USBケーブルは、高品質でなるべく短いものをお使いください。USBバス
電源に対応する製品の場合、3m以上のUSBケーブルを通じて電源を供給
すると、電圧低下の警告がでることがあります。 

HINT
USB接続を解除するには、特別な操作は不要です。コンピューターに接続され
たUSBケーブルを抜いてください。

Windows XPが動作するパソコンに初めて本製品を接続したとき
は、“新しいハードウェアが見つかりました”のメッセージが表示さ
れます。このメッセージが消えるまでしばらくお待ちください。

スタートメニューから“コントロールパネル”を選び、“サ
ウンドとオーディオデバイス”をダブルクリックしてくだ
さい。

サウンドとオーディオデバイスのプロパティが表示されます。
“オーディオ”タブをクリックして、音の再生／録音の既定のデバイ
スとして、“USB Audio CODEC”が選ばれていることを確認して
ください。

他のデバイスが選択されている場合は、“既定のデバイス”プルダウ
ンメニューを使って選択をやり直してください。
確認が終わったら、OKボタンをクリックしてオーディオデバイス
のプロパティを閉じます。

Cubase LEを起動してください。

オーディオの入出力ポートを点検するかどうかを尋ねるウィンドウ
が表示されますので、OKをクリックして点検を実行してください。

Cubase LEが起動したら、“デバイス”メニューから“デ
バイスの設定 . . . ”を選 び、デバイスの列で VST
Multitrackをクリックしてください。

デバイス設定ウィンドウ右部で、AS IOドライバとしてAS IO
Multimedia Driverが選択されていることを確認します。

デバイス設定ウィンドウの“コントロールパネル”ボタン
をクリックし、表示されるウィンドウで“詳細設定”ボタ
ンをクリックしてください。

詳細設定ウィンドウの入力ポートと出力ポートで、“USB Audio
CODEC”にチェックが入っていることを確認してください。

チェックが入っていないときは、チェックボックスをクリックしま
す。
設定が終わったら、各ウィンドウでOKボタンをクリックして閉じ、
Cubase LEの起動直後の状態に戻します。 

HINT
・ 詳細設定ウィンドウの上へ移動／下へ移動の各ボタンをクリックすれば、

現在選択しているポートの優先順位を変更できます。“USB Aud io
CODEC”を最上段に移動させれば、次の手順の“VST入力ウィンドウ”
でも最上段に表示されます。

・ 詳細設定ウィンドウを編集すると、オーディオの入出力ポートを点検す
るかどうかを尋ねるウィンドウが表示されますので、“はい”をクリック
して点検を実行します。

“デバイス”メニューから“VST入力”を選んでVST入力
ウィンドウを表示させ、入力ポートが有効になっているこ
とを確認してください。

Activeボタンがオフ（消灯）のときは、ボタンをクリックしてオン
にします。 

HINT
複数の入力ポートが選択できる場合は、ウィンドウをスクロールしたり広げ
たりして、すべてのポートの有効／無効を確認しておくことをお勧めします。

[INPUT]端子
パソコン

ギターなどの楽器
ACアダプター

乾電池

または
USBケーブル

本製品

[OUTPUT]端子

オーディオシステムなどの
ハイファイな再生装置

Activeボタン

USB／Cubase LE スタートアップガイド USB／Cubase LE スタートアップガイド

この「USB/Cubase LEスタートアップガイド」では、Cubase LEをパソコンにインストールし、本製品の接続や各種設定を済ませて、楽器の演奏を録音するまでの手順を説明します。

MacOS Xが動作するパソコンに本製品を接続して、オーディ
オの入出力ができるように設定します。

本製品に付属するCD-ROMをMacintoshのドライブに挿
入してください。

デスクトップに“Cubase LE”アイコンが表示されます。

アイコンをダブルクリックして開き、“Cubase LE
Installer”を使用してインストールを行なってください。

本製品とMacintoshをUSBケーブルを使って接続してく
ださい。 

NOTE
･ 録音時にパソコンのオーディオ出力端子からの信号をモニターすると、遅

延が発生します。必ず本製品の[OUTPUT]端子からの信号をモニターして
ください。

･ USBバス電源に対応する製品の場合は、バス電源で駆動すると、十分な電
源が得られないことが原因で動作が不安定になったり、ディスプレイにエ
ラーが表示されたりすることがあります。このような場合は、ACアダプタ
ーまたは乾電池でのご利用をお勧めします。

･ USBケーブルは、高品質でなるべく短いものをお使いください。USBバス
電源に対応する製品の場合、3m以上のUSBケーブルを通じて電源を供給
すると、電圧低下の警告がでることがあります。 

HINT
USB接続を解除するには、特別な操作は不要です。コンピューターに接続さ
れたUSBケーブルを抜いてください。

“アプリケーション”フォルダ→“ユーティリティ”フォル
ダの順に開き、“Audio MIDI設定”をダブルクリックして
ください。

Audio MIDI設定が表示されます。
“オーディオ装置”をクリックし、デフォルトの入力／デフォルトの
出力として、“USB Audio CODEC”が選ばれていることを確認し
てください。

他の項目が選択されていた場合は、プルダウンメニューを使って選
択をやり直してください。
確認が終わったら“Audio MIDI設定”を終了します。

Cubase LEを起動してください。  

HINT
Cubase LEのプログラムは“アプリケーション”フォルダにインストールさ
れます。

Cubase LEの“デバイス”メニューから“デバイスの設定
...”を選び、デバイスの列でVST Multitrackをクリックし
てください。

ウィンドウ右側で、ASIOドライバとして“USB Audio CODEC(2)”
が選ばれていることを必ずご確認ください。

他の項目が選択されていた場合は、プルダウンメニューを使って選
択をやり直してください。
確認が終わったらOKボタンをクリックしてウィンドウを閉じます。

“デバイス”メニューから“VST入力”を選んでVST入力
ウィンドウを表示させ、入力ポートが有効になっているこ
とを確認してください。

Activeボタンがオフ（消灯）のときは、ボタンをクリックしてオン
にします。

Macintosh
[INPUT]端子

ギターなどの楽器
ACアダプター

乾電池

または
USBケーブル

本製品

[OUTPUT]端子

オーディオシステムなどの
ハイファイな再生装置

Activeボタン

 

Cubase LEのインストール 接続と準備 Cubase LEを使って録音

 

Cubase LEのインストール Windows XP接続と準備 Cubase LEを使って録音

 

Cubase LEのインストール MacOS X接続と準備 Cubase LEを使って録音

 

裏面へ続く

 

裏面へ続く



“ファイル”メニューから“新規プロジェクト”を選んでく
ださい。

プロジェクト用のテンプレートを選ぶ、新規プロジェクトウィンド
ウが表示されます。

テンプレートの“空白”が選ばれていることを確認してか
ら、OKボタンをクリックしてください。

プロジェクトファイルの保存場所を選ぶウィンドウが表示されます。

保存場所（デスクトップなど）を指定してからOKボタン
（Mac OS 10.4の場合は選択ボタン）をクリックしてくだ
さい。
新規プロジェクトが作成され、Cubase LEの操作の中心となるプロ
ジェクトウィンドウが表示されます。

新規オーディオトラックを作成するには、“プロジェクト”
メニューから“トラックを追加”を選び、さらに表示され
るサブメニューから“オーディオ”を選択してください。

プロジェクトウィンドウに、新規オーディオトラックが1本追加さ
れます。 

HINT
“プロジェクト”メニュー→“トラックを追加”を選び、さらにサブメニュー
から“複数のトラックを追加”を選択すれば、一度に複数のトラックを追加
できます。

作成したオーディオトラックで、以下の設定を行ってくだ
さい。

“デバイス”メニューから“VST入力”を選択してくださ
い。
VST入力ウィンドウが表示されます。
VST入力ウィンドウでは、利用可能な入力ポートを表示し、それぞ
れの有効／無効を切り替えます。

ここでは以下の操作を行ってください。

本製品の[INPUT]端子にギターなどの楽器を接続して、お
好みのパッチを選んでください。

ここで選択した音色が、[USB]端子を経由してパソコンに録音され
ます。

“デバイス”メニューから“ミキサー”を選択してくださ
い。

ミキサーウィンドウが表示されます。
ミキサーウィンドウには、作成したトラックに対応するチャンネル
が表示されます。

ここでは以下の操作を行ってください。

プロジェクトウィンドウ

オーディオトラックの境界部分を右にドラッグして、
すべてのボタンを表示させます。

モニタリングオンボタンが消灯している（オフにな
っている）ことを確認します（点灯しているときは、
ボタンをクリックしてオフにします）。

ステレオ／モノラルボタンをクリックして、オーディオトラック
をステレオに切り替えます。ボタンが点灯して　  から　   の
表示になったときに、ステレオトラックとして動作します。

1.

2.

3.

USB Audio CODEC1／2（MacOS Xの場合はUSB Audio 
CODEC L／R）のActiveボタンが点灯している（有効になって
いる）ことを確認します（消灯しているときはボタンをクリックし
て有効にします）。

複数の入力ポートがある場合は、ここを
ドラッグしてウィンドウを広げます。

VST入力ウィンドウ

1.

2.

 

HINT
録音待機ボタンが点灯しているときは、フェーダーの隣りにあるレベルメー
ターにオーディオトラックの入力レベルが表示されます。また、消灯してい
るときは、オーディオトラックの出力レベルが表示されます。

楽器を演奏しながら、本製品の出力レベルを調節して
Cubase LEの録音レベルを決定します。

トランスポートパネルが表示されていることを確認してく
ださい。

トランスポートパネルが表示されていないときは、“トランスポー
ト”メニューから“トランスポートパネル”を選択します。

録音を行うには、トランスポートパネルの録音ボタンを押
してください。

録音が始まります。
楽器を演奏するとリアルタイムでプロジェクトウィンドウに波形が
描かれます。

録音を停止するには、トランスポートパネルの停止ボタン
をクリックしてください。

録音が停止します。

録音した内容を確認してください。
録音した内容は、次の手順に従って再生してください。 

HINT
録音後に再生ボタンを押しても音が出ない場合は、VST入力ウィンドウ（手
順13）やマスターチャンネルの出力ポートの設定（手順15）をもう一度確
認してください。

快適にご使用になるために

Cubase LEを使用中に、極端にアプリケーションの動作が遅くな
ったり、「USBオーディオインターフェースとの同期が取れない」
などとエラーメッセージが表示されたりすることがあります。
このような現象が頻繁に起きるときは、以下のような点にご注意
いただくと、改善される場合があります。

①Cubase LE以外に動作しているアプリケーションを終了さ
せる
特に常駐ソフトなどが多く登録されていないかをご確認くださ
い。

②Cubase LEで使用しているプラグインソフト(エフェクト、
音源プラグイン)を減らす
プラグインが多い場合、パソコンの処理性能が追いつかなく
なっていることが考えられます。また、同時再生トラック数を
減らすことも有効です。

③製品をACアダプターで駆動する
USBバス電源に対応する製品の場合、USB端子から電源を供給
すると、まれに動作が不安定になることがあります。ACアダプ
ターでのご使用をおためしください。

その他、アプリケーションの動作が極端に遅くなり、パソコン自
体の操作に支障をきたす場合は、一度本製品のUSB端子をパソコ
ンから取り外してCubase LEを終了させ、再度USB端子を接続
してからCubase LEを再起動してみることをお勧めします。

オーディオトラックに対応する
チャンネル

マスターチャンネル

ミキサーウィンドウ
録音後の再生レベルを調節するために、
このボタンをクリックしてミキサーの
マスターチャンネルを表示させます。

1.

ここをクリックして、チャンネルに割り当てるオーディオ入力ポートと
して、USB Audio CODEC1／2（MacOS Xの場合はUSB Audio 
CODEC L／R）に対応するポート（手順13を参照）を選びます。

2.

録音待機ボタンが赤く点灯していることを確認します
（消灯しているときは、ボタンをクリックして点灯させ、
オーディオトラックを録音待機状態に設定します）。

3.

ここをクリックしてマス
ターチャンネルのオーデ
ィオ出力ポートを“USB 
Audio CODEC”に設
定します。

4.

録音レベルは録音待機トラックに対応するチャンネ
ルのレベルメーターで確認できます。メーターが振
り切らない程度に、なるべく高く設定してください。

レベルメーター

NOTE
・ 上記のメーターには、Cubase LE内部で処理され

た後の信号レベルが表示されます。このため、ギ
ターなどの楽器の弦を弾いてからレベルメーター
が振れるまでに、若干の遅れが生じることがあり
ますが、これは故障ではありません。

・ Cubase LEのオーディオトラックには、楽器を演
奏したときの正しいタイミングで録音されます。録
音済みのトラックと新規録音したトラックがずれ
ることはありません。

トランスポートパネル

録音ボタン

プロジェクトの先頭に移動 再生ボタン

手順15で表示さ
せたマスターチャ
ンネルのフェーダ
ーを下げきります。

1.

トランスポートパネルのボタ
ンを使ってプロジェクトの先
頭に移動します。

2.

適切な再生レベルが
得られるようにマスタ
ーチャンネルのフェー
ダーを上げます。

4.

トランスポートパネルの再生ボ
タンをクリックして再生します。

3.
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Windows Vista／XPCubase LE 4のインストール 接続と準備 Cubase LE 4を使って録音

 

Cubase LE 4のインストール MacOS X接続と準備 Cubase LE 4を使って録音

Windows Vista（またはXP）が動作するパソコンに本製品を
接続し、オーディオの入出力ができるようにします。なお、イ
ンストール時の操作は、Windows Vistaを例に説明します。

最新のASIOドライバーを、株式会社ズームのホームペー
ジ（http://www.zoom.co.jp）からダウンロードし、パソ
コンにインストールしてください。
ASIOドライバーは、本製品をCubase LE 4のオーディオ入出力と
して使用するために必要なソフトウェアです。ダウンロード時に付
属するread_meファイルを参考に、正しくインストールしてくださ
い。 

NOTE
本製品のシステムが古いと、パソコン側から認識できない場合があります。
このため、本製品は常に最新のシステムソフトウェアに更新しておくことを
お勧めします。最新のシステムソフトウェアは、当社ホームページからダウ
ンロードできます。

本製品に付属するDVD-ROM“Cubase LE 4”をパソコ
ンのドライブに挿入し、インストールを行ってください。

DVD-ROMを挿入すると、操作を尋ねる画面が表示されますので、
“フォルダを開いてファイルを表示”を選んでください。
DVD-ROMの内容が表示されたら、Cubase LE 4 for Windows
フォルダをダブルクリックして開き、実行ファイル“Setup”
（“Setup.exe”）をダブルクリックしてインストールを行います。 

HINT
DVD-ROMを挿入しても何も起きない場合は、“スタート”メニューから“コ
ンピュータ”（XPでは“マイコンピュータ”）を選び、表示される“Cubase
LE 4”DVD-ROMのアイコンをダブルクリックして開き、DVD-ROMの内
容を表示させてください。 

NOTE
Cubase LE 4のインストール終了後に、アクティベーション（ソフトウェ
アライセンスの認証）の管理を行うソフトウェアのインストールを促す画面
が表示されます。このソフトウェアは、Cubase LE 4の製品登録に必要な
ので、続けてインストールしてください。

本製品とパソコンをUSBケーブルを使って接続してくださ
い。 

NOTE
・ 録音時にパソコンのオーディオ出力端子からの信号をモニターすると、遅

延が発生します。必ず本製品の[OUTPUT]端子からの信号をモニターし
てください。

・ 本製品を USB バス電源で駆動すると、十分な電源が得られないことが原
因で動作が不安定になったり、ディスプレイにエラーが表示されたりす
ることがあります。このような場合は、ACアダプターまたは乾電池での
ご利用をお勧めします。

・ USBケーブルは、高品位でなるべく短いものをお使いください。本製品
をUSBバス電源で駆動する場合、3m以上のUSBケーブルを通じて電源
を供給すると、電圧低下の警告が出ることがあります。 

HINT
USB接続を解除するのに、特別な操作は不要です。コンピューターに接続
されたUSBケーブルを抜いてください。

Windows Vistaが動作するパソコンに初めて本製品を接続したと
きは、“デバイスを使用する準備ができました”のメッセージが表示
されるまで、しばらくお待ちください。

コントロールパネルの“サウンド”ウィンドウを表示させ
て、パソコンの入出力デバイスの設定を行ってください。

“サウンド”ウィンドウを表示させるには、まずスタートメニューか
ら“コントロールパネル”を選び、次に表示されたウィンドウで“ハー
ドウェアとサウンド”→“サウンド”の順にクリックします。

サウンドウィンドウでは、再生／録音デバイスに“USB Aud io
CODEC”が表示され、チェックが入っていることを確認します（再
生／録音の表示はウィンドウ上部のタブで切り替えます）。
チェックが入っていない場合は、デバイスを表すアイコンを右クリッ
クして、表示されるメニューの“既定のデバイスとして設定”にチェッ
クを入れます。

Cubase LE 4を起動し、“デバイス”メニューから“デバ
イス設定...”を選び、デバイスの列で“VSTオーディオシ
ステム”をクリックしてください。
Cubase LE 4を起動するには、デスクトップ上に作成された
Cubase LE 4のショートカットアイコンをダブルクリックします。
起動後は、デバイス設定ウィンドウの右部で、ASIOドライバとし
て“ZOOM ASIO Driver”を選択します。ASIOドライバを切り替
えると、確認のウィンドウが表示されますので、“切り替え”ボタン
をクリックしてください

ウィンドウ左側のデバイスの列には、選択されているASIOドライ
バ“ZOOM ASIODriver”が表示されます。
これをクリックして選び、デバイス設定ウィンドウの右部に表示さ
れる“コントロールパネル”ボタンをクリックしてください。

次に表示されるウィンドウでは、ASIOドライバのレイテンシーや
サンプリング周波数が設定できます。レイテンシーは、録音／再生
時に音が途切れない程度に、なるべく低い値に設定してください。

設定が終わったら、各ウィンドウでOKボタンをクリックして閉じ、
Cubase LE 4の起動直後の状態に戻します。

[INPUT]端子
パソコン

ギターなどの楽器ACアダプター

乾電池

または
USBケーブル

本製品

[OUTPUT]端子 オーディオシステムなどの
ハイファイな再生装置

ASIOドライバ

ここをクリックして…

このボタンをクリック

USB/Cubase LE 4スタートアップガイド USB/Cubase LE 4スタートアップガイド

この「USB/Cubase LE 4スタートアップガイド」では、Cubase LE 4をパソコンにインストールし、本製品の接続や各種設定を済ませ、録音を行うまでの手順を説明します。

MacOS Xが動作するパソコンに本製品を接続し、オーディオ
の入出力ができるようにします。

本製品に付属するDVD-ROM“Cubase LE 4”を
Macintoshのドライブに挿入してください。

自動的にDVD-ROMの内容が表示されます。自動で内容が表示され
ない場合は、デスクトップに表示される“Cubase LE 4”アイコン
をダブルクリックします。

Cubase LE 4をMacintoshにインストールしてください。
DVD-ROMの内容が表示されたら、“Cubase LE 4 for MacOS X”
アイコンをダブルクリックして開き、“Cubase LE 4.mpkg”を使っ
てインストールを行います。

本製品とMacintoshをUSBケーブルを使って接続してく
ださい。 

NOTE
・ 録音時にパソコンのオーディオ出力端子からの信号をモニターすると、遅

延が発生します。必ず本製品の[OUTPUT]端子からの信号をモニターして
ください。

・ 本製品を USB バス電源で駆動すると、十分な電源が得られないことが原
因で動作が不安定になったり、ディスプレイにエラーが表示されたりする
ことがあります。このような場合は、ACアダプターまたは乾電池でのご
利用をお勧めします。

・ USB ケーブルは、高品位でなるべく短いものをお使いください。本製品
をUSBバス電源で駆動する場合、3m以上のUSBケーブルを通じて電源
を供給すると、電圧低下の警告が出ることがあります。 

HINT
USB接続を解除するのに、特別な操作は不要です。コンピューターに接続さ
れたUSBケーブルを抜いてください。

“アプリケーション”フォルダ→“ユーティリティ”フォル
ダの順に開き、“Audio MIDI設定”をダブルクリックして
ください。

Audio MIDI設定が表示されます。“オーディオ装置”をクリックし、デ
フォルトの入力／デフォルトの出力として、“USB Audio CODEC”
が選ばれていることを確認してください。

他の項目が選択されていた場合は、プルダウンメニューを使って選
択をやり直してください。
確認が終わったら“Audio MIDI設定”を終了します。

Cubase LE 4を起動し、“デバイス”メニューから“デバ
イスの設定...”を選び、デバイスの列で“VSTオーディオ
システム”をクリックしてください。

Cubase LE 4を起動するには、“アプリケーション”フォルダに入っ
ているCubase LE 4のアイコンをダブルクリックします。
起動後は、デバイス設定ウィンドウの右側で、ASIOドライバとして
“USB Audio CODEC（2）”が選ばれていることを必ずご確認くだ
さい。

他の項目が選択されていた場合は、プルダウンメニューを使って選
択をやり直してください。
確認が終わったらOKボタンをクリックしてウィンドウを閉じます。

Macintosh
[INPUT]端子

ギターなどの楽器ACアダプター

乾電池

または
USBケーブル

本製品

[OUTPUT]端子 オーディオシステムなどの
ハイファイな再生装置

 

裏面へ続く

 

裏面へ続く



Cubase LE 4のインストール Windows Vista／XP MacOS X接続と準備 Cubase LE 4を使って録音

Cubase LE 4の“デバイス”メニューから“VSTコネク
ション”を選び、表示されるウィンドウで入力／出力ポー
トに“Zm In(Out)”（MacOS Xでは“USB Audio
CODEC”）の文字を含むデバイスを設定してください。

左上（Mac OS Xでは上部中央）のタブを使用して入力／出力を切
り替え、デバイスポートに“Zm In（Out）”が選ばれているかどう
かを確認してください。
他の入出力が選ばれている場合は、デバイスポートの欄をクリック
して選び直します。

“ファイル”メニューから“新規プロジェクト”を選んでく
ださい

プロジェクト用のテンプレートを選ぶ“新規プロジェクト”ウィン
ドウが表示されます。

テンプレートの“空白”が選ばれていることを確認してか
ら、OKボタンをクリックしてください。

プロジェクトファイルの保存場所を選ぶウィンドウが表示されます。

保存場所（デスクトップなど）を指定してからOKボタン
（MacOS Xの場合は選択ボタン）をクリックしてくださ
い。

新規プロジェクトが作成され、Cubase LE 4の操作の中心となる
プロジェクトウィンドウが表示されます。

新規オーディオトラックを作成するには、“プロジェクト”
メニューから“トラックを追加”を選び、さらに表示され
るサブメニューから“オーディオ”を選択してください。

追加するオーディオトラックの数やステレオ／モノラルの設定を行
う、オーディオトラックを追加ウィンドウが表示されます。

ここでは、追加するトラックの本数を1、ステレオ／モノラルの設
定をステレオにしてOKボタンをクリックしてください。
プロジェクトウィンドウに、ステレオの新規オーディオトラックが
1本追加されます。

作成したオーディオトラックで、以下の設定を行ってくだ
さい。 

HINT
インスペクターは、現在選択されているトラックの情報を表示します。何も
表示されないときは、トラックをクリックして選択状態にしてください。

本製品の[INPUT]端子にギターなどの楽器を接続し、エ
フェクトパッチを選んでください。
ここで選択したエフェクトパッチで加工された信号が、[USB]端子
を経由してパソコンに録音されます。

Cubase LE 4の“デバイス”メニューから“ミキサー”
を選んでください。

ミキサーウィンドウが表示されます。
ミキサーウィンドウには、作成したトラックに対応するチャンネル
とマスターチャンネルが表示されます。

ここでは以下の操作を行ってください。

プロジェクトウィンドウ

追加するトラックの本数を選びます。 ステレオ／モノラルの設定を行います。

新規オーディオトラック

インスペクターが表示されていないときは、ここをクリック
して、インスペクターの表示／非表示を切り替えます。

トラックの入力／出力バスを選択します（ここでは、
手順6で本製品を割り当てたバスの名前を表示
させます）。バスを選びなおすときは、この部分を
クリックし、表示されるメニューから新たなバスを
選択します。

インスペクター（トラックごとの詳細設定を
行うエリア）

オーディオトラックに対応するチャンネル マスターチャンネル

ミキサーウィンドウ

モニタリングボタンをクリッ
クして橙色に点灯させます。

録音待機ボタンをクリック
して赤く点灯させ、録音待
機状態にします。

 

HINT
モニタリングボタンが点灯しているときは、フェーダーの隣にあるレベル
メーターにオーディオトラックの入力レベルが表示されます。また、消灯し
ているときは、オーディオトラックの出力レベルが表示されます。

楽器を演奏しながら、本製品の出力レベルを調節して
Cubase LE 4の録音レベルを決定します。

Cubase LE 4への録音レベルは、録音待機トラックに対応するチャ
ンネルのレベルメーターで確認できます。メーターが振り切らない
範囲で、なるべく高く設定してください。
なお、レベルを調節するときはCubase LE 4側のフェーダーは動
かさず、本製品の出力レベルを調節するようにしてください。 

NOTE
・ モニタリングボタンがオンの間は、本製品に入力される信号と、一度パ

ソコンを経由して本製品に戻される信号が同時に[OUTPUT]端子から出
力され、フランジャーがかかったような音になります。録音レベルを調
節する間も正確にモニターしたい場合は、VSTコネクション（手順6）の
設定で、一時的に出力のデバイスポートを未接続にするといいでしょう。

・ 上記のメーターには、Cubase LE 4内部で処理された後の信号レベルが
表示されます。このため、ギターなどの楽器の弦を弾いてからレベルメー
ターが振れるまでに、若干の遅れが生じることがありますが、これは故
障ではありません。

録音レベルの調節が終わったら、モニタリングボタンをク
リックして消灯させます。

入力レベルが表示されなくなり、パソコンを経由して本製品に戻さ
れる信号がミュートされます。
この操作で、本製品の[OUTPUT]端子からは、パソコンに送られる
直前の信号のみがモニターできるようになります。

トランスポートパネルが表示されていることを確認してく
ださい。

トランスポートパネルが表示されていないときは、“トランスポー
ト”メニューから“トランスポートパネル”を選択します。

録音を行うには、トランスポートパネルの録音ボタンをク
リックしてください。

録音が始まります。
楽器を演奏するとリアルタイムでプロジェクトウィンドウに波形が
描かれます。
録音を停止するには、トランスポートパネルの停止ボタンをクリッ
クしてください。

録音した内容を確認してください。
録音した内容は、次の手順に従って再生してください。 

HINT
録音後に再生ボタンをクリックしても音が出ない場合は、VSTコネクション
（手順6）の設定をもう一度確認してください。 

NOTE
なお、Cubase LE 4を継続してご使用いただくためには、アクティベーショ
ン（ライセンス認証＋製品登録）と呼ばれる操作が必要になります。Cubase
LE 4を起動したときに、製品登録を求める画面が表示されますので、“今す
ぐ登録”をクリックしてください。インターネットブラウザが起動し、アク
ティベーションを行うWebサイトが呼び出されますので、このWebサイト
の指示に従ってアクティベーションを行ってください。

快適にご使用になるために

Cubase LE 4を使用中に、極端にアプリケーションの動作が遅く
なったり、「USBオーディオインターフェースとの同期がとれない」
などのエラーメッセージが表示されたりすることがあります。この
ような現象が頻繁に起きるときは、以下のような点にご注意いただ
くと、改善される場合があります。

①Cubase LE 4以外に動作しているアプリケーションを終了
させる
特に常駐ソフトなどが多く登録されていないかをご確認くださ
い。

②Cubase LE 4で使用しているプラグインソフト（エフェク
ト、音源プラグイン）を減らす
プラグインが多い場合、パソコンの処理性能が追いつかなくなっ
ていることが考えられます。また、同時再生トラック数を減らす
ことも有効です。

③本製品をACアダプターで駆動する
USBバス電源に対応する製品の場合、USB端子から電源を供給
すると、まれに動作が不安定になることがあります。ACアダプ
ターでのご使用をおためしください。

その他、アプリケーションの動作が極端に遅くなり、パソコン自
体の操作に支障をきたす場合は、一度本製品のUSB端子をパソコ
ンから取り外してCubase LE 4を終了した後で、再度USB端子
を接続してからCubase LE 4を再起動してみることをお勧めし
ます。

レベルメーター

録音ボタン停止ボタン

プロジェクトの先頭に移動 再生ボタン

手順13で表示さ
せたマスターチャ
ンネルのフェーダ
ーを下げきります。

1.

トランスポートパネルのボ
タンを使ってプロジェクト
の先頭に移動します。

2.

適切な再生レベルが
得られるようにマスタ
ーチャンネルのフェー
ダーを上げます。

4.

トランスポートパネルの再生ボ
タンをクリックして再生します。

3.

 

表面より


